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要 約   

殺菌剤（アシルアラニン誘導体）であるメタラキシル（CASNo．57837－19－1）及びメ  

フエノキサム（メタラキシルM）（CASNo．70630－17－0）について、農薬抄録及び各種  

資料（JMPR、米国等）を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（レタス、ぶどう、  

ばれいしょ、たばこ及び水稲）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性毒性  

（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢性蓉酎発  

がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、3世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及  

びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、メタラキシル及びメフエノキサム（メタラキシルM）投与による影響  

は主に肝臓に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺  

伝毒性は認められなかった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合  

試験の2．2mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0・022  

mg此g体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

＜メタラキシル＞  

和名：メタラキシル  

英名：metalaxyl（ISO名）  

＜メタラキシルM＞  

和名：メタラキシルM  

英名：metalaxyl－M（ISO名）  

注）「メフエノキサム」は、メタラキシルMの別名である。本評価書中においては、ISO   

名に従い「メタラキシルM」で統一した。  

3．化学名  

＜メタラキシル＞   

ImC  

和名：メチル＝〃（メトキシアセチル）－A珂2，6ヰシリル）－DL－アラニナート  

英名：methylN（methoxyacetyl）一N（2，6－Ⅹylyl）TDL－alaninate  

または  

和名：メチル＝2－（［（2，6－ジメチルフェニル）メトキシアセチル］アミノ〉  

プロピオナート  

英名‥methy12－（【（2，6－dimethylphenyl）methoxyacetyl］amino〉  

proplOnate  

CAS（No．57837－19・1）  

和名：メチル＝∧声（2，6一ジメチルフェニル）一入声（メトキシアセチル）－DL－  

アラニナート  

英名：methylN（2，6－dimethylphenyl）－N（methoxyacetyl）－DL－  

alaninate  

＜メタラキシルM＞   

ImC  

和名：メチル＝〃（メトキシアセチル）－〃（2，6ヰシリル）－D－アラニナ⊥ト  

英名：methyl＝N（methoxyacetyl）－N（2，6－Xylyl）－D－alaninate  

または  

和名：メチ／k紗2－（［（2，6－ジメチルフェニル）メトキシアセチル］アミノ〉  

プロピオナート  

英名：methyl紗2－〈［（2，6－dimethylphenyl）methoxyacetyl］amino〉  

proplOnate  
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CAS（No．70630－17・0）   

和名：メチ／レ1V（2，6－ジメチルフェニ／リー入声（メトキシアセチル）廿  

アラニナート   

英名：methylN（2，6－dimethylphenyl）－N（methoxyacetyl）－D－  

alaninate  

4．分子式 ＜メタラキシル及びメタラキシルM共通＞  

C15H21NO4  

5．分子量 ＜メタラキシル及びメタラキシルM共通＞  

279．34  

6．構造式  

＜メタラキシル＞  

CH, 

CH30 
○ 1I  

＼cH；C、N／CH、co2CH3  

＜メタラキシルM＞  

○ ⊆H3  

1I CH30苛呂？2C”3 （。体，  
て、ノ  CH3  ,CH3 

（D：L＝1：1）  

7．開発の経緯   

メタラキシルは、1973年にスイスのチバガイギ一社によって開発された殺菌剤（ア   

シルアラニン誘導体）であり、作用機構は、菌体内におけるウリジンのRNAへの取   

り込み、あるいはRNA、DNA及び脂質の合成阻害による病原菌の菌糸伸長及び胞子   

形成の阻害である。   

現在こ 日本で登録されているメタラキシルは、D及びL－鏡像異性体から成るラセミ   

体（D：L＝1：1）であり、殺菌活性を有するD体をメタラキシルMという。  

メタラキシルに替えてメタラキシルMを製剤に用いることにより、メタラキシルと   

比較して半分の薬量で同等の防除効果が得られ、作物における残留量も軽減できるこ   

とが確認された。これにより、諸外国においては、メタラキシルの安全性評価用デ」   

タパッケージを核として、メタラキシルMの数種類の試験成績を加えたものでメタラ   

キシルMの登録申請を行い、現在までに米国及びEU諸国を含む90カ国以上で登録   

されている。   

今回、メタラキシルMについて、農薬取締法に基づく農薬登録申請（ピーマン、み   

ょうが等）がなされている。また、ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設   

定されているが、メタラキシル及びメタラキシルMは異性体であり分析上区別できな   

いことから、「メタラキシル及びメフエノキサム」として設定されている。  

1打   



Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

農薬抄録（2007年）、JMPR資料（2002年）、米国資料（1994年）、豪州資料（1997   

年）及びカナダ資料（2007年）を基に、毒性に関する主な科学的知見を整理した。   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、メタラキシルM、メタラキシル及び分解物Cl各化   

合物のフェニル基炭素を14Cで均一に標識したもの（それぞれ14C－メタラキシルM、  

14C－メタラキシル及び14C－Cl）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は、   

特に断りがない場合はメタラキシルMまたはメタラキシルに換算した。代謝物／分解   

物／原体混在物略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）メタラキシルM及びメタラキシル  

① 吸収  

SDラット（一群雌雄各3～4匹）に14C－メタラキシルMまたは14C－メタラキシ   

ルを1mg此g体重（以下、［1・（1）］において「低用量」という。）または100mg／kg   

体重（以下、［1．（1）］において「高用量」という。）で単回経口投与し、血中濃度推   

移について検討された。  

全血中放射能濃度推移は表1に示されている。  

全血中放射能は、14C－メタラキシル高用量群の雌を除き、投与後0．5～1．0時間で   

最高濃度（Cmax）に達した。その後、急速に減少し、消失半減期（Tl′2）はすべて   

の群で8．5～13．7時間であった。（参照8）  

表1全血中放射能濃度推移  

投与量  14C－メタラキシルM  14C－メタラキシル  

（mg／kg体重）  100  1  100   

性別   雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄 雌   

Tm。Ⅹ（時間）   0．5   0．5   0．5   1．0   0．5   1．0   0．5   4．0  

Cm。Ⅹ（膵／g）   0．07  0．21  25．6  16．8  0．08  0．23  17．8  28．1   

Tl／2（時間）   13．7  11．5  10．6  10．4  12．4   9．4   10－7   8．5   

② 分布  

SDラット（一群雌雄各3～4匹）に、14C－メタラキシルMまたは14C－メタラキ   

シルを低用量または高用量で単回経口投与し、投与168時間後における体内分布試   

験が実施された。  

低用量群における体内分布は両化合物で差がなく、血液より高い濃度を示したの   

は雌雄の肝臓（0．004～0．009膵／g）及び雌の肺（0．009～0．010膵／g）であった。体   

内における総残留放射能は低く、0．16～0．55％TARであった。  

高用量群で血液より高い濃度を示したのは、14C－メタラキシルMでは雌雄とも肝   

臓（0．456～0．562ドg／g）のみ、14C－メタラキシルでは雌雄とも肝臓（0．307～0．743  

ドg／g）及び脂肪（0．246～0．286トg／g）であった。低用量群と比較すると、脂肪以外  
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の組織では、投与量の増加（100倍）と同じ割合で残留放射能の増加が認められた  

が、脂肪では、雄及びd堆でそれぞれ166倍及び122倍高くなった。体内における総  

残留放射能は低く、0．17～0．43％TARであった。（参照8）  

③ 代謝物   

14C－メタラキシルMまたは14C－メタラキシル投与群で代謝物の種類に差は認めら   

れず、尿中で17種類、糞中で13種類の代謝物が認められた。親化合物は、尿中で   

0．3～1．3％TAR認められたが、糞中では認められず、ほぼ完全に代謝されることが   

示唆された。（参照8）  

④ 排泄  

SDラット（一群雌雄各3～4匹）に14C・メタラキシルMまたは14C－メタラキシ   

ルを低用量または高用量で単回経口投与し、排泄試験が実施された。  

投与後168時間の糞及び尿中排泄率は表2に示されている。   

14C－メタラキシルM及び14C－メタラキシルともに急速に排泄され、投与後72時   

間以内に総投与放射能（TAR）の90％以上が排泄された。投与後168時間の糞中   

に32．9～59．0％Ⅷ、尿中に37．8～63．3％TARが排泄され、雌では雄に比べて尿中   

排ラ世がわずかに高かった。（参照8）  

表2 投与後168時間の糞及び尿中排泄率（％TAR）  

投与量  14C一メタラキシルM  14C－メタラキシル  

（mg／kg体重）  100  100   

ノ性別  雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

投与後  糞  ■ 48．5  36．7  59．0  49．7  50．3  32．9  52．1  36．5  

168時間  尿★   50．9  63．3  37．8  48．0  48．2  63．3  49．0  60．7   

★：尿の値はケージ洗浄液を含む。  

（2）メタラキシル  

① 吸収、分布及び排泄  

SDラット（一群雌雄各5匹）に14C－メタラキシルを1．0または200mg／kg体重   

で単回経口投与、1．Omg／kg体重で単回静脈内投与または反復経口投与1し、動物体   

内運命論験が実施された。  

全投与群において95％TAR以上が排泄され、89％TAR以上が投与後48時間以内   

に排泄された。雄では、主要排泄経路は糞中であり、投与後7 日の糞中に54．2～   

63．6％TAR、尿中に32．0～46．7％TARが排泄された。雌での主要排泄経路は尿中で   

あり、投与後7日の尿中に65．6～74．1％TAR、糞中に31．3～35．7％TARが排泄され   

た。静脈内投与と経口投与で同程度の放射能が尿中に排泄されたことから、投与量  

1非標識メタラキシルを低用量で1日1回、14日間連続投与後、14C－メタラキシルを低用量単回経口投与。  
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のほぼ全量が吸収されたものと考えられた。また、静脈内投与でも糞中への排泄率  

が高いことから、胆汁中への排泄が示唆された。   

主要組織における放射能濃度は、1．O mg／kg体重投与群では腸管（0．019～0．045  

ドg／g）及び肝臓（0．0037～0．010トLg／g）で比較的高く、投与経路による差は認めら  

れなかった。200mg／kg体重投与群でも、同じく腸管（2．67～3．53膵／g）及び肝臓  

（0．64～0．98トLg／g）で高かった。いずれの投与量でも性差は認められず、投与7日  

後に組織から回収された放射能は1％TAR未満であった。赤血球及び血祭中の放射  

能濃度は低かった。（参照8、9）  

② 代謝物同定一定量  

吸収、分布及び排泄試験［1．（2）①］で得られた、投与後4～36時間の尿及び投与   

後24～72時間の糞を用いて、代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿中の代謝物パターンは、性別あるいは投与量による差は認められなかった。親   

化合物は、雄では0．1％TAR未満、雌では1．8％TAR以下であった。主要代謝物は   

Dであり、雄で3．2～6．1％TAR、雌で10．3～20．3％TARであった。他に、B、Cl、   

E、F、Ⅰ、L、M及びNがいずれも5．7％TAR以下で認められた。また、これらの   

抱合体（末同定代謝物の抱合体も含む）が16．2～32．2％TAR認められ、多くはグル   

クロン酸抱合体あるいは硫酸抱合体であった。  

糞中の代謝物パターンは尿と同様であった。親化合物は0．2～0，8％TARであり、   

主要代謝物としてD及びⅠが合量で7．1～11．0％TAR認められた。他の代謝物は   

4．9％TAR以下、抱合体は3．6～17．8％TARであった。  

ラットにおけるメタラキシルの主要代謝経路は、脱メチル化、」V一脱アルキル化及   

び水酸化、ならびにその後のグルクロン酸抱合あるいは硫酸抱合であると考えられ   

た。（参照8、9）  

③ 胆汁中排泄及び腸肝循環試験  

月旦管カニューレを施したSDラット（一群雌雄各3～5匹）に14C－メタラキシル   

を2または80mg／kg体重で単回経口投与、または2mg／kg体重で単回静脈内投与   

し、胆汁中排i世試験が実施された。  

胆汁中排音世率は表3に示されている。  

いずれの投与群でも、投与初期に性差が認められ、特に80mg／kg体重投与群   

で顕著であった。  

また、80mg／kg体重投与群の雄の投与後6時間までの胆汁を0．4mL（メタラ   

キシルとして1．39mg）を採取し、胆管カニューレを施した別のSDラット（雌   

雄各3匹）の十二指腸内に投与し、腸肝循環試験が実施された。  

雄では、投与後1及び24時間にそれぞれ0．9及び46．2％TAR、雌ではそれぞれ   

0．8及び18．7％TARが胆汁中に排ラ世され、腸肝循環が示唆された。なお、投与後24   

時間の吸収率は92～95％TAR、尿中排泄率は雄で9．1％TAR、雌で6．3％TARであ  
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った。（参照8、9）  

表3 胆汁中排泄率（％TAR）  

投与量  
14C－メタラキシソレ  

（mg耽g体重）  
経口投与  静脈内投与  

2  80  2   

性別   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

投与後10分  30．2   9．1   

投与後5時間   64．9  58．8  42．9  22．8  90．7  91．2   

投与後24時間  71．0  65．8  69．4  54．5  

…：試料なし  

2．植物体内運命試験  

（1）メタラキシルM及びメタラキシルの代謝比較試験  

レタス（品種：Sunny）に、14C－メタラキシルMまたは14C－メタラキシルを10   

日間隔で3回（1回目は定植．8日後）、各200gaiノbaの処理量で散布（総処理量：   

600gaiノha）し、植物体内運命試験が実施された。  

各試料における鏡像異性体比は表4に示されている。  

メタラキシルM処理区における鏡像異性体比は、レタス及び土壌中ともに試験期   

間を通して安定であった。一方、メタラキシル処理区については、レタス中ではほ   

ぼ一定であったが、L体の方がD体よりも若干多く存在していた。土壌中では、親   

化合物の鏡像異性体比に変化が認められ、D体の分解速度がL体に比べて速く、そ   

れに伴って、Clの鏡像異性体比に変化が認められ、L体の比率が高くなった。  

表4 各試料における鏡像異性体比  

試料   処理化合物   
鏡像異性体比（D：L）  

分析対象       些理1時間後  処理14日後  処理21日後   

レタス  99．5：0．5   99．0：1．0   97．7：2．3  

結球部   メタラキシル  親化合物   48．6：51．4   39．b：61．0   46．2：53．8   

親化合物   94．5：5．5  
メタラキシルM  

93．0：7．0  

土壌層  代謝物Cl   96．8：3．2  96．7：3．3  

0～10cm  親化合物   16．4：83．6  
メタラキシル  

14．0：86．0  

代謝物Cl   71．6：28．4  64．0：36．0   

一：分析せず   

レタスにおける総残留放射能濃度は表5に示されている。   

総残留放射能濃度は、両処理区ともほとんど差が認められなかった。また、放射  

能の抽出率についても差はなく、総残留放射能（TRR）の96％以上であった。さら  

に、メタラキシルM及びメタラキシルの代謝物の数及び種類は同じであり、主に  

Cl、E及びEの抱合体が認められた。  
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以上より、メタラキシルM及びメタラキシルの植物体における代謝経路は、同等  

であると考えられた。（参照8）  

表5 レタスにおける総残留放射能濃度（mg／kg）  

処理化合物   処理1時間後  処理14日後  処理21日後   

メタラキシルM   8．73   2．44   0．615   

メタラキシル   7．22   1．83   1．07   

（2）レタス（メタラキシル）  

温室栽培のレタス（品種：Suzanne）に、14C－メタラキシルを2週間隔で2回、   

各250gainlaの処理量で散布（総処理量：500gainla）し、植物体内運命試験が   

実施された。  

最終散布2週間後に採取されたレタスの総残留放射能濃度は、5．47mg／kgであっ   

た。このうち、親化合物は18．2％TRR（1．02mg／kg）であった。主要代謝物はE及   

びDであり、それぞれ抱合休も含めて22．1及び10．1％TRRであった。他にB、Cl、   

H、I及びLがそれぞれ1．2～8．9％TRRで認められ、抽出残i査は23．6％TRRであっ   

た。  

レタスにおける主要代謝経路は、フェニル基の水酸化、フェニル基に結合したメ   

チル基の酸化、メチルエステルの加水分解、エーテル結合の開裂及びjV一脱アルキ   

ル化ならびに糖との抱合体形成であると考えられた。（参照8、9）  

（3）ぶどう（メタラキシル）  

ぶどう（品種：Riesling種及びSylvaner種）に、14C－メタラキシルを2週間隔   

で6回、総処理量0．366g aiノ株となるように散布し、最終散布68日後に採取した   

果実（果汁及び搾りかす）及び葉を用いた植物体内運命試験が実施された。  

ぶどう各試料における放射能分布は表6に示されている。  

いずれの試料からも、親化合物、代謝物B、Cl、D及びEが検出され、主要代   

謝物はEであった。  

ぶどうにおける主要代謝経路は、フェニル基の水酸化、フェニル基に結合したメ   

チル基の酸化、メチルエステルの加水分解、エーテル結合の開裂及びその後の糖と   

の抱合体形成であると考えられた。（参照8、9）  
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表6 ぶどう各試料における放射能分布  

試料   総残留放射能濃度  親化合物（％TRR）   代謝物（％TRR☆）   

果実   1．4mg此g   64．1（0．90mg／kg）  E（20，4）、B（4．3）、Cl＋D（1．8）   

（果汁）   0．9mg／kg   7．8（0．07mg／kg）  E（7．0）、B（1．7）、Cl＋D（1．0）   

（搾りかす）   1．7mg此g   56．3（0．96mg／kg）  E（13．4）、B（2．6）、Cl＋D（0．8）   

菓   19．8mg／kg   22．4（4．44mg此g）  E（55．4）、B（13．0）、Cl＋D（5．0）   

★：いずれの代謝物についても抱合体を含む値。  

（4）ぱれいしょ（メタラキシル）  

ばれいしょ（品種：Green Mountain）に、14C－メタラキシルを2週間隔で6回  

（1回目は移植6週間後）、1．軍8kgainla（総処理量7・由kgaima）で茎葉処理し、   

初回処理24時間後の葉部、または最終処理1週間後の葉部及び塊茎を用いた植物   

体内運命試験が実施された。  

ばれいしょ各試料における放射能分布は表7に示されている。  

メタラキシルは速やかに代謝され、最終処理1週間後の葉部における親化合物は   

2．2％TRRであった。葉部では、親化合物の加水分解または酸化により生成した代   

謝物と糖との抱合による代謝物が生成していた。  

塊茎中の総残留放射能は、葉部と比較して非常に低く、代謝物の生成率も同様に   

低かった。51．0％TRRが親化合物であり、葉部と同じく糖との抱合による代謝物が   

生成していた。（参照8、9）  

表7 ぱれいしょ各試料における放射能分布  

採取時期  処理量  試料  総残留放射能   

親化合物   代謝物  

濃度   （％TRR）   （％TRR☆）   

初回処理   E（27．2）、B（8．9）、 
24時間後  

1．28   葉部  3．7mg／kg   
（0．73mg／kg）  D（2．6）、Ⅰ（＜0．2）   

19．8   

E（50．6）、B（2．7）、  

最終処理  
7．68   

葉部  31．9mg／kg   2．2 （0．70mg／kg）   D（1．9）、Ⅰ（＜0．2）  
1週間後  51．0  E（11．2）、B（1．4）、D（2．0）、  

塊茎  0．5mg／kg  
（0．26mg／kg）   Ⅰ（＜0．2）、J（＜0．2） 

★：いずれの代謝物についても抱合体を含む値。  

（5）たばこ（メタラキシル）   

14C－メタラキシルを、ブライトタバコ（品種：Coker319）に280gainlaまたは   

560gainlaで移植時に植穴処理、またはバーレ一夕バコ（品種：MS21ⅩKYlO）に   

672gai几aで移植前に土壌混和処理し、植物体内運命試験が実施された。  

各試料における総残留放射能濃度は表8に示されている。  

メタラキシルは、たばこ体内で代謝されて多くの極性または非極性代謝物を生成   

した。親化合物は、処理12週後までの試料中いずれも26．9～64．7％TRRを占めた。   

他には、酸化により生成した少量のCl（乾燥前重量で1．5％TRR以下）が同定され  
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た。たばこの品種、処理法及び処理量にかかわらず、代謝パターンはほぼ同様であ  

った。（参照8、9）  

表8 各試料の総残留放射能濃度（mg／kg）  

処理量   
処理3週後  処理6週後   

処理12週後   最終採取   

（ga∽1a）  （乾燥下葉）   （乾燥上薬）   

280   35．3   15．2   69．3   36．6（処理20週後）   

560   73．9   32．6   148   93．7（処理19週後）   

672   23．4   31．3   162   80．2（処理16週後）   

（6）水稲（メタラキシル）   

14C一メタラキシル約1．26mg及びヒドロキシイソキサゾール9．6mgを処理した   

120mLの土壌に、発芽した水稲（品種：日本晴）の種子を約130粒播種した後、   

処理3及び5週後に採取した稲苗を用いて植物体内運命試験が実施された。   

処理された放射能の水稲体内への吸収は、処理3週後で総処理放射能（TAR）の   

3．2％、処理5週後で12．7％TARであった。  

茎葉部では、処理3週後の総残留放射能濃度は4．68mg／kgであり、うち親化合   

物が51．9％TRR（2．43mg／kg）であった。代謝物としてCl、E、F、I及びJが0．5   

～7．0％TRR認められた。処理5週後では、総残留放射能濃度は12．2mg／kgであり、   

うち親化合物が56．7％TRR（6．90mg／kg）であった。代謝物の種類は処理3週後と   

同じであり、Eが12．3％TRR、他が各1．4～6．0％TRRであった。  

いずれの時点でも、親化合物は遊離体として認められ、代謝物は遊離休または抱   

合体として認められた。根部については、総残留放射能濃度は処理3及び5週後で   

それぞれ1．07及び0．62mg／kgであり、代謝物は分析されなかった。  

水稲体内における主要代謝経路は、フェニル基に結合したメチル基の水酸化、メ   

チルエステルの加水分解及び代謝物の糖との抱合体形成であると考えられた。、（参照   

8、9）  
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3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験（メタラキシルM及びメタラキシル）  

14C－メタラキシルM及び14C－メタラキシルを、シルト質埴土（スイス、河川及び   

池底より採取）に0．1gaiAaとなるように添加し、水深約6cmの湛水条件下、20  

±2℃で最長212日間インキュべ－卜する好気的湛水土壌中運命試験が実施された。  

試験設計は表9に示されている。  

表9 好気的湛水土壌中運命試験の試験設計  

試験系   供試土壌   供試水   標識体   

①   
河川底質   河川水   

（シルト質埴土、スイス）   （スイス、ライン川）   
14C・メタラキシ′レM  

②   池底質（シルト質埴土、スイス）   池水（スイス）   14C－メタラキシルM   

③   
河川底質   河川水   

（シルト質埴土、、スイス）   （スイス、ライン川）   
14C－メタラキシル  

④   池底質（シルト質埴土、スイス）   池水（スイス）   14C一メタラキシル  

各試験系の放射能回収率は96．6～98．4％TARであり、14CO2の生成は1．2～  

2．9％TARであった。各試験系における放射能分布は表10に示されている。   

①の河川底質中において、メタラキシルMの割合は、処理直後に1．8％TARであ  

ったが、処理7日後には23．9％TARの最大値となり、試験終了時（処理212日後）  

には3．9％TARに減少した。認められた分解物はC2のみであり、処理直後には検  

出されなかったものの、経過日数とともに増加し、試験終了時には24．2％TARに達  

した。   

②の池底質中におけるメタラキシルMの割合は、処理直後は27．0％TARであっ  

たが、処理7日後には28．8％TARと最大になり、試験終了時には1．3％TARに減少  

した。分解物は同じくC2であり、処理直後には0．4％TARであったが、処理126日  

後には28．9％mと最大になった。   

③の河川底質中では、メタラキシルは処理直後に5．3％TARであったが、処理14  

日後に21．6％TARと最大になり、試験終了時には10．5％TARに減少した。認めら  

れた分解物はClのみであった。Clは、処理直後には検出限界未満であったが、試  

験終了時には 

④の地底質中におけるメタラキシルの割合は、処理直後に7．5％TARであったが、  

処理3日後には22．7％TARと最大になり、試験終了時には3．8％TARに減少した。  

分解物は同じくClであり、処理直後には検出限界未満であったが、処理126日後  

には19．4％TARと最大になった。   

いずれの試験系においても、抽出残漆は底質中のフルボ酸及びフミン酸可溶成分  

として存在、あるいは不溶性フミンに結合していた。推定半減期（水相＋底質）は、  

河川系の①及び③ではそれぞれ44．8及び43．3日、池系の②及び④ではそれぞれ22．8  

及び21．4日であった。  
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好気的湛水土壌におけるメタラキシルM及びメタラキシルの分解は、メチルエス  

テルの加水分解により進行し、それぞれC2（ClのD，鏡像異性体）及びCl（ラセ  

ミ体）となると考えられた。（参照8）  

表10 各試験系における放射能分布（％TAR）  

処理後  
試験系  

日数   
水相   

底質  

抽出成分   抽出残漆   

①   
0日   99．5   1，8   0  

212日   54．6   28．4   11．0   

②   
0日   71．2   27．5   0．5  

212日   50．3  23．9   26．3   

③   
0日   96．4   5．3   0，1  

212日   51．7   26．9   11．2   

④   
0日   95．4   7．5   0．2  

212日   40．3   20．1   27．2   

（2）好気的土壌中運命試験（メタラキシルM及びメタラキシル）   

14C－メタラキシルM及び14C一メタラキシルを、砂壌土（米国、カリフォルニア州）   

に1．51Ⅱ1g／kgとなるように添加し、約25℃で最長160日間インキュベー卜する好   

気的土壌中運命試験が実施された。  

メタラキシルM及びメタラキシルともに、好気的土壌中で徐々に分解し、いずれ   

も二相性の減衰が認められた。メタラキシルM及びメタラキシルの推定半減期は、   

それぞれ83．5及び66．6 日であった。土壌における放射能の回収率は、95．4～   

109％TARであった。  

メタラキシルM処理土壌では、メタラキシルMは処理直後に100％TARであっ   

たが、試験終了時（処理160日後）には8．0％TARまで減少した。それに伴って分   

解物Clが生成し、試験終了時には78．0％TARと最大になった。  

メタラキシル処理土壌においても、処理直後に95．1％TARであったメタラキシル   

は、試験終了時には6．8％TARまで減少した。同じく、Clが経過日数に伴って増加   

し、処理130日後に71．8％TARと最大になった。  

メタラキシルM及びメタラキシルの主要分解経路は、ともにメチルエステルの加   

水分解によるClの生成であり、メタラキシルM及びメタラキシルの分解経路は同   

等であると考えられた。（参照8）  

（3）好気的、好気的及び嫌気的、滅菌好気的土壌中運命試験（メタラキシル）   

14C－メタラキシルを、壌質砂土（ドイツ、Neuhoden）に乾土あたり10mg／kgと   

なるように添加し、25℃の暗所下で360日間インキュベートする好気的土壌中運命   

試験、好気的条件下で30日間インキエペート後に嫌気的条件下にし、合計で89日   

間インキュベー卜する好気的及び嫌気的土壌中運命試験及びメタラキシル処理前に  
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滅菌した土壌を用い、89日間インキエペー卜する滅菌好気的土壌中運命試験が実施  

された。   

好気的土壌では、試験終了時（処理360 日後）に襲留していたメタラキシルは  

2％m未満であった。主要分解物はエステル結合の開裂によって生じるCl（ラ  

セミ体）であり、処理66日後には53．6％TARに達したが、その後減少し、試験終  

了時には23．0％TARであった。抽出残波及び14CO2が経時的に増加し、試験終了時  

にはそれぞれ38．3及び25．3％TARであった。推定半減期は40日であった。   

好気的及び嫌気的土壌では、嫌気的条件下においてメタラキシルの分解速度は低  

下し、試験終了時（処理89日後）のメタラキシルは32．5％TARであった。推定半  

減期は68日であった。好気的土壌と同様、主要分解物はClであり、試験終了時  

には52．4％TARに達していた。抽出残波及び14CO2の増加は見られなかったこと  

から、これらの生成は好気的条件下に限られると考えられた。 

滅菌好気的土壌では、メタラキシルの分解はほとんど琴められなかったことから、  

メタラキシルの分解は土壌中の微生物に依存するものと考えられた。（参照9）  

（4）好気的土壌中運命試験（分解物Cl）  

本試験は、メタラキシルM及びメタラキシルの好気的土壌中運命試験［3．（2）］に   

おいて、分解物Clの割合が試験終了時には72～78％TARに達し、減衰が認められ   

なかったことから、追加試験として実施された。   

14C－Clを、砂壌土（ドイツ、ビルケンハイド）に乾土あたり0．18mg此gとなる   

ように添加した後、最大容水量の約40％の水分量に調整し、暗所下、20±2℃で最   

長118日間インキュべ－卜する好気的土壌中運命試験が実施された。  

試験期間中の抽出性放射能の割合は、処理直後では97．3％mであったが、試験   

終了時（処理118日後）には28．1％mに減少していた。一方、非抽出性能放射能   

の割合は、試験終了時に43．3％TARに達していた。また、多量の14CO2の発生が認   

められ、試験終了時には21．9％TARに達した。その他の揮発性物質の生成はごくわ   

ずかであった。  

抽出性放射能中のClの割合は、経時的に低下し、試験終了時には25．4％mで   

あった。唯一の分解物であるJは、処理42日後までは検出されなかったが、処理   

64日後に2．6％TAR検出され、試験終了時までほぼ一定に保たれていた。  

好気的土壌におけるClの主要分解経路は、CO2への変換であると考えられた。   

また、副経路として、Jを経由したCO2への変換も考えられた。推定半減期は、直   

接CO2へ変化した場合には260日、J及び土壌結合残留物へ変化した場合には68．5   

日、この両方を考慮した場合には54．2日、土壌結合残留物がさらにCO2に変化し   

た場合には276日と算出された。（参照8）  
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（5）土壌吸着試験（メタラキシルM及びメタラキシル） 

（D メタラキシルM  

メタラキシルM（非標識）を用い、4種類の国内土壌［軽埴土（宮城及び高知）、   

重埴土（茨城）、砂質埴壌土（愛知）］における土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0．679～19．2、有機炭素含有率により補正した吸着   

係数Kocは44．1～646であった。（参照8）  

② メタラキシル  

メタラキシル（非標識）を用い、6種類の国内土壌［軽埴土（宮城、茨城及び高   

知）、火山灰土・埴壌土（北海道）、火山灰土・シルト質埴壌土（茨城）、砂質埴壌土   

（愛知）］における土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0，35～16．3、有機炭素含有率により補正した吸着   

係数Kocは14～483であった。（参照9）  

（6）土壌吸脱着試験（メタラキシルM）   

14C－メタラキシルMを用い、4種類の海外土壌［砂壌土2種類（ドイツ及びスイ   

ス）、シルト質壌土2種類（スイス）］における土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0．34～0．72、有機炭素含有率により補正した吸着   

係数Kadsocは30．8～40．5、脱着係数Kdesは0．53～1．38、有機炭素含有率により補   

正した脱着係数Kdesocは38．3～121であった。（参照8）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

① メタラキシルM  

pHl（塩酸緩衝液）、PH5（酢酸緩衝液）、pH7（リン酸緩衝液）及びpH9（ホ   

ウ酸緩衝液）の各緩衝液に、14C－メタラキシルMを5．Omg几となるように添加し、   

50℃（pH9はさらに25及び60℃）でインキエペー卜する加水分解試験が実施さ  

れた。  

pHl～7の緩衝液中では安定であった。pH9における推定半減期は、25、50及   

び60℃でそれぞれ116、7．7及び2．7日であった。同定された唯一の分解物はC2   

であった。25℃では、試験終了時（処理32日後）にメタラキシルMは79．7％TAR、   

C2は16．0％mであった。50℃では、試験終了時（処理15日後）にメタラキシ   

ルMが26．2％TAR、C2が69．5％TARを占めた。60℃では、試験終了時（処理11  

日後）のメタラキシルMは7．1％mR、C2は91．3％mであった。  

推定分解経路は、エステル結合の加水分解によるC2の生成であると考えられた。   

（参照8）  
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② メタラキシル①   

pH5、7、9及び10の各緩衝液（組成不明）に、メタラキシルを100mg瓜とな   

るように添加し、30、50及び70℃で最長28日間インキュべ－卜する加水分解試験   

が実施された。   

各試験条件下における推定半減期は表11に示されている。  

メタラキシルは、酸性及びアルカリ性の高温条件で分解し、分解物としてClが   

生成した。30、50及び70℃の3段階の温度で速度定数を測定し、20℃における推   

定半減期を算出した結果、PHl～7で200日超、PH9で115日、pHlOで12日   

であった。（参照9）  

表11各試験条件下における推定半減期（日）  

pHl   PH5   pH7   pH9   pHlO   

30℃   ＞200   ＞200   ＞200   36   4．2   

50℃   64   ＞200   ＞200   5   0．6   

70℃   13   ＞200   30   0．8   0．1   

③ メタラキシル②   

pH5（酢酸緩衝液）、PH7（リン酸緩衝液）及びpH9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝   

液に、14C－メタラキシルを10mg瓜となるように添加し、25±、1℃で30日間インキ   

ュベー卜する加水分解試験が実施された。   

pH5では、加水分解は認められなかった。pH7ではわずかな分解が認められ、   

推定半減期は1，000日であった。pH9では加水分解が認められ、推定半減期は88   

日であった。主要分解物はClであり、試験終了時（処理30日後）の生成量はpH   

5、7及び9でそれぞれ1．7、2．4及び21．8％TARであった。（参照9）  

（2）水中光分解試験  

① メタラキシルM（緩衝液）   

pH7の滅菌リン酸緩衝液に14C－メタラキシルMを2・16mg几となるように添加   

し、25～26℃で10日間、キセノンアークランプ照射（光強度：49．白及び54．7W／m2、   

測定波長：300～400nm）する水中光分解試験が実施された。  

光照射区及び暗所対照区ともに、メタラキシルMは安定であり、半減期は求めら   

れなかった。極めて少量の分解物が認められ、試験終了時に平均で0．22～1．8％TAR   

を占めていた。量的に極めてわずかであったため、特性は検討されなかった。（参照   

8）  

② メタラキシルM（蒸留水及び自然水）   

滅菌蒸留水及び自然水（河川水、埼玉、PH7．4）に14C－メタラキシルMを5・Omg几   

となるように添加し、25±1及び2℃で最長14日間、キセノンアークランプ照射（光  
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強度：36．5W／m2、測定波長：300～400nm、または光強度401W／m2、測定波長：  

300～800nm）する水中光分解試験が実施された。   

滅菌蒸留水における光分解は緩慢であり、推定半減期は207日（東京の春期太陽  

光換算で971日）であった。自然水中では比較的速やかに分解し、推定半減期は、  

6．7日（東京の春期太陽光換算で31．4日）であった。いずれにおいてもClは検出  

限界未満（＜0．01トLg／mL）であった。暗所対照区での分解は認められなかった。（参  

照8）  

③ メタラキシル（緩衝液）   

pH7の滅菌緩衝液（組成不明）に14C－メタラキシルを9．6mg几となるように添   

加し、31′±7．9℃で28日間、北緯41度46分における6～7月の太陽光を照射（光   

強度：2～75W／m2）する水中光分解試験が実施された。  

試験終了時において、照射区では83．8％TARがメタラキシルとして存在していた。   

暗所対照区でも88．2％TARがメタラキシルとして認められ、光分解はわずかであっ   

たと考えられた。主要分解物としては、Clが最高で5，4～6．0％TAR認められた。   

推定半減期は約263日（東京、春の太陽光換算では約763日）であった。（参照9）  

④ メタラキシル（自然水）   

滅菌自然水（池水、スイス、pH8．1）に14C－メタラキシルを0．647mg几となる   

ように添加し、約25℃で最長15日間、キセノンアークランプ照射（光強度：48．O   

W／m2、測定波長：300～400nm）する水中光分解試験が実施された。  

照射区及び暗所対照区ともに、メタラキシルの分解はほとんど認められなかった。   

同定された分解物はClのみであり、照射区で最大2．5％TAR、暗所対照区で最大   

3．4％TAR認められた。14CO2の発生は0．3％TAR以下であった。  

メタラキシル及びClの鏡像異性体の比は、ほぼ一定（1：1）であった。15日間   

の観察では、メタラキシルは滅菌自然水中で光に対して安定であり、鏡像異性体の   

選択的な分解は観察されなかった。（参照9）  
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5．土壌残留試験   

火山灰土・軽埴土（茨城）及び沖積土・埴壌土（高知）を用いて、メタラキシルM、   

メタラキシル及び分解物Clを分析対象化合物とした土壌残留試験（容器内及び圃場、   

畑地状態）が実施された。結果は表12に示されている。（参照8）  

表12 土壌残留試験成績（推定半減期）  

メタラキシルM  メタラキシル  

試験   土壌  
推群涙期（日）  推糊（日）  

濃度※  親†拾物  濃度※  親†蛤物  
親†蛤物  

＋Cl  親†ヒ合物   ＋Cl   

容器内  約30   約72   約23   約55  

試験   沖積土・埴壌土  
2．5mg此g  5．Omg／kg  

約42   約120  約50  約135   

圃場  約12   約13   約10   約10  
試験   2．Okgai几a  

沖積土・埴壌土  
4．Okga∽1a  

約9   約12  約6   約20   

※：容器内試験では純品こ 圃場試験では1．0または2，0％粒剤を使用  

6．作物残留試験   

果実及び野菜を用いて、メタラキシルM及びメタラキシルを分析対象化合物とし   

た作物残留試験が実施された。   

結果は別紙3に示されている。 メタラキシルMの最大残留値は、最終散布3日後   

に収穫したねぎで認められた0．20mg／kgであり、メタラキシルの最大残留値は、最   

終散布23日後に収穫したみょうがで認められた1．19mg／kgであった。（参照8）  

7．一般薬理試験   

メタラキシルM及びメタラキシルのマウス、ラット、モルモット及びウサギを用い   

た一般薬理試験が実施された。結果は表13に示されている。（参照8）  
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表13 一般薬理試験概要（メタラキシルM及びメタラキシル）  

メタラキシルM  メタラキシル  

試験の種類  
動物種  動物数 匹／群  投与量 （mg茂g体重） （投与経路）★  

最大  最小  最大  最小  
無作用量  結果の概要  無作用量  結果の概要   

（mg／kg体重）  （mg／kg体重）  

300mg／kg体重：自発運動低下  
300mg／kg体重：自発運動低下  

1，000mg旋g体重：警戒性、受  
1，000皿g／kg体重：警戒性、受  

動性、身づくろい、運動性減少、  
動性、身づくろい、運動性減少、  

一般状態   
0、30、100、   接触刺激反応及び痺痛反応低  

ICR  雄 3  
（Irwin法）  マウス  

100   
300     接触刺激反応及び痺痛反応低  100   

300  下、運動協調障害、筋緊張度及  
（経口）  

び握力低下、反射抑制、正向反  
び握力低下、反射抑制、正向反  

射消失、散瞳、閉眼、体温低下  
射消失、散瞳、開眼、呼吸異常、  

中  等、24時間後に1例死亡  
体温低下等  

枢  死亡例なし  

神  300mg瓜g体重：対照群より約   300mg此g体重：対照群より約   

経  （ヘキリバルヒヤタール  ICR  雄 8  0、100、   100   
1，8倍の延長  

100   
2．0倍の延長   

系  誘発睡眠）   
マウス  300  

（笹口）  

300  
1，000mg／kg体重：対照群より  

約4．2倍の延長、2例死亡  約4．6倍の延長、2例死亡  

痙攣誘発  ICR マウス  雄10  0、100、 300、1，000  1，000  影響なし   1，000  
（電撃痙攣）  

影響なし  

（経口）  

0、100、  

正常体温  Wistar ラット   雄 6   300、1，000  1，000  影響なし   300   
投与30分後から6時間後まで  

（経口）  

1，000   体温上昇   

自  3×10■7、  

律  
Hartley   3×10－6、   

3×10▲6   
ACh、His及びバリウムによる   ACh、His及びバリウムによる  

神  摘出回腸  
4標本  g／mL   3×10－5     十   

経  g／mL  3×10▲5    3×10■6  g／mL   
系  （血Ⅵ－ゎ・∂  
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呼吸数  100mg／kg体重：投与前と比較  
循  

血圧   日本   0 30   
100mg／kg体重：投与前と比較   して血圧低下、心拍数減少及び   

環   雄 4  3   
呼吸数増加、1例死亡  

暑旨    心電図  100  30   

ウサギ  （十二指腸内）  

100  
300mg／kg体重：投与前と比較  

系   
300mg／kg体重：4例死亡  して血圧低下、心拍数減少及び  

呼吸数増加、1例死亡   
3×10■7、  

摘出  
WistaI・  

3×10－6、  

格  
ラット   

4標本  3×10‘5  
3×10■5  

影響なし  
3×10■5  

g／mL  g／mL  
影響なし   

筋  g／mL  
（ノ七万加カ  

消  
0、100、  300mg／kg体重：対照群より  300mg／kg体重：対照群より  

化   腸管   ICR  雄 8   300、1，000  100   
49％抑制   

100   
49％抑制   

器  マウス  
（経口）  

3bo  300  
1，000mg皮g体重：7例死亡、1  

系   2例は、対照群より70％の抑制  例は、対照群より80％の抑制   

0、100、  

雄6   300、1，000  300   
APTT延長  

血 液  血液凝固  Wista∫ ラット  
1，000 1，000   PTに影響なし   APTT及びPTに．影響なし   

（経口）  

★：血血の試験を除き、溶媒として0．5％CMC水溶液を用いた。  

－：最小作用量は設定できなかった。  
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8．急性毒性試験  

（1）メタラキシルM原体  

メタラキシルMを用いた急性毒性試験が実施された。結果は表14に示されてい  

る。（参照8、10、17）  

表14 急性毒性試験結果概要（メタラキシルM原体）  

投与  
動物種   

LD50（mg／kg体重）  

経路  雄   雌   
観察された症状  

立毛、異常姿勢、呼吸困莫臥自発運動低下、痙攣ま  

SDラット  
たは強直性痙攣、異常発声、呼吸音及びチアノーゼ、  

雌雄各5匹   
953   375    振戦（雄）または過敏性（雌）、歩行失調  

雄：1，000mg此g体重以上、雌：500mg／kg体重以  

経口  上で死亡例あり  

腹臥、横臥、呼吸困難、自発運動低下、痙攣、振戦、  

TifMAGマウス  ＞1，000   500～   強直性痙攣、円背位、立毛、歩行失調  

雌雄各5匹  1，000  雄：1，000mg／kg体重、雌：500mg此g体重以上で  

死亡例あり   

SDラット  
経皮  

雌雄各5匹   
＞2，000   ＞2，000  症状及び死亡例なし   

LC50（mg几）  暴露中及び暴露終了食後：軽度の浅呼吸、不穏、軽  
微な呼吸数減少、円背位及び運動失調  

Wistarラット  
吸入  

雌雄各5匹  ＞2．29   
観察期間中（14日間）：被毛の脂性黄色化及び右前  

肢の脱毛（雌1例）  

死亡例なし  

（2）メタラキシル原体  

メタラキシルを用いた急性毒性試験が実施された。結果は表15に示されている。   

（参照9）  

表15 急性毒性試験結果概要（メタラキシル原体）  

投与  
動物種   

LD50（mg此g体重）  

経路  雄   雌   
観察された症状  

全投与群で沈静化、呼吸困難、眼球突出、琴曲姿  

勢あるいは腹臥位、強直性間代性筋痙攣及び粗毛  

SDラット   2，150mg／kg体重で雌雄全例、1，290mg／kg体重で  
経口  

雌雄各5匹  
669   669           雌雄各4例、1，000mg此g体重で雄2例、雌5例、775  

mg／kg体重で雄2例、雌5例、464mg／kg体重で雄3  

例が死亡  

自発運動低下、うずくまり、振戦、流延、流涙、間代  

SDラット   
1，880   1，080  

性痘攣及び腹臥位姿勢  

雌雄各10匹  雄：1，300mg／kg体重以上、雌：900mg／kg体重  

以上で死亡例あり   
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仝投与群で沈静化、呼吸困難、眼球突出、琴曲姿  

勢あるいは腹臥位、粗毛、高用量群では強直性間  

T鱈MAGマウス   
788   

代性筋痩攣  

雌雄各5匹  788           2，150mg瓜g体重で雌雄全例、1，000mg／kg体重で  
雄2例、雌4例、600mg／kg体重で雄4例、464mg／kg  

体重で雌1例が死亡  

ICRマウス  
自発運動低下、よろめき歩行、腹臥または横臥位  

雌雄各10匹   
818   835   姿勢、挙尾反応及び間代性痙攣  

雌雄とも600mかkg体重以上で死亡例あり   

SDラッ，ト  

雌雄各3匹   
＞3，100   ＞3，100  症状及び死亡例なし  

経皮  
SDラット  

雌雄各10匹   
＞5，000   ＞5，000  症状及び死亡例なし   

自発運動低下、うずくまり、振戦、流竜延、流涙、  

SDラット   
259   

間代性痙攣及び腹臥位姿勢  

雌雄各10匹  210          雄：208mg此g体重以上、雌：174mg／kg体重以  
腹腔内  上で死亡例あり  

ICRマウス  
自発運動低下、よろめき歩行、挙尾反応、間代性  

雌雄各10匹   
450   470   痙撃、腹臥または横臥位姿勢  

雌雄とも403mg此g体重以上で死亡例あり   

自発運動低下、うずくまり、振戦、流挺、流涙、  

SDラット   
1，110   

間代性痙攣及び腹臥位姿勢  

雌雄各10匹  427          雄：864mgnig体重以上、雌：417mg／kg体重以  
皮下  上で死亡例あり  

ICRマウス  
自発運動低下、よろめき歩行、うずくまり、腹臥位  

雌雄各10匹   
540   490   姿勢、挙尾反応及び間代性痙攣  

雌雄とも460mg此g体重以上で死亡例あり   

SDラット  
LC50（mg瓜）  立毛、うずくまり、呼吸困難及び自発運動量低下  

吸入  
雌雄各5匹  ＞3．6   ＞3．6   

が観察されたが、暴露後3日以内に回復  

死亡例なし  

（3）代謝物  

メタラキシルM及びメタラキシルの代謝物B、Cl、D、E及びJを用いた急性   

毒性試験が実施された。結果は表16に示されている。（参照8）  

表16 急性毒性試験結果概要（代謝物）  

被験  投与  
動物種   

LD50（mg／kg体重）  

物質  経路  雄   雌   
観察された症状  

B   経口   
ICRマウス  1，000～  自発運動低下、鎮静及び呼吸困難  

雄5匹   2，000  2，000mg此g体重で死亡例あり   

経口   
SDラット  

＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例なし  
Cl  

雌雄各5匹  

SDラット  
経皮 

雌雄各5匹   
＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例なし   

D   経口   
ICRマウス   

＞2，000  
自発運動低下  

雄5匹  1，000mg此g体重以上で死亡例あり   
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ICRマウス  1，000～  
自発運動低下、鎮静、呼吸困難及び振  

E   経口  
雄5匹  2，000  

戦  

2，000mg／kg体重で死亡例あり   

SDラット   立毛、円背位及び呼吸困難  
経口  

雌雄各5匹  
＞2，000  ＞2，000          死亡例なし  

J  
SDラット   適用部位に軽度の紅斑  

経皮  
雌雄各5匹  

＞2，000  ＞2，000        死亡例なし   

（4）原体混在物  

メタラキシルMの原体混在物［2］、［5］、［8］、［9】、［10］及び【12】を用いた急性毒性   

試験が実施された。結果は表17に示されている。（参照8）  

表17 急性経口毒性試験結果概要（原体混在物）  

被験  
動物種   

LD50（mg／kg体重）  

物質  雄   雌   
観察された症状  

［2】   

SDラット  

雌5匹  
＞2，000  円背位、死亡例なし   

眼球突出、呼吸困難、自発運動低下、痙攣、  

強直性痙攣、チアノーゼ、開口障害、運動失  

［5】   

SDラット  500～  500～  

雌雄各5匹  1，000  
調、強直性間代性痙攣、振戦、腹臥位、異常  

1，000     発声、立毛及び円背位  
雌雄とも1，000mg／kg体重で死亡例あり   

［81   
SDラット  

雌5匹  
＞2，000 ′  症状及び死亡例なし   

痙攣、異常呼吸音、運動失調、強直性痙攣、  

Wistarラット  
自発運動低下、横臥位、腹臥位、流延、振戦、  

【9j  

雌雄各5匹   
＞】，000   ＞1，000    呼吸困難及び円背位  

雄：1，000mg／kg体重、雌：600mg／kg体重  

以上で死亡例あり  

自発運動低下、筋線維束性収縮、筋緊張度の  

低下もしくは克進、横臥位、体表温低下、呼  

Wistarラット   1，800～   200′、    吸困難、立毛、円背位、眼瞼下垂、運動失調、   
［10］   

雌雄各5匹   2，000   1，000  腹臥位、流主延及び痙攣  

雄：2，000mg／kg体重、雌：1，000mg此g体  

重以上で死亡例あり   

Wistarラット  
［12】  

雌雄各5匹   
＞2，000   ＞2，000  症状及び死亡例なし   

★：【5はメタラキシルM固有の原体混在物、他はメタラキシルと共通の原体混在物。  
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9．眼・皮膚l＝対する刺激性及び皮膚感作性試験  

（1）メタラキシルM  

NZWウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。眼に対し   

て刺激性が認められたが、皮膚に対する刺激性は認められなかった。  

PirbrightWhteモルモットを用いた皮膚感作性試験（Magnusson＆Kligman   

のMaximization法）及びHartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（Closed   

Patch法）が実施された。いずれの試験においても、皮膚感作性は陰性であった。  

（参照8、10）  

（2）メタラキシル  

ロシアンウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。眼に対   

して極めて軽度の刺激性、皮膚に対して軽度の刺激性が認められた。  

PirbrightWhteモルモットを用いた皮膚感作性試験（MaurerらのOptimization   

法）が実施された。陽性率が35％であったことから、皮膚感作性を有する可能性が   

あると考えられた。（参照9）  

10．亜急性毒性試験  

（1）28日間畢急性毒性試験（ラット、メタラキシルMとメタラキシルの比較試験）  

SDラット（一群雌雄各5匹）を用いたメタラキシルMまたはメタラキシルの強   

制経口（原体：各検体0、10、50、150及び300mg／kg体重／日）投与による28日   

間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表18に示されている。  

メタラキシルM投与群の初回投与後2時間以内に、150mg肱g体重／日以上投与   

群の全例に自発運動の低下が認められ、300mg／kg体重／日投与群の雌2例は虚脱に   

陥った。しかし、投与2日目以降の投与後及びメタラキシル投与群には、 

及び行動に異常は認められなかった。  

本試験において、メタラキシルMでは、150mg瓜g体重／日以上投与群の雌雄で   

自発運動低下等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも50mg／kg体重／日であ   

ると考えられた。メタラキシルについては、300mg／kg体重／日投与群の雄で肝絶対   

及び比重量2増加等、150mg肱g体重／日以上投与群の雌で牌髄外造血克進等が認め   

られたことから、無毒性量は雄で150mg／kg体重／目、雌で50mg此g体重／日であ   
ると考えられた。また、本試験において、メタラキシルM及びメタラキシルは同様   

の毒性プロフィールを示した。（参照8、10、17）  
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2体重比重量を比重量という（以下同じ）。  
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表18 28日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   
メタラキシルM  メタラキシ′レ 

雄   雌   雄   雌   

300mg／kg体重／目   ・飲水量低下   ・TP及びGlob増加  ・飲水量増加   ・飲水量増加  

・ナトリウム及びUre  ・A／G比低下   ・Ure低下   ・Alb増加  

低下、クロ∴ル増  ・肝絶対及び比重量増  ・肝絶対及び比重量  

加   加  増加  

・小葉中心性肝細胞  ・小葉中心性肝細胞肥  ・小葉中心性肝細胞  

肥大   大の程度増強  肥大   

150mg／kg体重／目以上  ・自発運動低下   ・自発運動低下   150mg／kg体重／日   ・TP及びGlob増加  
・小葉中心性肝細胞肥  ・A／G比低下  

大   ・牌髄外造血冗進   

50mg／kg体重／目以下  毒性所見なし   毒性所見なし  毒性所見なし   

（2）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

① メタラキシルM  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いたメタラキシルMの混餌（原体：0、25、   

50、250、625及び1，250ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。   

なお、対照群及び1，250ppm投与群については、4週間の回復群を設けた。  

病理組織学的検査において、625ppm以上投与群の雄で肝細胞内封入体が認めら   

れた。この封入体は、小葉周辺性肝細胞肥大を伴い、輪状または渦巻状を呈した好   

酸性小体として′」、葉周辺性肝細胞の細胞質内に観察された。また、625ppm以上投   

与群の雌で肝細胞肥大の発生頻度増加が認められた。これらの変化は、回復期間終   

了時には観察されなかったことから可逆性の変化と考えられた。  

本試験において、625ppm以上投与群の雄で肝細胞内封入体、雌で肝細胞肥大が   

認められたことから、無毒性量は雌雄とも250ppm（雄：16．8mg／kg体重／日、雌：  

17．9mg此g体重／日）であると考えられた。（参照8、17）  

② メタラキシル（i）  

SDラット（一群雌雄各20匹）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、50、250   

及び1，250ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。なお、対照群   

及び1，250ppm投与群は雌雄各25匹とし、うち各5匹は4週間の回復試験に用い   

た。   

1，250ppm投与群の雄で体重増加抑制及び摂餌量低下、250ppm以上投与群の雌   

で軽度の肝細胞肥大が認められた。肝細胞肥大は、1，250ppm投与群の回復試験中   

には認められなかった。   

本試験における無毒性量は、雄で250ppm（16．2mg耽g体重／目）、雌で50ppm   

（3．5mg／kg体重／目）であると考えられた。（参照9）  

③ メタラキシル（ii）  

SDラット（一群雌雄各20匹）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、10、50、  
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250及び1，250ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。   

50ppm以上投与群の雄で副腎絶対、比重量及び対脳重量比の増加が認められた  

が、雌ではみられていないこと、また、血液生化学的検査及び病理組織学的検査に  

おいて関連した所見が得られていないことから、雄でみられた副腎重量増加には毒  

性学的意義がないと考えられた。   

本試験において、雌雄ともに毒性所見は認められなかったことから、無毒性量は  

雌雄とも本試験の最高用量1，250ppm（雄：71．8mg／kg体重／日、雌：73．9mg此g  

体重／日）であると考えられた。（参照9）  

④ メタラキシル（iii）   

SDラット（一群雌雄各20画）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、50、250、  

1，250及び9，380ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表19に示されている。   

本試験において、1，250ppm以上投与群の雌雄で肝比重量増加等が認められたこ   

とから、無毒性量は雌雄とも250ppm（雄：15．6mg／kg体重／日、雌：17．5mg此g   

体重／日）であると考えられた。（参照9）  

表19 90日間亜急性毒性試験（ラット、メタラキシル）（iii）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

9，380ppm   ・体重増加抑制、食餌効率低下   ・摂餌量低下  

・Ht及びHb減少   ・RBC及びHt低下  

・AノG比低下   ・A／G比、TP及びAlb低下  
・T．Chol及びカリウム増加   ・Glu及びTChol増加  

・肝絶対重量増加   ・肝絶対重量増加   

1，250ppm以上  ・肝比重量増加   ・体重増加抑制、食餌効率低下  

・肝比重量増加   

250ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）90日間亜急性毒性試験（イヌ、メタラキシル…）  

ビーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたメタラキシルMの混餌（原体：0、50、  

125、250及び1，250ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

本試験において、1，250ppm投与群の雌雄でALP増加ならびに肝絶対及び比重   

量増加が認められたことから、無毒性量は雌雄とも250ppm（雄：7．25mg／kg体   

重／日、雌：7．93mg此g体重／日）であると考えられた。（参照8、10、17）  

（4）90日間亜急性神経毒性試験（ラット、メタラキシルM）  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いたメタラキシルMの混餌（原体：0、   

50、250及び1，250ppm）投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。   

1，250ppm投与群の雌で体重増加抑制及び摂餌量低下が認められた。1，250ppm  

31  

∴y   



投与群の雄で脳絶対重量が低値であったが、病理組織学的検査で脳に投与と関連し  

た所見がみられなかったことから、毒性学的意義はないと考えられた。   

詳細な症状観察及び機能観察総合検査（FOB）において、検体投与に関連した影  

響は認められなかった。また、1，250ppm投与群の雌雄において、 投与に関連した  

神経病理学的変化が認められなかったことから、250ppm以下投与群の神経病理組  

織学的検挙は実施されなかった。   

本試験において、雄では毒性所見が認められず、雌では1，250ppm投与群で体重  

増加抑制及び摂餌量低下が認められたことから、無毒性量は雄で本試験の最高用量  

1，250ppm（96．2mg／kg体重／日）、雌で250ppm（21．4mg／kg体重／日）であると  

考えられた。神経毒性は認められなかった。（参照8）  

（5）6カ月間亜急性毒性試験（イヌ、メタラキシル）  

ビーグル犬（一群雌雄各6匹）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、50、250   

及び1，000ppm）投与による6カ月間亜急性毒性試験が実施された。なお、対照群   

と1，000ppm投与群の各2例には、1カ月間の回復期間を設けた。   

1，000ppm投与群の雌雄でAIJP増加、雌で肝対脳重量比増加が認められたこと   

から、本試験における無毒性量は雌雄とも250ppm（雄：7．80mg／kg体重／日、雌：   

7．41mg此g体重／日）であると考えられた。（参照9、10、12、17、18）  

（6）28日間亜急性経皮毒性試験（ラット、メタラキシルM）  

SDラット（一群雌雄各5匹）を用いたメタラキシルMの経皮（原体：0、50、   

250及び1，000mg／kg体重／日）投与による28日間亜急性経皮毒性試験が実施され   

た。   

1，000Ing此g体重／日投与群の雄で統計学的有意差のない体重増加抑制がみられた。   

また、同群の雄で牌絶対重量低下及び肝比重量増加、雌で肝比重量増加が認められ   

たが、剖検あるいは病理組織学的所見は認められなかった。  

本試験における無毒性量は、雌雄とも本試験の最高用量1，000mg／kg体重／日であ   

ると考えられた。（参照8、10）  

（7）28日間亜急性毒性試験（ラット、代謝物Cl）  

SDラット（一群雌雄各5匹）を用いた代謝物Clの強制経口（代謝物Cl：0、  

10、50、200及び1，000mg／kg体重／日、0．5％CMC・0．1％Tween80水溶液に懸濁）   

投与による28日間亜急性毒性試験が実施された。なお、対照群、200及び1，000   

mg／kg体重／日投与群については、28日間の回復試験群を設けた。  

対照群の雄2例、10mg／kg体重／日投与群の雌1例が試験5日に死亡したが、検   

体投与との関連はみられなかった。   

1，000mg／kg体重／日投与群の雄で肝比重量の軽度な増加、50及び1，000mg此g   

体重／日投与群の雌で肝比重量の増加傾向がみられ、50mg此g体重／日投与群の雌、  

32   



200及び1；000mg／kg体重／日投与群の雄雌で軽度な肝細胞肥大が認められたが、い  

ずれも28日間の回復期間中に回復し、可逆的な変化であった。   

本試験において、毒性所見は認められなかったことから、Clの無毒性量は雌雄  

とも本試験の最高用量1，000mg／kg体重／日であると考えられた。（参照8、10）  

（8）28日間亜急性毒性試験（ラット、代謝物」）  

SDラット（一群雌雄各5匹）を用いた代謝物Jの強制経口（代謝物J：0、10、   

50、200及び1，000mg此g体重／日、0．5％CMC・0．1％Tween80水溶液に懸濁）投   

与による28日間亜急性毒性試験が実施された。なお、対照群、200及び1，000mg此g   

体重／日投与群については、28日間の回復試験群を設けた。  

200mg／kg体重／日投与群において、雄1例及び雌2例が死亡したが、病理組織学   

的所見から、検体投与時の投与ミスによるものと考えられた。   

1，000mg／kg体重／日投与群の雄でGlu及びカリウムがやや高い平均値を示したが、   

回復試験終了時までには対照群とほぼ同等の値となった。  

本試験において、毒性所見は認められなかったことから、無毒性量はl雌雄とも本   

試験の最高用量1，000mg／kg体重／日であると考えられた。（参照8、10）  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）2年間慢性毒性試験（イヌ、メタラキシル）  

ピーグル犬（一群雌雄各6匹）を用いたメタラキシルのカプセル経口（原体：0、   

0．8、8．0、80mg／kg体重／日）投与に妄る2年間慢性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表20に示されている。  

80mg瓜g体重／目投与群の雌雄各4匹において、投与10～30分後に一過性の強   

直性痘攣及び流竜延が観察された。これらの動物のうち雌雄各2匹が投与20～52週   

の間に死亡した。8及び0．8mg／kg体重／日投与群では、．このような症状や死亡及び   

切迫と殺例はなかった。  

80mg／kg体重／日投与群の雌雄では、肝臓に軽度の局所性炎症反応、結合織増生、   

色素沈着などが散見されたが、いずれも有意な増加ではなかった。なお、貧血を示   

唆する血液学的所見は、急性暴露とは関連性がなく、長期暴露後にのみ観察された。  

本試験において、80mg／kg体重／日投与群の雌雄で強直性痙撃及び流誕を伴う死   

亡等が認められたことから、無毒性量は雌雄ともに8．Omg／kg体重／日であると考え  
られた。（参照8～10、17）  

33   



表20 2年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

80mg此g体重／日  ・強直性痙攣及び流竜延（うち2例死  ・強直性痙攣及び流誕（うち2例  

亡）   死亡）  

・Ht、Hb及びRBC低下   ・Ht、Hb及びRBC低下  

・ALP、Au、Alb、TP、A／G比、  ・ALP、ALr、Alb、TP、A／G比、  
及びカルシウム増加、Glob低下  及びカルシウム増加、Glob低下  

・肝及び腎絶対及び比重量増加   ・肝比重量増加   

8．Omg／kg体重／目   毒性所見なし   

以下   

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット、メタラキシル）  

SDラット（一群雌雄各80匹）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、50、250   

及び1，250ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

250ppm以上投与群の雌で肝細胞脂肪化、1，250ppm投与群の雌で肝比重量増加   

が認められた。雄では、毒性所見は認められなかった。  

腫瘍性病変には、検体投与の影響は認められなかった。  

本試験において、雄では毒性所見が認められず、250ppm以上投与群の雌で肝細   

胞脂肪化が認められたことから、無毒性量は雄で本試験の最高用量1，250ppm（46．6   

mg／kg体重／日）、雌で50ppm（雌：2．2mg／kg体重／日）であると考えられた。発   

がん性は認められなかった。（参照8、9、17）  

（3）2年間発がん性試験（マウス、メタラキシル）   

ICISwissマウス（一群雌雄各60匹）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、   

50、250及び1，250ppm）投与による2年間発がん性試験が実施された。  

死亡率は、投与78週時までは各群とも50％以下であったが、投与104週時では   

0、50、250及び1，250ppm投与群について雄で92、90、90及び83％、雌で87、   

87、92及び90％であった。死因の主なものとしては、悪性リンパ腫、加齢による   

腎障害が考えられた。   

1，250ppm投与群の雄で体重増加抑制及び食餌効率低下が認められた。雌では、   

毒性所見は認められなかった。また、雌雄とも、腫瘍性病変に検体投与の影響は認   

められなかった。  

本試験における無毒性量は、雄で250ppm（22．8mg／kg体重／日）、雌で本試験の   

最高用量1，250ppm（132mg此g体重／日）であると考えられた。発がん性は認めら   

れなかった。（参照8～10、17）  

12．生殖発生毒性試験  

（1）3世代繁殖試験（ラット、メタラキシル）  

SDラット（一群雌雄各25匹）を用いたメタラキシルの混餌（原体：0、50、250  
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及び1，250ppm）投与による3世代繁殖試験が実施された。なお、親動物のP世代  

及びFl世代雌については、一部（10～15匹）を妊娠20日目にと殺し、得られた  

胎児（FIC及びF2B）の催奇形性についても検討された。   

親動物において、1，250ppm投与群のFl世代雄で体重増加抑制が認められたが、  

F2世代では認められなかったことから検体投与の影響ではないと考えられた。児動  

物でも検体投与の影響は認められなかった。   

本試験において、親動物、児動物ともに毒性所見は認められなかったことから、  

無毒性量は親動物及び児動吻で本試験の最高用量1，250ppm（P雄：77．6mg此g体  

重／日、P雌：92，9mg／kg体重／日、Fl雄：106mg／kg体重／日、Fl雌：127mg／kg  

体重／日、F2雄：99．2′mg／kg体重／日、F2雌：124mg／kg体重／目）であると考えら  

れた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照8～10、12、17）  

（2）発生毒性試験（ラット）  

（D メタラキシル…  

SDラット（一群雌24匹）の妊娠6～15日にメタラキシルMを強制経口（原体：   

0、10、50及び250mg／kg体重／日、0．5％CMCに懸濁）投与して発生毒性試験が実   

施された。  

母動物では、250mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制及び摂餌量低下が認められ   

た。  

胎児では、検体投与に関連した所見は認められなかった。250mg此g体重／日投与   

群で第1中足骨及び第5指末節骨の未骨化の発生頻度が有意に増加したが、背景デ   

ータの範囲内（第1中足骨：胎児発現率23．6％に対し、背景データは0．6～25．9％、腹   

発現率45．5％に対し、4．5～66．7％、末節骨：胎児発現率3．1％に対し、0～3．6％、腹発現   

率13．6％に対し、0…16．7％）であったことから、検体が特異的な奇形を誘発すること   

を示すものではないと考えられた。  

本試験において、母動物では250mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制及び摂餌   

量低下が認められ、胎児では毒性所見が認められなかったことから、無毒性量は母   

動物で50mg／kg体重／日、胎児で本試験の最高用量250mg／kg体重／日であると考   

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照8、10）  

② メタラキシル   

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6～15日にメタラキシルを強制経口（原体：0、   

20、60及び120mg此g体重／目、2％CMCに懸濁）投与して発生毒性試験が実施さ   

れた。   

母動物では、120mg／kg体重／日投与群で軽度の嗜眠、体重増加抑制及び摂餌量低   

下が認められた。60mg／kg体重／日投与群でも体重増加抑制が認められたが、この   

群では検体投与開始前から体重が低かったため、検体投与による影響とは考えられ   

なかった。  
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胎児では、検体投与の影響は認められなかった。   

本試験において、母動物では120mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制等が認め  

られ、胎児では毒性所見が認められなかったことから、無毒性量は母動物で60  

mg／kg体重／日、胎児で本試験の最高用量120mg／kg体重／目であると考えられた。  

催奇形性は認められなかった。（参照9）  

③ メタラキシル（追加試験）  

先のラットを用いた発生毒性試験［12．（2）②］よりも高い用量における催奇形性   

の有無を検討するため、SDラット（一群雌27匹、最高用量群は38匹）の妊娠6   

～15日にメタラキシルを強制経口（原体：0、50、250及び400mg／kg体重／日3、  

1％CMCに懸濁）投与して発生毒性試験が実施された。   

母動物では、250mg／kg体重／日以上投与群で鎮静、疫攣、正向反射の消失、活動   

性低下、死亡及び体重増加抑制が認められ、いずれも統計学的有意差は認められな   

かったが、検体投与の影響と考えられた。   

胎児では、250mg／kg体重／日以上投与群で骨化遅延を示す胎児数の増加が認めら   

れ、検体投与との関連が示唆された。  

本試験において、250mg／kg体重／日以上投与群の母動物で死亡及び体重増加抑制   

等、胎児で骨化遅延を示す胎児数の増加が認められたことから、無毒性量は母動物   

及び胎児で50mg／kg体重／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参   

照9、12、17）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

（D メタラキシル   

ノ チンチラウサギ（一群雌20匹）の妊娠6～18日にメタラキシルを強制経口（原   

体：0、5、10及び20mg／kg体重／日、2％CMCに懸濁）投与して発生毒性試験が   

実施された。  

本試験において、母動物、胎児ともに毒性所見は認められなかったことから、無   

毒性量は母動物及び胎児で本試験の最高用量20mg此g体重／日であると考えられた。   

催奇形性は認められなかった。（参照8、9）  

② メタラキシル（追加試験）   

先のウサギを用いた発生毒性試験［12．（3）①］より高い投与量における催奇形性   

の有無を検討するため、DutchBeltedウサギ（一群雌18匹）の妊娠7～19日にメ   

タラキシルを強制経口（原体：0、30、150及び300mg／kg体重／日、1％CMCに懸   

濁）投与して発生毒性試験が実施された。  

3最高用量は試験開始時には575mg／kg体重／日であったが、母動物に死亡が認められ、次に500mg／kg   

体重／日に投与量を下げたものの、この用量でも死亡が認められた。よって、最終的には、最高用量を   

400mg／kg体重／目とした。  
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母動物では、300mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制及び摂餌量低下が認められ  

たム 胎児では、検体投与の影響はみられなかった。   

本試験において、母動物では300mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制及び摂餌  

量低下が認められ、胎児では毒性所見が認められなかったことから、無毒性量は母  

動物で150mg此g体重／日、胎児で本試験の最高用量300mg／kg体重／日であると考  

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照8～10、12）  

13．遺伝毒性試験  

（1）メタラキシル川原体  

メタラキシルMの細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター卵巣   

由来培養細胞（CHO）を用いた染色体異常試験、ラット肝初代培養細胞を用いた不   

定期DNA合成（UI）S）試験及びマウスを用いた小核試験が実施された。  

試験結果は表21に示されており、すべて陰性であったことから、メタラキシル   

Mに遺伝毒性はないと考えられた。（参照8、10、17）  

表21遺伝毒性試験概要（メタラキシル川原体）  

試験  対象 処理濃度・投与量   結果   

血血   励血0〟e肋¢p丘血u乃■Ⅳ皿  

復帰突然  
（m98、mlOO、mlO2、  

TA1535、TA1537株）  313～5，000帽／プレート（1十S9）   陰性  

変異試験     属如血野元血bα通  

（WP2〟佗A株）  

①15．9～2，030pg／mL（＋／－S9）  

染色体   チャイニーズハムスター   ②63．4～2，030ドg／mL（－S9）   

異常試験  卵巣由来培養細胞（CHO）   127～2，030膵／mL（＋S9）  
陰性  

③15．9～2，030膵／mL（＋／－S9）  

UDS試験  ラット肝初代培養細胞   4．88～625トLg／mL   陰性   

ムロ1月l′P   雄：200、400、800mg／kg体重（24時間）  

500mg耽g体重（48時間）  

小核試験  ICRマウス（骨髄細胞） （一群雌雄各5匹）  
雌：125、250mg／kg体重（24時間）  陰性   

500mg／kg体重（24及び48時間）  

（すべて単回経口投与）  

＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

（2）メタラキシル原体  

メタラキシルの細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、チャイニー   

ズハムスター肺線椎芽細胞（CHL／IU）を用いた染色体異常試験、ハムスター及び   

マウスを用いた小核試験が実施された。  

試験結果は表22に示されており、すべて陰性であったことから、メタラキシル   

に遺伝毒性はないと考えられた。（参照9）  
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表22 遺伝毒性試験概要（メタラキシル原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

元Ⅲ■加  DNA  励c∠〟uββ打∂血豆  

修復試験（D   （H17、M45株）   
20～5，000膵／ディスク（－S9）   陰性  

DNA  且β混血厄  

修復試験②   （H17、M45株）   
10～5，000いg／ディスク（＋／－S9）   陰性  

且わp力血血皿  

復帰突然  （m98、mlOO、m1535、 m1537 
変異試験（p    、m1538株）  

陰性  

且α通■（WP2カcr株）   

ぶわpA血はわuⅢ  

復帰突然  （m98、mlOO、m1535、 m1537 
変異試験②    、m1538株）  

陰性  

且c〔滋（WP2ムα・株）   

ぶ¢p血血〃刀－〟皿  

復帰突然  （m98、mlOO、TA1535、  

変異試験（卦    m1537、m1538株）  
10～5，000膵／プレート（十トS9）  陰性  

且α妨（WP2月cr株）  

染色体   チャイニーズハムスター   156～625帽／mL（－S9、立4及び48時間）   

異常試験   肺線維芽細胞（CHL／ItJ）  625～2，500膵／mL（＋／一S9、6時間）   
陰性  

J刀lづI／P   チャイニーズハムスター  

小核革験①   （骨髄細胞）  
595、1，190、2，380mg／kg体重／自  

（2回経口投与）   
陰性  

（一一群雌雄各3匹）  

TirMA（ifマウス  
78．1、156、313mg／kg体重  

小核試験②   （骨髄細胞） （一群止堆雄各5匹）  
（単回経口投与）   

陰性   

＋ノーS9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

（3）代謝物  

メタラキシル及びメタラキシルMの代謝物B、Cl、D、E、H及び才の細菌を用   

いた復帰突然変異試験が実施された。この他に、B、Cl及びEの細菌を用いたDNA   

修復試験、Cl及びJのチャイニーズハムスターV79細胞またはマウスリンパ腫細   

胞を用いた突然変異試験、JのチャイニーズハムスターV79細胞を用いた染色体異   

常試験が実施された。  

結果は表23に示されているとおり、すべて陰性であった。（参照8、10）  
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表23 遺伝毒性試験概要（代謝物）  

被験物質   試験   対象   処理濃度   結果   

DNA  且β〟ム地  

修復試験  （H17、M45株）   
75′、ニ2，500llg／ディスク（－S9）   陰性 

B  
復帰突然  

変異試験   （m98、mlOO株）   
100～5，000トLg／プレート（＋トS9）   陰性   

DNA  且β〟ム肋  

修復試験  （H17、M45株）   
150～10，000トLg／ディスク（－S9）   陰性  

ぷ¢pム血血  

復帰突然  （m98、mlOO、m1535、  
10～5，000トLg／プレート（＋トS9）   変異試験①    m1537、m1538株）  陰性  

Cl  
属㌧％道（WP2王J佗A株）  

ぷ¢甲山あ血  

復帰突然  （m98、笹100、mlO2、  
313～5，000トg〝○レート（＋トS9）   変異革験②    ・m1535、m1537株）  陰性  

且00〟（WP2打佗A株）  

突然変異  チャイニーズハムスター   111～4，000ドg／mL（－S9）  

試験   V79細胞   92．6～3，000巨g／mL（＋S9）   
陰性  

ぷ如血加比正び皿  

D   
復帰突然 変異試験  

（m98、mlOO、m1535、  
156～5，000ト喝／プレート（＋／－S9）   m1537、m1538株）  陰性   

且α妨（WP21J佗A株）  

DNA  。毘β〟ム地  

修復試験  （H17、M45株）   
75～2，500トIg／ディスク（－S9）   陰性  

E  
復帰突然  
変異試験   （m98、mlOO株）   

100～5，000ドg／プレト（＋トS9）   陰性   

ぷ如丘血血  

復帰突然  （m98、mlOO、m1535、  
H   変異革験  勉1537、m1538株）  

156～5，000トLg／70レート（＋／－S9）   陰性   

且印〟（WP2ェJIワA株）  

ぷ¢pム血血皿  

復帰突然  （m98、mlOO、mlO2、  
変異試験  TA1535、m1537株）  

313～5，000トLg／プレート（十トS9）   陰性  

且α滋（WP2王J佗A株）  

突然変異  チャイニーズハムスター   37．0～1，200帽／mL（－S9）   

J  V79細胞   55・6～2，000膵／mL（＋S9）  
陰性  

突然変異  

試験   （L5178YTX＋／う   
500～2，950いg／mL（＋トS9）   陰性  

染色体  チャイニーズハネスター  

異常試験   V79細胞   
750～3，000帽／mL（＋／－S9）   陰性   

＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

（4）原体混在物  

メタラキシルMの原体混在物【2】、［5］、［軋［9】、［10］及び［12】の細菌を用いた復   

帰突然変異試験ならびに【12］のマウスリンパ腫細胞を用いた突然変異試験及びヒト   

リンパ球を用いた染色体異常試験が実施された。   

結果は表24に示されているとおり、すべて陰性であった。（参照8）  
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表24 遺伝毒性試験概要（原体混在物）  

被験物質＊  試験   対象   処理濃度   結果   

ぷ¢pム血l〟元皿  

復帰突療  

［2】   変異試験  m1535、m1537株）  
100～5，000膵／プレート（＋／一S9）   陰性   

∬（撼（WP2、WP2乙Jl々A株）  

ぶ¢pム血血u皿  

【5］   

復帰突然  

変異試験  m1535、m1537株）  
313～5，000膵げレート（＋トS9）   陰性   

且co〟（WP21Jl々A株）  

ぷ卸ム血m■び皿  

復帰突然  

［8］   変異試験  ml甲5、m1537株）  
100～5，000ドg／プレート（＋トS9）   陰性   

麒cc滋（WP2、WP2乙J佗A株）  

ぶ如力血【〃元皿  

復帰突然  

【9］   変異試験  m1535、TA1537株）  
313～5，000トg／プレート（＋／－S9）   陰性   

且cロ〟（WP2乙J竹A株）  

ぷ¢pA血m－び皿  

復帰突然  

［10］   変異試験  m1535、m1537株）  
313～5，000ドg／プレート（＋トS9）   陰性   

且の〟（WP2ヱJlワA株）  

ぷ¢p力血l〟血皿  

復帰突然  
313～5，000トg／プレート（＋／一S9）   

変異試験  m1535、m1537株）  
陰性  

且α通■（WP2乙Jl々A株）  

［12］  

試験   （L5178YTK＋／－）   
250～3，510膵／mL（＋トS9）   陰性  

染色体  
ヒトリンパ球   

125～1，500ドg／mL（－S9）  

異常試験  1，000～2，500ドg／mL（＋S9）   
陰性   

＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

☆：［5】はメタラキシルM固有の原体混在物、他はメタラキシルと共通の原体混在物。  
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14．その他の試験  

（1）ラットの肝臓における酵素誘導試験（メタラキシル）  

SDラット（，一群雄5匹）にメタラキシルを40mg／kg体重／日で7日間あるいは   

80mg此g体重／日で3または7日間連続強制経口投与、陽性対照としてフェノバル   

ビタール（PB）を80mg／kg体重／日で3日間、連続腹腔内投与し、肝薬物代謝酵素   

活性（チトクロームb5及びP450（CYP）、アミノピリンNデメチラーゼ（APDM）   

活性、クーニトロアニソール0デメチラーゼ活性、MPHチトクロームCリダク   

ターゼ活性、ダニトロフェニルUDP－グルクロニルトランスフエラーゼ活性及び   

DNCBGSN－トランスフエラーゼ活性）について検討された。  

PB投与群では、すべてゐ酵素活性が有意に上昇した。80mg／kg体重／日の3及び   

7日間投与群では、チトクロームb5活性を除くいずれの酵素活性も有意に上昇した。   

また、40mg此g体重／日の7日間投与群では、チトクロームb5及びMPHチト   

クロームCリダクターゼ活性を除くいずれの酵素活性もわずかに上昇した。（参照9、   

10）  

（2）メタラキシルの血′／加肝細胞毒性試験  

SDラット（雄）から採取した肝細胞、ミトコンドリア及びミクロゾーム分画に   

メタラキシルを0．1、1．0または10mmol（溶媒：DMSO）加えて培養し、非タン   

パクi）レフヒドリル（NPSH）、LDH、マロンジアルデヒド（MDA）及びATP含   

有量について検討された。  

メタラキシルによる影響は認められず、本試験条件下においてメタラキシルは肝   

細胞毒性を示さなかった。（参照17）  

（3）ラットの心臓に対する影響（血r／仰）  

Wistarラット（一群雄5～6匹）を用い、メタラキシル、クロニジン、フェント   

ラミン、ヨヒンビン及びプラゾシンが心臓活動に及ぼす影響について検討された。   

試験設計は表25に示されている。  

表25 ラットの心臓に対する影響試験の試験設定  

観察項目   投与化合物・投与量（いずれも単回腹腔内投与）   

①メタラキシル（0、200、250及び300mg此g体重）  

②クロニジン（2qmg／kg体重）  

心電図  
③フェントラミン（25mg／kg体重）単独投与または  

メタラキシル（250mg／kg体重）の前投与  

解析              ④ヨヒンビン（10mg／kg体重）単独投与または  

メタラキシル（250mg此g体重）の前投与  

⑤プラゾシン（5mg肱g体重）単独投与または  

メタラキシル（250mg／kg体重）の前投与   
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メタラキシルまたはクロニジンの単独投与では、投与5分後から心拍数が減少し、  

少なくとも1時間は持続した。ヨヒンビン単独投与でも、投与30～60分後から心  

拍数が減少した。フェントラミン単独投与でも軽度の心拍数減少が認められたが、  

投与60分後には投与前の値まで回復した。プラゾシン単独投与による心拍数への  

影響は認められなかった。また、①では、メタラキシル投与により用量相関的に心  

拍数が減少した。   

また、メタラキシル投与によって生じる心拍数減少は、フェントラミンまたはプ  

ラゾシンの前投与により明らかに軽減されたが、ヨヒンビン前投与では軽減されな  

かった。（参照10、17）  

（4）ラットの心臓に対する影響（／〝r／か℃）  

Wistarラット（雄）の心臓ホモジェネートにメタラキシルを4～40LlmOl（溶媒：   

DMSO）加え、室温で30分間培養後、モノアミンオキシダーゼ（MAO）活性につ   

いて検討された。  

メタラキシルにより、MAO活性は用量相関的に阻害された。（参照17）  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「メタラキシル及びメフエノキサム（メタラキシ   

ルM）」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与されたメタラキシル及びメフエ   

ノキサムはいずれも速やかに吸収、排泄された。両化合物とも、雄では糞中、雌では   

尿中への排泄がやや高かった。糞及び尿中で認められた親化合物は1．8％TAR以下と   

低く、主要代謝物はDであった。体内における総残留放射能は、両化合物とも0．16   

～0．55％TARと低かった。メタラキシル及びメフエノキサムの吸収、排泄、体内分布   

及び代謝に差は認められず、ラットにおける推定代謝経路は、メチルエステル加水分   

解、Ⅳ一脱アルキル化、メチルエーテル開裂、2－（6）・メチル酸化及びグルクロン酸抱 

体の生成と考えられた。なお、メフエノキサムの代謝物は、メタラキシルで生成する   

ラセミ代謝物のうちのD一鏡像異性体が生成していると考えられた。  

レタスにおける植物体内運命試験の結果、メタラキシル及びメフエノキサムの代謝   

物の数及び種類は同じであり、主に親化合物、C、E及びEの抱合体が認められた。  

また、鏡像異性体比は試験期間を通して安定であった。植物体内でも、メタラキシル   

及びメフエノキサムの代謝経路は同等であると考えられ、主要代謝経路は、フェニル   

基の水酸化、環メチル基の酸化、メチルエステルあるいはメチルエ」テル結合の開裂、  

」Ⅴ一脱アルキル化及び抱合体形成であると考えられた。  

各種毒性試験結果から、メタラキシル及びメフエノキサム投与による影響は主に肝   

臓に認められた。神経毒性、発がん性」繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性   

は認められなかった。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をメタラキシル及びメフエノキサ   

ム（親化合物のみ）と設定した。なお、植物体内運命試験において、代謝物E（抱合   

体を含む）・が10％TRR以上認められたが、Eは動物体内運命試験でも代謝物として   

認められ、また′、親化合物よりも毒性が低いことが示唆されたことから、暴露評価対   

象物質に含めないこととした。  

各試験における無毒性量等は表26に示されている。  

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がラットを用いた2年間慢   

性毒性／発がん性併合試験の2．2mg此g体重／日であったことから、これを根拠として、   

安全係数100で除した0．022mg此g体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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0．022mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

2．2mg／kg体重／日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する  

こととする。  
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表26 各試験における無毒性量等  

動物種   試験   検体  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録   JMPR   米国   豪州   カナダ   
ラット   0、25、50、250、625、1，250ppm  雄：16．8  91  17  

止堆：17．9  

メタラキシルM  
毒性所見なし  雄：肝細胞封入体  

雄：肝細胞内封入体  戚堆：肝細胞肥大  

戚堆：肝細胞肥大  

0、50、250、1，250ppm   雄：16．2  79  17  

雄：0、3．2、16．2、79．3  雌：3．5  

雌：0、3．5、17．7、85．6  毒性所見なし  雄：摂餌量低下  
メタラキシル①  雄：体重増加抑制及  雌：肝細胞肥大  

90日間  び摂餌量低下  

亜急性  雌：肝細胞肥大  

毒性試験  
0、10、50、250、1，250ppm   雄：71．8  0．66（参考）  

メタラキシル②  雌：73，9  

雌：0、0．β7、3．56、15．8、73．9  副腎重量増加  

毒性所見なし  注）評価に用いず  

0、50、250、1，250、9，380ppm   雄：15．6  

雄：0、3．15、15．6、79．8、605  雌：17．5  

メタラキシル③  
雌雄：肝比重量増加  

等  

0、50、250、1，250ppm   雄：96．2  

雌：21．4  雄：0、3．8、19．3、96．2  

90日間  雌：0、4．4、21．4、109   

亜急性神経  
雄：毒性所見なし  

毒性試験   
雌：体重増加抑制及  

び摂餌量低下  

（神経毒性は認めら  

れない）  

45   



雌：0、2．2、11．1、55．1   

Fl雌：0、4．8、23．0、127   

F2雌：0、4．7、23，2、124   

母動物：体重増加抑  

胎児：中足骨及び末  
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0、50、250、400   母動物及び胎児：  母動物及び胎児：  

50  胎児：400  50   
母動物：死亡等  

母動物：死亡及び体  胎児：骨化遅延を示  

メタラキシル  重増加抑制等  胎児：毒性所見なし  す胎児数の増加  
（追加試験）  胎児：骨化遅延を示  （催奇形性は認め  

す胎児数の増加  られない）  られない）  

（催奇形性は認めら  

れない）   

マウス  0、50、250、1，250ppm   雄：22．8  19  25  

雄：0、4．5、22．臥119  
雌：132  

雌：0、5．0、24．9、132   
雄：体重増加抑制等  体重低下  

2年間  雄：体重増加抑制及  （発がん性は認め  

発がん性  び食餌効率低下  （発がん性は認め  られない）  

試験   雌：毒性所見なし  

（発がん性は認めら  

れない）   

ウサギ  0、5、10、20   母動物及び胎児  母動物：5  5  

20  胎児：20  
母動物：体重低下等  

毒性所見なし  母動物：体重増加抑  胎児：毒性所見なし  

メタラキシル  
（催奇形性は認めら  

れない）  胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認め  

発生毒性  
られない）  

試験  0、30、150、300   母動物：150  母動物：150  母動物：150  30  

胎児：300  胎児：300  胎児：300  
母動物：体重増加抑  

メタラキシル  
母動物：体重増加抑  

（追加試験）  
制及び摂餌量低下  制等  胎児：毒性所見なし  

胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認めら  

れない）  られない）  られない）  
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イヌ   0、50、125、250、1，250ppm  雄：7．25  7．3  7，6  

90日間  雄：0、1．57、4．07、7．25、38．6  雌：7．93  

亜急性  ALP増加等  ALP増加等  

毒性試験   
雌雄：ALP増加なら  
びに肝絶対及び比重  

量増加  

0、50、250、1，000ppm   雄：7．80   7．8   7．4   8．0   7．41  

6カ月間  雄：0、1．57、7．80、30．6  雌：7．41  

亜急性  メタラキシル                  雌：0、1．71、7．41、32．4  
ALP増加等   ALP増加等   ALP増加等  

考性試験  
雄：ALP増加  
此任：ALP及び肝対脳  

重量比増加  

2年間  
雌雄：0、0．8、8．0、80   雌雄：8．0  8  8  

慢性毒性  

試験   
雌雄：強直性痙攣及  強直性痙攣及び流  

び流挺を伴う死亡等  宣延を伴う死亡等  

NOAEL：2．2   NOAEL：8   NOAEL：7．4   NOAEL：3．0   NOAEL：7．41  

ADI（cR董D）  SF：100   SF：100   UF：100   SF：100   UF：100  

ADI：0．022   ADI：0．08   cR董D：0．074   ADI：0．03   cRⅡ）：0．074   

ラット2年間  
イヌ2年間  

ADI設定根拠資料  慢性毒性／発がん性  
慢性毒性試験   

併合試験  
イヌ6カ月間 亜急性毒性試験  ラット2年間 慢性毒性／発がん性 併合試験  イヌ6カ月間 亜急性毒性試験   

／：用いた資料に記載なし   

ADI：一日摂取許容量 NOAEL：無毒性量 cRfD：慢性参照用量 SF：安全係数 UF：不確実係数  

1）無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物／原体混在物略称＞  

記号  略称   化学名   

B   CGAlOO255   
2・［（3－ヒドロキシ・2，6一ジメチルフェニル）－（2－メトキシアセチル）アミ  
ノ】プロピオン酸メチルエステル  

Cl   
2－【（2，6－ジメチルフェニル）－（2－メトキシアセチル）アミノ】プロピオン  

CGA62826  
酸  

NOA409045   D甘［（2，6一ジメチルフユニノり－（2－メトキシアセチル）－アミノ】プロピオ  
C2        （ClのD一鏡像異性体）  ン酸  

D   
2－【（2，6－ジメチルフェニル）・（2－ヒドロキシアセチル）アミノ】プロピオ  

CGAlO7955  
ン酸  

代  

謝  CGA94689   
2・【（2－ヒドロキシメチル甘メチルフェニル）－（2－メトキシアセチル）ア  

物  
ミノ］プロピオン酸メチルエステル  

／  HMA   
2一［（2－ヒドロキシメチルサメチルフェニル）－（2一メトキシアセチル）ア  

分  
ミノ］プロピオン酸  

解  
2・［（2，6－ジメチルフェニル）・（2－ヒドロキシアセチル）アミノ】プロピオ  

物  

CGA67869  
ン酸メチルエステル  

Ⅰ   
2－【（2－カルポキシ・6－メチルフェニノけ（2－メトキシーアセチノりアミノ】プ  

CGAlO8905  
ロビオン酸メチルエステル  

J   
2－［（2－カルポキシー6－メチルフェニル）－（2－メトキシーアセチル）アミノ】プ  

CGAlO8906  
ロビオン酸  

L   CGA37734   入叫2，6－ジメチルフェニル）廿ヒドロキシアセトアミド  

M   
〃（カルポキシカルポニル）－」V（2，6一ジメチルフェニル）アラニンメチ  

CGA79353  
ルエステ／レ  

N   CGA67867   」V（2，6－ジメチルフェニ／りアラニン   

原  
【2】   CGA226046  

［5】   CGA363736  

体   
混  

CGA132689  

［9】   CGA64188  

在 物  CGAlOO645  

【12】   CGA226048  
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比   アルブミン／グロブリン比   

ACh   アセチルコリン   

al   有効性分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
A上T  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

APDM   アミノピリン」Ⅴ－デメチラーゼ 

APTT   活性化部分トロンポプラスチン時間   

ATP   アデノシン三リン酸   

最高濃度   Cmax  
CMC   カルポキシメチルセルロース   

CYP   チトクロームP450アイソザイム   

DMSO   ジメチルスルホキシド   

DNCB   2，4－ジニトロクロロベンゼン   

FOB   機能観察総合検査   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

His   ヒスタミン   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

LDH   乳酸脱水素酵素   

RIIAO モノアミンオキシダーゼ   

MDA   マロンジアルデヒド   

NADPH   ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸   

NPSH   非タンパクスルフヒドリル   

PB   フェノバルビタール   

PfII   最終使用から収穫までの日数   

PT   プロトロ．ンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Chol   総コレステロール   

T…心   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

Ure   尿素   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

①メタラキシルMまたはメタラキシルを用いた作物残留試験成績  

メタラキシルM  

メタラキシルM  

メタラキシルM  

メタラキシソレM  

メタラキシルM  

汀
】
L
 
 
 



メタラキシルM  

メタラキシルM  

メタラキシルM  

G：粒剤、SC：フロアブル  
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②メタラキシルM含有剤とメタラキシル含有剤による作物残留比較試験  

WP：水和剤  

，
、
．
1
－
－
一
 つ

 
 
 

㍍
再
 
 



＜参照＞  

1 食品安全委員会に対し意見を求められた案件／清涼飲料水：   

（URL：http：／／www．fgc．go．jpnlyOuka几ynly－uke・bunsyo－20．pdO  

2 7月1日付けで厚生労働大臣から食品安全委員会委員長へ食品健康影響評価を依頼した事  

項：第3回食品安全委員会会合資料   

（URL：http：／／www．伝c．go．jp／iinkni／i・dai3／dai3kai－kouseisyousiryou．pdf）  

3 7月1日に厚生労働省より意見の聴取要請のあった、清涼飲料水の規格基準の改正につい  

て：第1回食品安全委員会農薬専門調査会資料6   

（URL＝http：〟www．fbc．go．jp／senmon／nouyaku／n－dail／noul－Siryou6．pd董）  

4 第1回食品安全委員会農薬専門調査会   

（URL：http：／／www．伝c，gO．jp／senmon／nouyaku／n－dail／index．html）  

5 第6回食品安全委員会農薬専門調査会   

（URL：http：／／www．伝c．go．jp／senmon／nouyakn／n－dai6／index．html）  

6 第22回食品安全委員会農薬専門調査会   

（URL：http：／／www．伝c．go．jp／senmonJnouyakuJn－dai22／index．html）  

7 食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改正する件（平成17  

年11月29目付、厚生労働省告示第499号）  

8 農薬抄録メタラキシルM（殺菌剤）（平成19年1月19日改訂）：シンジェンタジャパン株  

式会社（2007年）一部公表予定  

9 農薬抄録メタラキシル（殺菌剤）（平成19年2月23日改訂）：シンジェンタジャパン株式  

会社（2007年）一部公表予定  

10JMPR：Pesticideresiduesinfood－2002MErrALAXYLANDMETALAXYL－M（2002年）  
11JMPR二Pesticideresiduesinfood－1982METALAXYL（1982年）  

12 USEPA：ReregistrationEligibilityDecision（RED）forMetalaxyl（1994年）  

13 USEPA‥FederalRegister／Vol．60，No．220／Wednesday，November15，1995／Rulesand   

Regulations57361（1995年）  

14 USEPA＝FederalRegister／Ⅵ）1．60，No．239／Wednesday，December13，1995／Rulesand   

Regulations63958（1995年）  

15 USEPA‥FederalRegister／Ⅵ）1．60，No．244／Wednesday，December20，1995／Rulesand   

Regulations65579（1995年）  

16 USEPA：FederalRegister／Vbl．65，No．186／Monday，September25，2000／Rulesand   

Regulations57550（2000年）  

17 AustraliaNRA‥rIbxicologyEvaluationforMetalaxyl－M（1997年）  

18 Health CANADA‥Proposed Re－eValuation Decisionfor Metalaxyland Metalaxyl－M  

（2007年）  

19 食品健康影響評価について   

（URL：http：〟www・fbc．go．jpnlyOukanlynly－uke－metalaxyl＿＿mefenoxam＿190522．pdf）  

20 第191回食品安全委員会  

54   



（URL：http＝〟ⅣWW・蝕・gO・jp／iinkaUi－dai191！index．html）  

21第16回食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会   

（URL：http：／／www．fbc．go．jp／senmonJnouyaku几akuninl＿dai16／index．html）  

22 第46回食品安全委員会農薬専門調査会幹事会   

（URIi：http：／血ww．伝c．go．jp／senmon／nouyakn此anjikai＿dai46／index．html）   



資料4－2  

メタラキシル及びメフエノキサム注）（案）  

1．品目名：メタラキシル（Metalaxyl）及びメタラキシルM（MetalaxylM）  

注）「メフエノキサム」は、メタラキシルMの別名である。本報告書中では1SO名に従って  

「メタラキシルM」で統一している。  

メタラキシルは、D体とL体の2つの鏡像異性体を1：1の割合で含有するラセミ体  

とされる。2つの鏡像異性体のうち、殺菌活性を示すのは主にD体とされ、D体がメ  

タラキシルMと称される。  

2．用途：殺菌剤  

メタラキシル及びメタラキシルMは酸アミド系殺菌剤であり、菌糸伸長及び胞  

子形成を阻害することで、特に卵菌網ツユカビ目の糸状菌に対して防除効果を  

有するとされる。  

3．化学名：  

① メタラキシル  

methylN－（methoxyacetyl）－N－（2，6－Xylyl）－DL－aIaninate（1UPAC）  

methylmS）－2－（［（2，6－dimethylphenyl）methoxyacety］］amino）propionate（IUPAC）  

methylN－（2，6－dimethylphenyl）一N－（methoxyacetyl）－Dしalaninate（CAS）   

② メタラキシルM  

m占thylN－（methoxyacetyl）－N－（2，6－Xylyl）－D－alaninate（IUPAC）  

methyl（均一2－（［（2，6－dimethylphenyl）methoxyacetyl］amino）propionate（IUPAC）  

methylN－（2，6－dimethylphenyl）－N－（methoxyacetyl）－D－alaninate（CAS）  

4．構造式及び物性  

①メタラキシル  

0／  二‥二二三〒l二  

② メタラキシルM  

／  
0   

こ 

∴－一三〒二   



分子式 C15H21NO4  
分子量 279．34  

水溶解度 26g／L（25℃）  
分配係数logl。Pow＝1．71（25℃）  

分子式 C15H21NO4  
分子量 279．34  

水溶解度 8．4g／L（22℃）  
分配係数logl。Pow＝1．75（25℃）  

（メーカー提出資料より）   

1  

1  



5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

今般、農薬取締法に基づき、メタラキシルM（D体）の農薬登録申請（ピーマン等）  

合わせてポジティブリスト制度導入時の暫定基準について、全般  がなされるとともに、  

的な見直しを行った。  

であることを示す。   

製剤名  となっているものが、メタラキシルMに係る申請  

（1）国内での使用方法  

①25％メタラキシル水和剤   
メタラキシル  

作物名   適 用 病害虫名   使用 量  使用時期  本剤の 使用回数  使用方法   を含む農薬の  
総使用回数   

キャベツ  4回以内  

はくさい  
（種子粉衣は1回  

たまねぎ   以内、は種後は  
3回以内）   

2回以内  

ほうれんそう  種子重量の  
（種子粉衣は1回  

0．3～0．5％   
以内、は種後は  

1回以内）   

苗立枯病  
は種前   1回   

2回以内  

だいこん  （ピシウム菌）  
種子粉衣                           （種子粉衣は1回  

以内、土壌混和は  
1回以内）   

にんじん  1回   

4回以内  

だいず  種子重量の  
（種子粉衣は1回  

0．3％  
以内、は種後は  

3回以内）   

えだまめ  1回   

野菜類  
（豆類（未成熟）  種子重量の  

を除く）  0．3～0．5％   1回   

飼料作物  ピシウム菌  種子処理機  
未成熟  による病害     は種前   1回  による  

とうもろこし  ・（苗立枯病等）   0．5％  種子粉衣   

豆類（未成熟）  
1回  

種子重量の  
豆類（種実）  0．3％   

② 2．0％メタキラシル粒剤  

メタラキシル  

作物名   適用病害虫名   使用 量  使用時期  本剤の 使用回数  使用方法   を含む農薬の 総使用回数   

4回以内  

（種もみ粉衣は  

1回以内、移植  
収穫90  前の土壌混和  

稲   黄化萎縮病  6kg／10a  日  2回以内   散布  は1回以内、育  

前まで  苗箱への濯注  

は1回以内、本  
田では2回以  

内）   

3   



収痍21  

くわい   茎腐病  目  湛水散布   

前まで  

みょうが  

（茎葉）  

収穫30日前  

みょうが  まで、但し、花  2回以内  

（茎葉）   穂を収穫しな  

い場合にあて  
土壌表面散   

は開花期終了  
布   

まで  

みょうが  

（花穂）  

根茎腐敗病   
10～20 kg／1■Oa  収穫30  

目  

しょうが  繭まで  定植前  

作条土壌混  

3回以内  
和  

又は生育期  
3回以内   

菓しょうが  日  

前まで   
土壌表面散  

布  

株元土壌混  

10′－一20  

株ごしら  和  

ホップ   べと病  
g／株  

え時～選  1回  又は  1回   

芽期  土壌表面散  

布  

収穫終了  

後  

たらのき   立枯疫病   20kg／10a  （苗の場   

合は植付  

土壌表面散   
2回以内   

布  

後）  

～梅雨期   

5回以内  
疫病   （種子粉衣は  

1回以内、  

いちご  10kg／10a  定植時   
作条土壌混   育苗期は  

千  3回以内、  
定植時の  

1回  土壌混和は  

根腐病   
1回以内）  

15kg／10a   今面土壌混   

植付時  
和   

こんにやく  5～10  植溝土壌混   1回  

kg／10a  和  

5kg／10a  培土時  

ピーマン  
2～3g／株   

収穫前日  4回以内  
ししとう   まで   （種子粉衣は  

疫病  
10～20  

3回以内  
パセリ  

株元散布  
1回以内、  

kg／1b。   
日  は種後は  

前まで   3回以内）  

4
 
 
 



2回以内  

収穫21日  （種子粉衣は  
せり   葉腐病   6kg／10a  

前まで   散布  1回以内、  

は種後は  

1回以内）   

2回以内  

は種前  
こまつな   

（種子粉衣は  

白さび病  10kg／10a  但し、収穫  1回  1回以内、  
21日前まで  土壌混和は  

1回以内）   

みずな  全面土壌混和  

（種子粉衣は  

ほうれんそう   べと病   9kg／10a   
は種時  1回以内、  

は種時は  

1回以内）  

2回以内  

チンゲンサイ   収穫21日  （種子粉衣は  
9kg／10a  

前まで   1回以内、  

は種後は  

1回以内）   

2回以内  

かぶ  
（種子粉衣は  

10kg／10a   は種時  全面土壌混和                        1回以内、  

土壌混和は  

白さび病  1回  
1回以内）   

2回以内  

タアサイ  収穫21日  （種子粉衣は  
6kg／10a 

前まで  1回以内、  

は種後は  

1回以内）   

2回以内  

だいこん  
（種子粉衣は  

9kg／10a   は種時  作条土壌混和    1回以内、  

土壌混和は  

1回以内）   

4回以内  

オクラ   収穫前日 まで  3回以内   
（種子粉衣は  

疫病   10kg／10a  株元散布  1回以内、  

は種後は 

3回以内）   

③10％メタラキシル・65％TPN水和剤  
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使用  本剤の  
作物名  適用病害名  希釈倍数  

液量   

使用  
使用時期  

使用回数  方法   

べと病  

炭症病  収穫前日 
きゆうり    うどんこ病  まで   

褐斑病   

かぼちや   べと病  
収穫7日  

前まで   
3回以内  

つる枯痛  

メロン  べと病  
収穫3日  

前まで   
1000倍   

＼   

つる枯病  

すいか  炭症病  
収穫7日  

前まで   
散  

褐色腐敗病  
100′、一400  

トマト   疫病  
L／10a   

収穫前日  
4回以内   

布  

なす  褐色腐敗病   まで  

白さび病  

はくさい   ビシウム腐敗病  
収穫7日  

前まで   
2回以内   

べと病  

疫 
500′、750  

ばれいしょ   倍  

夏疫病   750倍   
収穫7日  

前まで   
3回以内  

べと病  

たまねぎ   

ねぎ   べと病  1000倍  
収穫14日前ま   

2回以内  

らっきょう  白色疫病  で  3回以内   

6
 
 
 



ばれいしょ  疫病   

500～750倍  
白色疫  

散布   

病  収穫7日  
3回以内  

前まで  

たまねぎ  
8倍   

1．6L／  無人  
10a  ヘリコプター  

12倍   
2．4L／  による  
10a   散布  

はくさい  
収穫30日  

1回   

キャベツ  

ねぎ   
前まで  

きゆうり  
収穫前日  

まで   
3回以内  

メロン  収穫7日  

べと病  
前まで   

花膏形成前  

ブロツコリ  まで、但し、  
3回以内   

収穫21日  

1000倍  前まで  

小粒種  

ぶどう  2回以内   

（蕗地栽培） 
収穫60日  

u  前まで  2回以内  

ぶどう  （但し開花  

（露地栽培）  
後1回）   散布  

ぶどう  

（施設栽培）  
開花前まで  2回以内   

ハ○ッションフルーツ  疫病  収穫30日  

前まで   

開花後（10  

らっきょう  白色疫 病   500倍  
月）～4月  

3回以内  但し、収穫  
30日前まで   

すいか   
疫病   

1000倍  
収穫7日  

褐色  
前まで  

みかん  腐敗病  収穫30日  

前まで   

750倍  
収穫前日  

2回以内   

トマト   疫病  
まで   

④55％マンゼブ・10％メタラキシル水和剤  
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メタラキシルを  

作物名   適 用 病害虫名  希釈 倍数  使用液量  使用時期  本剤の 使用回数  使用方法   含む農薬の 総使用回数   

4回以内  

200～400  
（種子粉衣  

わさび い  白さび症  500倍  
だこん  L／10云   前まで   

は1回以内、  

は種後は  

3回以内）   

5回以内  

（種子粉衣  

50ml／株  散  は1回以内、  
（200～  3回以内  

いちご   
育苗期は  

疫病  1000倍    400L／10a  育苗期  
布  3回以内、  

定植時の  

土壌混和は  

1回以内）   

あずき   
収穫30日  4回以内  

前まで  （種子粉衣  

茎疫病  500倍  100～300 L／10a  
は1回以内、  

だいず  
前まで   

は種後は  

3回以内ト  

8
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⑤75．6％塩基性塩化銅・8．0％メタラキシル水和剤  

メタラキシル  

作物名   適用病害虫名   希釈倍数   使用時期   
本剤の 使用回数  使用方法  

を含む  

農薬の総  

使用回数   

み かん   褐色腐敗病   750倍   収穫14日  2回以内   2回以内   

ばれいしょ   前まで  3回以内  3回以内   

5回以内  

400～600倍  
（種子粉衣は  

トマト  
4回以内  

1回以内、  

疫病  まで  は種後は  

4回以内）   

ミニトマト  

かぼちや  収穫14日  

前まで   散布  

きゅうり   べと病  
収穫前日  

800倍  まで   
4回以内  

すいか   
褐色腐敗病  （種子粉衣は  

果実汚斑細菌病   3回以内  
1回以内、  

は種後は  
メロン   

収穫7日  
3回以内）  

たまねぎ  
べと病  

400～600倍   
前まで  

ひろしまな   白さび病   600～800倍   

2回以内  

（種子粉衣は  

みつば   べと病   収穫14日  散布  1回以内、  

前まで   
800倍  

は種後は  
1回  

1回以内）   

伏込時  

う ど   疫 病  （収穫25日  
根株瞬間  

浸漬   
1回   

前まで）  
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⑥30％ヒドロキシイソキサゾール・4．0％メタラキシル液剤  

本剤の  
メタラキシル  

作物名   
適用   希釈   使用  

総使用  使用方法  
を含む農薬  

病害虫名   倍数   時期  
回数  

の総使用回数   

育苗箱  

は種時  
（30×60×3cm、使用  

500～  
又は  

土壌約5L）  4回以内  

苗立枯病  
（フサ○リウム菌、  発芽後   

1箱当り希釈液500mL  

ヒ○シウム菌）  

を土壌  （移植前の土壌  

稲（箱育苗）     ムレ苗防止  1回  
濯注する。  混和は1回以  

根の生育促進  
内、育苗箱への  

移植時の発根  
（30×60×3cm、  港注は1回以  

及び活着仮進  
使用土壌約5L）  内、本田では  

1箱当り希釈液1Lを  2回以内）  

土壌  

港注する。   

⑦4．0％ヒドロキシイソキサゾール・0．5％メタラキシル粉剤  

使  本剤のみ  メタラキシル  

作物名   
適用病害虫名  使用 量  用  を使用す   

使用方法  
を含む  

使用目的  時  る場合の  農薬の総  

期  使用回数  使用回数   

苗立枯病  
緑化始期   

置床表土に  

（ピシウム菌）   均一に混和   

稲  
苗立枯病  

（箱育苗）  
（ピシウム菌、  4回以内  

フザリウム菌）   育苗箱土壌に  （但し、  

均一に混和  本田期は  

土壌約5L） 1箱当り  

は  2，回以内）  
6～8g  種  1回  

稲  
根の生育促進   過酸化カルシウム  

剤に添加して  
（湛水直播）   による 苗立の安定  乾籾重 

種籾に粉衣する   

植  

さとうきび   根腐病   5kg／10a  付  
植溝土壌   

混和   
1回   

時  

10  
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⑧1．5％フルトラニル・1．5％メタラキシル粉剤  

本剤の  メタラキシルを  

作物名  適用 病害虫名  便用量   使用時期   使用回数   使用方法  含む農薬の  

総使用回数   

培土時  

5kg／10a  （但し収穫  
株元散布  

根腐病  30日前まで）   
（散布後土寄せ）   

5～10kg／10a   
植付時  

植溝土壌混和  

こんにやく  20kg／10a  1回  全面土壌混和  

培土時  
1回  

5kg／10a  （但し収穫  
株元散布  

白絹病  30日前まで）  
（散布後土寄せ）  

20kg／10a   植付時  全面土壌混和   

1．0％メタラキシルM粒剤  

メタラキシルM  

及び  

作物名  適用病害虫名  使用 量  使用時期  本剤の 使用回数  使用方法  メタラキシル  

を含む農薬  
の総使用回数   

収穫前日  
4回以内  

ピーマン   疫 病   3g／株  
まで   

3回以内  株元散布    （種子粉衣は1回以内二  

は種後は3回以内）   

みょうが ′  根茎腐敗病  20kg／10a  収穫30日 前まで  2回以内   
土壌表面  

散布   
2回以内   
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3．3％メタラキシルM・32％TPN水和剤  

メタラキシルM及び  

適用  
メタラキシル  

作物名   病害虫名   希釈倍数  使用液量 使用時期  本剤の 使用回数  使用方法  を含む  

農薬の総  

使用向数   

ばれいしょ   収穫7日   3回以内 
前まで   

3回以内   

疫 病   800′、  
5回以内  

トマト  1000倍   
収穫前日  （種子粉衣は1回  

まで   以内、は種後は4  

回以内）   

きゆうり   

メロン  800倍  3回以内  
前まで   

散  

たまねぎ  
800～  100～400  

べと病  L／10a  前まで   

布  4回以内  

収穫14日  （種子粉衣は1回 
ねぎ  

前まで   以内、は種後は3  

2回以内   回以内）  

800倍  

はくさい  
収穫7日  

前まで   

なす   
褐色腐敗  収穫前日   3回以内   

病  まで  
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適用  本剤の  
作物名   病害虫名   倍数   

使用液量  使用時期   使用回数  

ばれいしょ   
500～  収穫30日  

1回 
1000倍   前まで   

3回以内   

疫 病  
5回以内  

ト マ ト  
収穫前目   2回以内  （種子粉衣は  

まで  1回以内、は種後  

散 は4回以内）  

きゆうり   150～300  
L／10a  

布 
メ ロ ン  

べと病  
収穫7日   3回以内   
前まで  

（は  
1回以内、は種後  

はくさい  
収穫30日  

1回   
は3回以内）  

前まで  

たまねぎ  収穫7日   3回以内   
前まで  

2．0％アゾキシストロビン・1．0％メタラキシルM粒剤  

メタラキシル  

及び  
適用  

使用量   
弓害虫名  

使用時期   
本剤の 使用回数  使用方法    メタラキシルM を含む農薬の  

総使用回数   

みょうが（花穂）  
の収穫30日前ま  
で、但し、花穂を  
収穫しない場合に  
あっては開花期終   2回以内   
了まで  土壌表面 散布   2回以内  

茎腐敗病  18kg／10a  

収穫30日  定植前作  

前まで  条土壌混  

3回以内    和又は生  3回以内   

育期土壌  

表面散布  

適f  
作物名   病害三   

みょうが   

（茎葉）   

根茎腐    みょうが   

（花穂）   

しょうが  
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（2）海外での使用方法  

（D米国での使用方法  

作物名   
1回当り 使用量  ・本剤の 使用回数  栽培期間中 の総用量  使用時期   

慣  
使用方法   

′」、豆類（インゲン、  

あずき、レンズ）、   0．5Ib‥   
全面土壌散布  

1回   
0．5Ib．   

栽培前または   または帯状土壌   エンドウ、その他の豆琴  a．i．／A   播種時   
（リマ、スナップ他）   散布  

0．188Ib．  

a．L／A   
種いも播種時   畝間処理  

ばれいしょ  2回   
0．588Ib．  

0．40Ib．  
a．i．／A  

a．i．／A  
塊茎形成初期   茎葉処理   

かんしょ   1．0Ib．   
全面土壌散布   

1回   1．0Ib．  栽培前または  やまいも   a．i．／A  a．iノA  種いも播種時   
散布 

だいこん   
1．0Ib．  全面土壌散布  

1回   
1．0Ib．  

栽培前または  播種時   または帯状土壌   a．i．／A   a．i．／A  
散布   

1．0Ib．  全面土壌散布  

a．i．／A   
1回   定植時  または帯状土壌   

散布ノ  

トマト  
2．0Ib．  

a、iノA  生育期  
0．5Ib．  

2回  
（定植4～6過  

土壌濯注   a．i．／A  間後、収穫4  
週間前まで）  

0．5Ib．  全面土壌散布  
未成熟大豆  1回   0．5Ib． a a．i．／A  ．i．／A   播種時  

散布   

ジンセン   15Ib．   
4回   

土壌表面処理   
（高麗人参）   a∴L／A  6．0Ib．  穫9日前まで         a．iノA  （粒剤）  

核異類  
（アンズ、おうとう、ネク  2．0Ib．   6．0Ib．   

苗木は定植  
全面土壌散布  

3回  
後2週間以   または帯状土壌  

タリ・ン、もも、うめ、  a．iノA  a．i．／A  降、成木は春  
すもも、プルーン）  期生育前   

散布  

いちご   
0．5Ib．  

3回   
1．5Ib．  帯状土壌散布  

a．i．／A  a．i．ノA   収穫当日まで   または土壌港注   

ブルーベリー   1．8Ib．  3．6Ib．  
帯状土壌散布  

a．．i．／A   
回  

a．i．／A   
収穫当日まで   または全面土壌  

散布   

ナッツ類   2．0Ib．   6．0Ib．   
苗木は定植 後2週間以  株元に全面土壌  

3 
散布または帯状  

（アーモンド、クルミ）   a．iノA  a．i．／A  降、成木は春  
土壌散布  

期生育前   
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② EUでの使用方法  

作物名   
1回当り  本剤の   

使用量  
使用  

の総使用量   
使用時期   使用方法   

回数   

にんにく（たまねぎ   0．15kg   
3回   

0．45kg   発病初期   

の使用方法を適用）   a．iノha  a．iノha   PHI14′、28日   
茎葉散布  

1g   
2回   

2g   生育始期   土壌処理  

a．iノm2  a．iノm2   PHI15′～30日   （株元散布）  

1g   
2回   

2g   生育始期   土壌処理  

レモン、オレンジ、  a．iノ樹  a．iノ樹   PHI15～30日   （株元点滴かん水）  

マンダリン  

（Citrusfruit）  3．5g  
2回   

7g  
a．i．／樹  d．i．／樹   

PHI30日   茎葉散布  

0．35g  
2回   

0．7g  
a．i．／樹  a．i．／樹   

PHIl5日   茎葉散布   

1g  2g  
秋期又は  

2回  
土壌処理  

a．i．／m2  
3月の生育初期  

（株元散布）  りんご、なし  
a，iノm2  

PHI15～28日  

（pomefruit）  
1g   

2回   
2g   秋期又は3月   土壌処理  

寧．iノ樹  a．i．／樹   PHI15～2白目  （株元点滴かん水）   

6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

メタラキシル及びメタラキシルM   

②分析法の概要  

試料をアセトンで抽出し、多孔性けいそう土カラムで精製した後、グラファイトカー  

ボンミニカラム及びフロリジルミニカラムで精製し、ガスクロマトグラフ（NPD）  

を用いて定量する。D一鏡像異性体のメタラキシルMとラセミ体のメタラキシルは、  

同じ分析法で実施されており、クロマトグラム上のピークは同一で、メタラキシルM  

とメタラキシルは 区別されない。  

定量限界 メタラキシル  0．005～0．1ppm  

メタラキシルM O．01ppm  

（2）作物残留試験結果  

①水稲   

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル25％水和剤の   

〝伽溶液に産子疫磨後、メタラキシル2％粒剤を1回、育苗離屠佃雛訂 し  
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たところ、散布後134、142日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、こ  
れらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－11－1）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm   

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル25％水和剤の  

甜伽卿溶液に産子虔磨礫、メタラキシル2％粒剤を1回、育苗詔迩摩仔紺 し  

たところ、散布後134、142日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、こ  
れらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

メタラキシル：く0．04ppm、く0．04ppm   

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル25％水和剤の  

甜伽pm溶液に産子皮膚訝、メタラキシル2％粒剤を1回、斉掬屠何物／鍔ノ し、  

メタラキシル2％粒剤を計2回本田湛水散布（12．5kg／10a）したところ、散布後93日、  

乃日の最大残留量注1）はそれぞれ以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適  
用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－11－2）  

メタラキシル：く0．01ppm、0．02ppm   

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル25％水和剤の  

甜伽溶液に産子虔磨礫、メタラキシル2％粒剤を1回、育鍬屠’仔紺し、  

メタラキシル2％粒剤を計2回本田湛水散布（12．5kg／10a）したところ、散布後93、  

〝日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で  
行われていない。注2）  

メタラキシル：0．01ppm、0．22ppm   

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、育苗箱当りメタラキシル0．5％  

粉剤を1回散布（8g／箱）、メタラキシル4％液剤の500倍希釈液を計2回湛水散布  

（500mL／箱）した稲苗を本田に移植し、メタラキシル2％粒剤を計2回散布（6kg／10a）  

したところ、散布後4ケ～甜日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、こ  
れらの試験鱒適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－11－3）  

メタラキシル：0．06ppm、0．028ppm   

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、育苗箱当りメタラキシル  

0．5％粉剤を1回散布（8g／箱）、メタラキシル4％液剤の500倍希釈液を計2回湛水散  

布（500mL／箱）した稲苗を本田に移植し、2％粒剤を計2回散布（6kg／10a）したとこ  

ろ、散布後4J～～汐日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試  
験は適用範囲内で行われていない。注2）  
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メタラキシル：0．2ppm、0．1ppm  

②だいず  

だいず（えだまめ）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量のα∂％相当  

のメタラキシルノ5％水和剤を種子に粉衣して播種したところ、播種後108日及び100  

日のえだまめにおける最大額留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試  

験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－1 2－1）  

メタラキシル：く0．005ppm、く0．005pprn   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の♂．∂％相当  

のメタラキシル〟％水和剤を種子に粉衣して播種したところ、播種後143日及び130  

日の乾燥子実における最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試  

験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－1 2－2）   

メタラキシル：く0．005ppm、く0．005ppm   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和  

剤の500倍希釈液を計3回散布（200、100L／10a）したところ、散布後21日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。（別紙1Ⅶ1 2－3）  

メタラキシル：く0．005ppm、く0．005ppm  

③ あずき  

あずき（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤  

の500倍希釈液を計3回散布（120、200L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量  

注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 3）  

メタラキシル：0．014ppm、0．028ppm  

ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2タ％水和剤  

のノββ♂倍希釈液を計引回散布（100、500L／10a）したところ、散布後∂日、14日の最大残  

留量注1）はそれぞれ以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行わ  

れていない。注2）（別紙1－1 4－1）  

メタラキシル：く0．05ppm、0．06ppm   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤  
のノβ♂♂倍希釈液を計β回散布（100、500L／10a）したところ、散布後7～写1日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－1 4－2）  
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メタラキシル：0．11ppm、0．16ppm   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM4∠％水  

和剤の4ノβ倍希釈液（2物ン／Zノを計3回散布（150L／10a）したところ、散布後7～21日の  

最大残留量注1）は以下のとおりであっ∵た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われて  

いない。注2）（別紙1－1 4－3）  

メタラキシルM：く0．01ppm、0．01ppm  

（9 こんにやくいも  

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル1．5％粉  

剤を植付時に1回作条処理（10、20kg／10a）したところ、散布後139日またはi68日の最  

大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 5－1）  

メタラキシル：0．01pprn、0．02ppm   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル1．5％粉  

剤を植付時に1回全面土壌混和処理（20kg／10a）したところ、散布後139日、168日の最  

大残留量注1）はそれぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 5－2）  

メタラキシル：0．01ppm、0．06ppm   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤  

を植付時に1回全面土壌混和処理（15kg／10a）したところ、散布後149日または158 

最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 5－3）  

メタラキシル：く0．008ppm、〈0．008ppm   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（3例）において、メタラキシル2％粒剤  

を植付時に1回植溝処理（5kg／10a）したところ、散布後149日または158日または141  

日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 5－4）  

メタラキシル：く0．008ppm、く0．008ppm、く0．008ppm   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤  

を植付時に植溝処理（10kg／10a）したところ、散布後149日または158日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。（別紙1－1 5－5）  

メタラキシル：く0．008ppm、く0．008ppm   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（3例）において、メタラキシル2％粒剤  
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を植付時に1回植溝処理（5kg／10a）し、屠上帝／こ1劇乾元静粛（5kg／10a）したところ、散  

布後114日または133日または103日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただ  

し、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－1 5－6）  

メタラキシル：く0．008ppm、く0．008ppm、く0．008ppm   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤  

を培土時に土壌表面散布（10kg／10a）したところ、散布後151～165日または99～113日の  

最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 5－7）  

メタラキシル：く0．05ppm、く0．05ppm   

⑥ さとうきび  

さとうきび（茎部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル0．5％粉剤  

を植付時に1回植溝土壌混和処理（5kg／10a）したところ、散布後243日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。（別紙1－1 6）  

メタラキシル：く0．01ppm、〈0．01ppm  

⑦ だいこん  

だいこん（枝部）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメタ  

ラキシル25％水和剤を種子に粉衣して播種したところ、播種後47日、64日の根部におけ  

る最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 7－1）  

メタラキシル：く0．04ppm、く0．04ppm   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメタ  

ラキシル25％水和剤を種子に粉衣して播種したところ、播種後47日、64日の葉部におけ  

る最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 7－2）  

メタラキシル：く0．04ppm、く0．04ppm   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を播種  

時に1回、作条土壌混和処理（9kg／10a）したところ、処理後53～67日、50～64日の根  

部における最大残留量注1）はそれぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 7－3）  

メタラキシル：0．03ppm、0．05ppm   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を播種  

時に1回、作条土壌混和処理（9kg／10a）したところ、処理後53～67日、50～64日の葉  

部における最大残留量注l）はそれぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 7－4）  
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メタラキシル：0．04ppm、0．05ppm  

⑧ かぶ  

かぶ（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を播種時に  

1回、全面土壌混和処理（10kg／10a）したところ、処理後85～95日、91～101日の根部に  

おける最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 8－1）  

メタラキシル：く0．1ppm、く0．1ppm   

かぶ（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を播種時に  

1回、全面土壌混和処理（10kg／10a）したところ、処理後85～95日、91～101日の葉部に  

おける最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 8－2）  

メタラキシル：く0．1ppm、〈0，1pp【p   

⑨ わさびだいこん  

わさびだいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水  

和剤の500倍希釈液を計3回散布（400、200L／10a）したところ、散布後14～28日の最大  

残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 9）  

メタラキシル：く0．02ppm、0．03ppm  

⑩  はくさい  

はくさい（茎葉部）を用いた作物残留試験・（2例）において、メタラキシルガ％水和剤  

の1＿000倍希釈靡を計2回散布（200、500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注  

2）（別紙1－110－1）  

メタラキシル：0．20ppm、0．148ppm   

はくさい（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤  

の1000倍房廉潔を計尋回散布（200、500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注  

2）（別紙1－110－2）  

メタラキシル：0．071ppm、0．21ppm   

はくさい（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤  

の1000倍希紺を計β回散布（200、5boL／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注  
2）（別紙1－110－3）  
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メタラキシル：0．14ppm、0．159ppm  

ぼぐきい（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメ  

タラキシル25％水和剤を種子に粉衣し、メタラキシル♂％水和剤の800倍希釈液を計3  

回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。  

（別紙1－110岬4）  

メタラキシル：0．020ppm、0．088ppm  

はくさい（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM3．3％フロ  

アブルの〝り店須原瀦を計3回散布（220、250～300L／10a）したところ、散布後7～14  

日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行わ  
れていない。注2） （別紙1－110－5）  

メタラキシルM：0．02ppm、0．03ppm   

⑪ キャベツ  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメタ  

ラキシル25％水和剤を種子に粉衣したところ、処理後83日、115日の最大残留量注1〉 は  

以下の通りであった。（別紙1¶111－1）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤の  

1000倍希釈液を計3回散布（200、200～250L／10a）したところ、散布後30日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－111－2）  

メタラキシル：0．02ppm、0．06ppm   

⑫ こまつな  

こまつな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を播  

種前に1回、全面土壌混和処理（10kg／10a）したところ、処理後21～35日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。（別紙1－112）  

メタラキシル：0．20ppm、0，44ppm  

⑬ みずな  

みずな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を播種  

時に1回、全面土壌混和処理（10kg／10a）したところ、処理後21～31日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。（別紙1－113）  

メタラキシル：1．02ppm、0，40ppm  
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⑭ チンゲンサイ  

チンゲンサイ（茎葉部）を用いた作物残留試験  

を生育期に1回、全面土壌混和処理（9kg／10a）  

量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1  

（2例）において、メタラキシル2％粒剤  

したところ、処理後18～32日の最大残留  

14）  

メタラキシル：0．52ppm、0．16ppm  

⑮ ブロッコリー  

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、 メタラキシル10％水和剤  

の1000倍希釈液を花菅形成前に計3回散布（300、100～280L／10a）したところ、散布後  

21～35日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－115）  

メタラキシル：く0．1ppm、く0．01ppm  

⑯ ひろしまな  

ひろしまな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 メタラキシル8％水和剤の  

600倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量注1）は以  

下のとおりであった。（別紙1－116） 

メタラキシル：0，26pprn、0．25ppm  

⑰ タアサイ  

タアサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、  

全面土壌処理（勤〆10a）したところ、一処理後21～35日の最大殊留量注1）は以下のとお  

りであった。七だし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－117）  

メタラキシル：0．26ppm、〈0．05ppm  

⑬  たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤の  

1000倍希柑を計J回散布（100、200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別紙1－118－1）  

メタラキシル：く0．01ppm、0．028ppm   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメタ  

ラキシル25％水和剤を1回、種子に粉衣して播種したところ、播種後166、245日の最  

大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－118－2）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm  
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たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメタ  

ラキシル25％水和剤を種子に粉衣して播種し、播種後にメタラキシル8％水和剤の400  

倍希釈液を計3回散布したところ、散布後7～14日の最大残留量注1）は以下のとおりで  

あった。（別紙1－118－3）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤の8  

倍希釈液を無人ヘリコプターにより計3回散布（1．5～1．8L／10a）したところ、散布後7  

日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－118－4）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM3．3％フロア  

ブルの部軌昏希紆好を計3回散布（200、250L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残  

留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－－118－5）  

メタラキシルM：く0．01ppm、く0．01ppm  

ねぎ（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM3．3％フロアブ  

ルの甜仇昏肴炭層を計β犀散布（300、200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注  

2）（別紙1－119）  

メタラキシルM：0．02ppm、0．03ppm  

⑳ らっきょう  

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル10％水和剤  

の500倍希釈液を計4回散布（150L／10a）したところ、散布後2ノ日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙  

1－1 20－1）  

メタラキシル：く0．05ppm   

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（1例）において、 メタラキシル10％水和剤  

の500倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後186日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。（別紙1－1 20－2）  

メタラキシル：〈0．05ppm  
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らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル10％水和剤  

の750倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後186日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった9（別紙1－－120－3）  

メタラキシル：く0．05ppm  

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（1例）において、 メタラキシル10％水和剤  

の500倍希釈液を計須野散布（300g／10a）したところ、散布後14～30日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別  

系氏1－1 20－4）  

メタラキシル：0．17ppm   

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤の  

500倍希釈液を計3回散布（150、250L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。（別紙1－120－5）  

メタラキシル：〈0．1ppm、く0．1ppm   

㊧にんじん 

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当のメタ   

ラキシル25％水和剤を1回、種子に粉衣して播種したところ、播種後107日、120日の最   

大残留量酎）は以下のとおりであった。（別紙1－121）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm   

⑳パセリ   

パセリ（展開葉）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を生育期   

に計3回、株元散布（10kg／10a）したところ、処理後22～41日の最大残留量注1）は以下のと   

おりであった。（別系氏1－1 22－1）  

メタラキシル：0．22ppnl、0．46ppm   

パセリ（鹿開葉）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を生育期  

に計3回、株元散布（29kg／10a）したところ、処理後28日、22日の最大残留量注1）はそれ  

ぞれ以下のとおりであった。（別紙1⊥1 22－2）  

メタラキシル：0．40r）pm、0．56ppm   

⑬みつば   

みつば（茎葉部）を用いた作物残留試験（2＼例）において、メタラキシル8％水和剤の800  
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倍希釈液を1回散布（150、100L／10a）したところ、、散布後14日の最大残留量注1）は以下  

のとおりであった。（別紙1→1 23）  

メタラキシル：0．74ppm、く0．05ppm   

⑳せり   

せり（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、湛   

水土壌全面散布（6kg／10a）したところ、散布後22～35 日、21～35 日の最大残留量注1）   

はそれぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 24）  

メタラキシル：0．15ppm、0．34ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤の  

1000倍希釈液を計夕回散布（3ββ、甜仇／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別紙1－1 25－1′）  

メタラキシル：0．34ppm、0．31ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルク5％水和剤の  

1000倍希釈液を計7回散布（β♂♂、タ♂孔／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別紙1－1 25－2）  

メタラキシルニ 0．30ppm、0．30ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM4∠％フロアブ  

ルの826倍希釈液（1．21g／L）を計4回散布（269、258L／10a）したところ、散布後1～7日の  

最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われて  

いない。注2）（別紙1－1 25－3）  

メタラキシルM：0．09ppm、0．15ppm   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシルMJ％水和剤の  

1000倍希釈液を計3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙  

1－1 25－4）  

メタラキシルM：0．12ppm   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシルMJ％水和剤の  
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1000倍希釈液を計4回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。（別紙1－1 25－5）  

メタラキシルM：0．11ppm   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル10％水和剤の  

1000倍希釈液を計3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。（別紙1－1 25－6）  

メタラキシル：0．ユ7ppm   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル10％水和剤の  

1000倍希釈液を計4回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。．（別紙1－1 25－7）  

メタラキシル：0．30ppm   

⑳ミニトマト   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験   

400倍希釈液を計3回散布（200、300L／10a）   

1）は以下のとおりであった。（別紙1－1  

メタラキシル：0．20ppm、0．66ppm  

（2例）において、メタラキシル8％水和剤の  

したところ、散布後1～14日の最大残留量注  

26）  

ピーマン  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル25％水和剤の  

ノ〝β倍希釈液を計β回、株元濯注（承別加L／株）したところ、散布後ノ～〟日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注  

2）（別紙1－127－1）  

メタラキシル：0．86ppm、0．44ppm   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル25％水和剤の  

ノ〟♂倍希釈液を計古回、株元濯注（劇場止／株）したところ、散布後ノ～ノ4日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注  

2）（別紙1－127－2）  

メタラキシル：0．40ppm、0．38ppm   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計3  

回、株元散布（妙株）したところ、散布後1～30日の最大残留量注1）は以下のとおりであ  

った。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－127－3）  
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メタラキシル：0．38ppm、0．05ppm  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計3  

回、株元散布（妙株）したところ、散布後15日、3日の最大残留量注1）はそれぞれ以下  

のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1  

－1 27－4）  

メタラキシル：0．31ppm、0．60ppm  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルMl％粒剤を  

計3回、株元散布（3g／株）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は以下のとおり  

であった。（別紙1－1 27－5）  

メタラキシルM：0．11ppm、0．10ppm   

⑲ししとう   

ししとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計3   

回、株元散布（3g／株）したと与ろ、散布後7日、1日の最大残留量注1）はそれぞれ以下の   

とおりであった。（別紙1－1 28）  

メタラキシル：0．08ppm、0．05ppm   

⑲匡司   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％顆粒水和剤の   

1000倍希釈液を計4回散布（200、220L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量   

注1）は以下のとおりであった。（別紙1－1 29－1）  

メタラキシル：0．20ppm、0．50ppm   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM3．3％フロアブル  

の〟♂倍希釈液を計3回散布（200、130～150L／10a）したところ、散布後1～14日の最大  

残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな  

い。注2）（別紙1－1 29－2）  

メタラキシルM：0．08ppm、0．18ppm  

きゆうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤の  

2000倍希釈液を計J回散布（2♂♂、〟乱／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別系氏1－1 30－1）  
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メタラキシル：0．16ppm、0．39ppm   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤の  

2000倍希釈液を計7回散布（2♂♂、〝乱／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別紙1－1 30－2）  

メタラキシル：0．20ppm、0．50ppm   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM4∠％水和剤  

の826倍希釈液（1・21g／L）を計3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残  

留量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－130－3）  

メタラキシルM：0．12ppm、0．17ppm   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシルM3．3％水和剤  

の甜♂倍希釈液を計3回散布（220L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2〉（別  

紙1－1 30－4）  

メタラキシルM：0．18ppm   

きゅうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM∂％水和剤の  

1000倍希釈液を計4回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別  

紙1－1 30－5）  

メタラキシルM：0．10pprn、0．13ppm   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）．において、メタラキシル10％水和剤の  

1000倍希釈液を計4回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量注1）は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われ士いない。竺2）（別  

紙1－1 30－6）  

メタラキシル： 0．12ppm、0．24ppm   

㊧かぼちや   

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和剤の   

2000倍希釈液を計β回散布（ββ乱／10a）したところ、散布後14～30日の最大残留量注1）   

は以下のとおりであった。ただしニ上れらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別  
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紙1－1 31－1）  

メタラキシル：0．01ppm、0．01ppm   

かぼちゃ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤の  

1000倍希釈液を生育期に3回散布（300、293L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残   

留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－131－2）  

メタラキシル：0．05ppm、0．03ppm   

⑫すいか   

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル8％水和剤の800   

倍希釈液を計3回散布（250、300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量注1）は以   

下のとおりであった。（別紙1－1 32）  

メタラキシル：く0．01ppm、0．02ppm  

メロン  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルクタ％水和剤の  

2000倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後∫日の最大残留量注1）は以下  

のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－  

1 33－1）  

メタラキシル：0．23ppm、0．04ppm   

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルM3．3％水和剤の  

尻形倍希釈液を計3回散布（200、250L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別紙1－1 33－2）  

メタラキシルM：く0．01ppm、く0．01ppm   

⑲ほうれんそう   

ほうれんそう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、種子重量の0．5％相当の   

メタラキシル25％水和剤を種子に粉衣して播種したところ、播種後31～47日の最大残留   

量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－134－1）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm  

ほうれんそう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を  

播種時に1回全面土壌処理（9kg／10a）したところ、処理後59～69日、113～123日の最大  

残留量注1）はそれぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 34－2）  
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メタラキシル：く0．1ppm、0．32ppm  

⑮オクラ   

オクラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計3回、   

土壌表面散布（10kg／10a）、したところ、散布後1～14日の最大残留量注1）は以下のとお   
りであった。（別紙1－1 35）  

メタラキシル：0．10ppm、0．34ppm  

⑲しょうが   

しょうが（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計3   

回、土壌表面散布（20kg／10a）したところ、散布後30～60日の最大残留量注1）は以下のと   
おりであった。（別紙1－1 36）  

メタラキシル：0．30ppm、0．31ppm   

⑰葉しょうが   

葉しょうが（茎部・塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒   

剤を計3回、土壌表面散布（20kg／10a）したところ、散布後21～45日の最大残留量注1）は   

以下のとおりであった。（別紙1－1 37）  

メタラキシル：0．23ppm、0．19ppm   

⑲たらのき   

たらのき（芽部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、   

土壌表面散布（20kg／10a）したところ、散布後217日の最大残留量注1）は以下のとおりで   

あった。（別紙1－1 38－1）  

メタラキシル：〈0．01ppm   

たらのき（芽部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を計2  

回、土壌表面散布（20kg／10a）、したところ、散布後186日、229日の最大残留量注1）はそ  

れぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 38－2）  

メタラキシル：く0．01ppm、0．015ppm   

たらのき（芽部）を用いた作物残留試験（3例）において、メタラキシル2％粒剤を計2  

回、土壌表面散布（10kg／10a）したところ、散布後229日の最大残留量注1）は以下のとお  
りであろた。（別紙1－1 38－3）  

メタラキシル：〈0．01ppm   
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たらのきノ（芽部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を計2  

回、土壌表面散布（罰牧〆10a）したところ、散布後229日の最大残留量注1）は以下のとお  

りであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－138  

－4）  

メタラキシル：0．046ppm   

⑲うど   

うど（茎葉部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル8％水和剤の800   

倍希釈液を1回、根株瞬間浸漬後、伏込栽培した。浸漬処理後25日の最大残留量注1）は以   

下のとおりであった。（別紙1－1 39…1）  

メタラキシル：0．26ppm   

うど（茎葉部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル8％水和剤の800  

倍希釈液を1回、根株瞬間浸漬後、伏込栽培した。浸潰処理後25日の最大残留量注1）は以  

下のとおりであった。（別紙1－1 39－2）  

メタラキシル：0．26ppm   

うど（茎葉部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル8％水和剤の新形  

厚着界疹を1回、根株瞬間浸漬後、伏込栽培した。浸漬処理後25日の最大残留量注1）は以  

下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1  

－1 39－3）・  

メタラキシル：0．48ppm   

うど（茎葉部）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル8％水和剤の800  

倍希釈液を1回、根株瞬間浸漬後、伏込栽培した。浸漬処理後30日の最大残留量注1）は以  

下のとおりであった。（別紙1－1 39－4）  

メタラキシル：0．02ppm  

うど（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル8％水和剤の800  

倍希釈液を1回、根株瞬間浸漬後、伏込栽培した。浸漬処理後25～45日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。（別紙1－1 39－5）  

メタラキシル：0．2ppm、く0．1ppm   

⑲くわい   

くわい（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計2回、  
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湛水散布（6kg／10a）したところ、散布後21日、30日の最大残留量注1）はそれぞれ以下   
のとおりであった。（別紙1－1 40）  

メタラキシル：く0．05ppm、0．12ppm   

㊨温州みかん   

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル8％水和剤の   
卯の区希靡瀦を計2回散布（400、500L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）   

（別系氏1・－1 41－1）  

メタラキシル：0．04ppm、0．02ppm   

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル8％水和剤の  

郎仇仔希釈炭を計2回散布（400、500L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

（別紙1－1 41－2）  

メタラキシル：1．26ppm、1．66ppm   

⑫いちご   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を定植前   

に1回、畝面土壌混和処理（10kg／10a）したところ、処理後118日の最大残留量注1）は以   

下のとおりであった。（別紙1－1 42－1）  

メタラキシル：0103ppm   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を定植前  

に1回、畝面土壌混和処理し、メタラキシル2％粒剤をノ酢ルチ前土壌表面処理（10kg  

／10a）したところ、処理後63、89日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、  

これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－142－2）  

メタラキシル：0．13ppm、0．25ppm   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤の  

1000倍希釈液を計3回散布（ノβ♂久300L／10a）し、メタラキシル2％粒剤を土壌混和  

（10kg／10a）したところ、処理後77～109日、86～116日の最大残留量注1）は以下のと  

おりであった。ただし、これらの競験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－1  
42－3）  

メタラキシル：0．026ppm、0．146ppm  
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⑬ぶどう   

小粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシルガ％水和   

剤の1250倍希釈液を計1回散布（∫♂乱／10a）したところ、散布後44～β♂日の最大残留   

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

注2）（別紙1－1 43－1）  

メタラキシル：0．11ppm、0．14ppm  

大粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシルJ慧％水和  

剤の1250倍希釈液を計1回散布（プ♂乱／10a）したところ、散布後49～＆夕日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－1 43－2）  

メタラキシル：0．16ppm   

小粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2与％水和  

剤の1250倍希釈液を計2回散布（a仇九／10a）したところ、散布後44～∂り日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－1 43－3）  

メタラキシル：0．37ppm、0．08ppm   

大粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2タ％水和  

剤の1250倍希釈液を計2回散布（J♂仇／10a）したところ、散布後49～＆ヲ日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－1 43－4）  

メタラキシル：0．40ppm   

小粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシルガ％水和  

剤の2500倍希釈液を計2回散布（プ♂仇／10a）したところ、散布後45～80日の最大残留  

量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

注2）（別紙1－143－5）  

メタラキシル：0．15ppm   

大粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシルノ彷％水和  

剤の2500倍希釈液を計2回散布（ββ乱／10a）したところ、散布後49日の最大残留量注1）  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別  

紙1－1 43－6）  

メタラキシル：0．14ppm  
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⑲パッションフルーツ   

パッションフルーツ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％   

水和剤の1000倍希釈液を計3回全面散布（300L／10a）したところ、散布後30～45日の最   

大残留量注1）は以下のとおりであった。（別紙1－144）  

メタラキシル：く0．05ppm、〈0．05ppm   

⑬ホップ   

ホップ（乾花）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、   

株元処理（20g／株）したところ、処理後122、113日の最大残留量注1）はそれぞれ以下の   

とおりであった。（別紙1－1 45－1）  

メタラキシル：1．O ppm、0．6ppm   

ホップ（乾花）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、  

株元処理（20g／株）し、メタラキシルノタ％水和剤の〝♂7欝希釈液を計♂回散布（β♂β  

～ββ孔／10a）したところ、散布後17、12日▲の最大残留量注1）は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－145－2）  

メタラキシル：5．8ppm、20．O ppm   

ホップ（乾花）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、  

株元処理（20g／株）し、メタラキシルノタ％水和剤の〟β7欝希釈液を計β回散布（ノ〟  

～2♂玖β甜～〝乱／10a）したところ、散布後14～44日の最大残留量注1）は以下のとおり  

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内七行われていない。注2）（別紙1－145  

－3）  

メタラキシル：5．45ppm、8．63ppm  

みょうが  （代替）  

みょうが（花膏）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を計2  

回、土壌表面散布（ββねン／10a）したところ、■散布後30～37日の最大残留量注1）は以下のと  

おりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－1  

46－1）  

メタラキシル：1．02ppm   

みょうが（花菅）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を計2  

回、土壌表面散布（10及びβ伽〆10a）したところ、散布後27日の最大残留量注1）は以下の  

とおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－1  

46－2）  
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メタラキシル：0．64ppm   

みょうが（花膏）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、  

土壌表面散布（β肱g／10a）したところ、散布後30～37日の最大残留量注1）は以下のとおり  

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1－146  

－3）  

メタラキシル：0．60ppm   

みょうが（花蓄）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を1回、  

土壌表面散布（20kg／10a）したところ、散布後30～37日の最大残留量注1）は以下のとおり  

であった。（別紙1－1 46－4）  

メタラキシル：0．44ppm   

みょうが（花菅）を用いた作物残留試験（1例）において、メタラキシル2％粒剤を計4  

回、土壌表面散布（20kg／10a）したところ、散布後28～62日の最大残留量注1）は以下のと  

おりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）（別紙1～1  

46－5）  

メタラキシル：1．16ppm   

みょうが（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル2％粒剤を計2  

回、土壌表面散布（20kg／10a）したところ、散布後39～73日、28～62日の最大残留量注1）  

はそれぞれ以下のとおりであった。（別紙1－1 46…6）  

メタラキシル：0，35ppIn、0．30ppm（同圃場）   

⑰葉ねぎ   

葉ねぎ（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤の   

1000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～31日の最大残留量注1）   

は以下のとおりであった。（別紙1－1 47）  

メタラキシル：く0．01ppm、く0．01ppm   

⑲根深ねぎ   

根深ねぎ（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、メタラキシル10％水和剤   

の1000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～31日の最大残留量   

注1）は以下のとおりであった。（別紙1－148）  

メタラキシル：く0．005ppm、0．011ppnl  
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なお、これらの国内で実施された作物残留試験成績の結果の概要を、別紙1－1に、海  

外で実施された結果の概要を別紙1－2にまとめた。  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を  

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試鹸）を実施し、それぞ  

れの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない   

条件を斜体で示した。  

7．家畜における残留試験  

米国及びカナダにおいて、 畜産物に係る基準値が設定されている。   

① 泌乳山羊における代謝試験  

フェニル環を14c標識したメタラキシルを、飼料中濃度として76．9ppmに相当する   

濃度でβ日間にわたり泌乳山羊に強制経口投与した代謝試験において、各組織中に認  

められた主要代謝物の濃度は、次表のとおりである。  

表．メタラキシル及び主要代謝物の各組織中の濃度（ppm）  

肝臓   腎臓   乳汁   

1．37   1．06   0．066   

0．185   

0．007   0．034   0．110   0．363   0．003  

B  0．004   0．011＊  0．007   0．070＊   0．029   0．003  

0．004   0．029   0．025   

0．006   0．007   0．022   

L   0．006   ＊   0．014   ＊   

－：検出せず  （♪肝R提出資料 通R－90078より）  

＊印欄の代謝物Bには、代謝物Lが含まれる。   

＊＊JMPRでは、乳汁中に代謝物Hの脂肪酸抱合体が0．058ppm含まれるとしている。  

（代謝物の略号）  

代謝物B（Cas96258－85－4）   

2－［（3－ヒドロキシー2，6－ジメチルフェニルト（2－メトキシアセチル）アミノ］プロピオン酸メチルエ   
ステ／レ  
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代謝物Cl（Cas75596－99－5）   

2－［（2，6－ジメチルフェニルト（2－メトキシアセチル）アミノ］プロピオン酸  

代謝物D（CaslO4390－55－8）   

2－［（2，6－ジメチルフェニル）－（2－ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸  

代謝物E（Cas85933－49－9）   

2－［（2－ヒドロキシメチルー6－メチルフェニル）－（2－メトキシアセチル）アミノ］プロピオン酸メチル   

エステル  

代謝物H（Cas66637－79－4）   

2一［（2，6－ジメチルフェニル）－（2－ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸メチルエステル  

代謝物L（Cas29183－14－0）   

〃－（2，6－ジメチルフェニルト2－ヒドロキシアセトアミド  

② 乳牛における残留試験  

乳牛に対して、飼料中濃度として、75ppmに相当する濃度のメタラキシルを28日  

間にわたって混餌投与し、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳汁に含まれるメタラキシル及び  

代謝物を、2，6－ジメチルアニリン（2，6－DMA）に分解しメタラキシル当量に換算して残  

留量が測定されている（定量限界：0．01～0．1ppm）。  

表．乳牛における残留濃度（ppm）  
混餌投与濃度  

投与期間  
分析部位   ppm（1頭当り のメラキシル量  

タ摂取 mg／day）      1日  13日  14日  20日  21日  27日  

腰 肉   
0  （0）  ＜0．05  

75（1500）  0．09  ＜0．05  

0  （0）  0．06※  
腿 肉  

75（1500）  0．15  0，07  

脂肪   0  （0）  ＜0．05  

（大網）   75（1500）  ＜0．05  ＜0．05  

脂肪   0  （0）  

（腎周囲）   75（1500）  ＜0．05    く0．05            ＜0．05  
0  （0）  ＜0．10  肝 臓  
75（1500）  0．96  0．14  

腎 臓   
0 （0）  ＜0．10  

75（1500）  5．4  0．12  

0  （0）  ＜0．01  ＜0．01  
乳 汁  

く0．01  

75（1500）   0．02   ぎ 0．02   0．02  0．02  

※ 検出理由は不明であるが、分析試料の汚染と推察されている。  （JMPR提出資料 ABR－82052より）  

筋肉で0．06～0．15ppm、肝臓で0．12～0．96ppm、腎臓で0．11～5．4ppm、乳汁で0．02  

ppmの検出が認められ、脂肪での検出は認められていない。  

カナダでは、給餌量と最大理論的飼料由来負荷（MTDB）＊に基づいて、乳牛等の腎臓の  

残留基準を0．85ppm（代謝物を含む）と設定している。米国では、同様の試験成績と栄  

養バランスを考慮した飼料（RBD；ReasonablyBalancedDiet）に、未同定代謝物を考  
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慮した補正を加えて、飼料負荷（DietaryBurden）を乳牛44ppm、肉牛23ppm及び豚10ppm  

と算出し、肝臓及び腎臓の残留基準を0．4ppm（代謝物を含む）と設定している（EPA  

Memorandum2007年4月19日 DP No．337966）。また、残留飼料を経由した乳汁中にお  

ける残留につし†ては0・02ppmを超える可能性がないとして、残留基準値を0・02ppmに設  

定している。  

なお、農林水産省から稲わら及び粗発酵餌料の指導基準値案として、それぞれ0．5ppm  

及び0．2ppmが示されており、これら値を用いて、メタラキシル及び2，6－DMAに変換さ  

れる代謝物の肉類、乳類及び卵類における推定残留値を試算したところ、いずれも  

0．01ppm未満と推定されている。  

＊‥最大理論的飼料由来負荷（MaximumTheoreticalDietaryBurden；MTDB）：飼料として用いられる全て  

の飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露され  

うる最大量を示す。飼料中残留濃度として表示される。（参考：Residue Chemistry Test Guidelines  

OPPTS860．1480Meat／Milk／Poultry／Eggs）  

8．産卵鶏における試験  

（∋産卵鶏における代謝試験  

フェニル環を14c標識したメタラキシルを、飼料中濃度として100ppmに相当する  

濃度で4日間にわたり産卵鶏に強制経口投与した代謝試験において、 各組織中に認め  

られた主要代謝物の濃度は、次表のとおりである。  

表．メタラキシル及び主要代謝物の各組織中の濃度（ppm）  

分析部位  胸肉  腿肉  脂肪  肝臓  腎臓  心臓  砂嚢   

14c濃度  0．554  0．674  0．254  1．391  1．472  0．568  1．416   

メタラキシル   0．002  0．018  ′0．264  0．016  0．009   

代謝物＊  J  0．099  0．146  0．001  0．167  0．148  0．062  0：266  0．028    0，044  

D  0．237  0．075  0．012  

E  0．011  0．004  0．013  0．010  0．007  0．006  0．046  0．008  

H  0．009  0．019  0．030  

ト 0．011    0．014  

ー：検出せず  （JMPR提出資料ABR－90077より）  

＊JMPRでは、代謝物P（Plと異性体P2の和）が、腿肉に0．312ppm、脂肪に0．018ppn、卵黄に   

0．072bpm、卵白に0．056ppmみられ、主要代謝物としている。  

（代謝物の略号）  

代謝物D（CaslO4390－55－8）  
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2－［（2，6一ジメチルフェニル）－（2－ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸  

代謝物E（Cas85933r49－9）   

2－［（2－ヒドロキシメチルー6－メチルフェニル）－（2－メトキシアセチル）アミノ］プロピオン酸メチル   
エステル  

代謝物H（Cas66637－79－4）   

2－［（2，6一ジメチルフェニル）－（2－ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸メチルエステ／レ  
代謝物Ⅰ   

2－［（2－カルポキシー6－メチルフェニルト（2一メトキシアセチル）アミノ］プロピオン酸メチルエステ   
ル  

代謝物J（CaslO4390－56－9） 

2－［（2－カルポキシー6－メチルフェニルト（2一メトキシアセチル）アミノ］プロピオン酸  

代謝物P1   

2－［（2－カルポキシー6－メチルフェニル）－（2－ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸  

代謝物P2   

2－［（2－カルポキシー6一メチルフェニル）－（2－ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸（Plの異性体）  

② 産卵鶏における残留試験  

産卵鶏に対して、飼料中濃度として、1，5，5ppmに相当するメタラキシルを28日  

間にわたって混餌投与し、筋肉、脂肪、肝臓及び鶏卵に含まれるメタラキシル及び代謝  

物を、2，6－DMAに分解しメタラキシル当量に換算して残留量が測定されている（定量限  

界：0．05～0．1ppm）。  

表．産卵鶏における残留濃度（ppm）  
メタラキシ′レ  

の混餌投与  
投与期間  

分析部位 

濃度（ppm）      7 日  14日  21日  28日   

0   ＜0．05  ＜0，05  

胸肉＋腿肉             1．5   ＜0．05  く0．05  ＜0．05  ＜0．05  

5，0   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05   

0   ＜0．05  ＜0．05  

脂肪  1，5   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

5．0   ＜0．05  ＜0，05  ＜0．05  ＜0．05   

0   ＜0．1  ＜0．1  

肝臓  1．5   ＜0．1   ＜0．1   ＜0．1   ＜0．1  

5．0   ＜0．1   ＜0．1   ＜0．1   ＜0．1   

0   ＜0．05  ＜0．05  

鶏卵  1．5   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

5．0   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

（メーカー資料 Project Number409006より）  

各組織中のメタラキシルの残留は、いずれの混餌投与濃度、いずれの時期において  

も 定量限界未満とされている  
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①の産卵鶏の代謝試験において、 フェニ′「環を14c標識したメタラキシルを、飼料  

中濃度として100ppmに相当する濃度で、4日間にわたって強制経口投与し、筋肉、脂  

肪、肝臓、腎臓及び鶏卵に含まれる放射能をメタラキシル当量に換算して残留量が測定  

されている。  

表．産卵鶏における残留放射能濃度（ppm）  

ラキシル相当ppm）   

腱肉   0．674   

0．254   

砂嚢   1了416   

心臓   0．568   

皮膚及び付着脂肪   0．318   

分析部位   投与1日  投与2日  投与3日  投与4日   

卵黄   0．138   0．206   

卵白   0．127   0．166   0．160 0．179  

①の産卵鶏の代謝試験成績から一部を再掲（JWR提出資料 膿R－90077より）  

筋肉で0．554～0．674ppm、脂肪で0．254ppm、肝臓で1．391ppm、腎臓で1．472ppm、  

卵黄、卵白でそれぞれ0．014～0．206ppm、0．127～0．179ppmの検出が認められている  

が、米国及びカナダで飼料作物を含む農作物に設定されている残留基準の最大値は、  

20ppmとなっている。   

カナダでは、給餌量と最大理論的飼料由来負荷（MTDB）＊に基づいて、産卵鶏の腎臓の  

残留基準を0．7ppm（代謝物を含む）と設定している。米国では、同様の試験成績と栄養  
バランスを考慮した飼料（RBD；ReasonablyBalancedDiet）に、未同定代謝物を考慮  

した補正を加えて、飼料負荷（Dietary Burden）を10ppmと算出し、肝臓及び腎臓の残  
留基準を0．4ppm（代謝物を含む）と設定している（EPAMemorandum2007年4月19  

日 DP No．337966）。また、両国とも飼料を経由した鶏卵中における残留については  
0．05ppmを超える可能性がないとして、残留基準値を0．05ppmと設定している。  

■：最大理論的飼料由来負荷（MaximumTheoreticalDietaryBurden；MTDB）：飼料として用いられる全て  

の飼料品目に残留基準まで残留している七仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露され  

うる最大量を示す。飼料中残留濃度として表示される。（参考：ResidueChemistry Test Guidelines  

OPPTS860．1480Meat／Milk／Poultry／Eggs）  

40   



9．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、   

平成15年7月1日付け厚生労働省発食安第0701015号及び平成19年5月22   

日付け厚生労働省発食安第0522004号により 食品安全委員会あて意見を求めた   

ところ、メタラキシル及びメタラキシルMに係る食品健康影響評価について、以下のとお   

り評価されている。  

無毒性量：2．2mg／kg体重／day  

（動物種）  ラット  

（投与方法）   混餌（メタラキシル）  

（試験の種類） 慢性毒性／発がん性併合試験  

（期間）  2年間  

安全係数：100  

体重／da  ADI：0．022 m   

10．諸外国における状況  

2002年にJMPRの毒性評価が行われ、国際基準は、メタラキシルについて、穀類、   

大豆、ラッカセイ、てんさい、キャベツ、たまねぎ、にんじん等に設定されている。  

米国、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド及び欧州連合（EU）について、   

残留基準値を調査したところ、米国において小豆類、ばれいしょ、だいこん、ねぎ、   

トマト、核果類、いちご、ブルーベリー、ナッツ類、かんきつ類、ぶどう、畜産物等に、   

カナダにおいて小麦、大豆、てんさい、キャベツ、はなやさい、エンダイブ、レタス、   

アスパラガス、にんじん、かぼちや、ほうれん草、りんご、アボガド、ひまわり（種子）、   

畜産物等に、オーストラリアにおいて仁果、パイナップル、マタデミナッツ等に、ニ   

ュージーランドにおいてペリー類等に、EUにおいてたまねぎ、ニンニク、かんきつ   

類、茶等に、残留基準値が設定されている。 いずれの国及び地域においても、現段階で   

は、メタラキシルの基準値がメタラキシルMにも適用されるものとなっている。  

11．基準値案  

（1）残留の規制対象   

①農産物  

メタラキシル及びメタラキシルM本体   

②畜産物  

メタラキシル及びメタラキシルM並びに代謝物Dをメタラキシル及びメタラキシル   

Mに換算したものの和   

植物体内運命試験において、水稲、レタス、水稲茎葉、ぶどう果実、ばれいしょ塊茎から、  

代謝物E（CAS85933－49－9）が、遊離体と糖抱合体の合計で、総残留放射能（TRR）の  
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10～20％検出されているが、動物体内運命試験の代謝物としても認められ、親化合物よ  

りも毒性が低いと示唆されることから、農産物の規制対象には代謝物を含めないことと  

した。   

一方、米国及びカナダの基準値を参照した農作物については、代謝物を含む残留値と  

して運用されていることから、親化合物の残留値とするため、植物体内運命試験成績か  

ら、親化合物と2，6－DMAに変換されると推測される代謝物の合計に対する親化合物の推  

定最大割合と推測される0．7（1／1．5）を乗じ、一律基準を超える値について、下2桁目  

を切り上げてメタラキシル及びメタラキシルM本体相当の基準値を設定した。  

畜産物については、カナダ及び米国において基準が設定されており、分析対象に代謝  

物が含まれている。泌乳山羊の組織中の主要残留物は、筋肉、肝臓及び脂肪で代謝物D  

（CASlO4390－55－8）、腎臓で代謝物E（CAS85933L49－9）、乳で代謝物H（CAS66637L79」4）  

の脂肪酸抱合体とされ、親化合物の検出は認められていない。産卵鶏においては、肝臓、  

腎臓及び卵白で代謝物］（CASlO4390－56－9）及びDが主要代謝物とされ、親化合物以  

上の検出もみられている。毒性については、Plと 

も、親化合物を上回る毒性は認められていない。同試験成績の評価を行ったJMPRで  

は、メタラキシルの残留量について、検出されないか又は一過性に検出されるものとし  

て、現時点では、畜産物への基準設定は行われていない。   

親化合物の検出が認められた組織等は鶏の一部に限定されており、親化合物は残留  

の指標にならないことも考えられることから、2004年のJMPRの評価、カナダの規制  

対象として代謝物を含めた基準設定が行われていることを考慮し、また、他の農薬の残  

留との量り込みの観点から分析対象を限定することが妥当と考えて、畜産物の規制対象  

をメタラキシル及びメタラキシルM並びに代謝物Dとした。米国の基準値は、カナダで  

の親化合物及び2，6－DMAに変換されると推測される代謝物のほか、2－ヒドロキシメチル  

ー6－メチルアニリン山側A）部分を有する代謝物や未同定代謝物を含め、すべてを2，6－DMA  

関連物質と仮定し、残留値を同定率で補正して、代謝物を含めたメタラキシル相当量の  

基準値として運用しているものと推察される。カナダの基準値は米国で実施された同  

試験成績を基に評価を行ったものとされており、基準設定に当たり、カナダの基準値を  

参照する際、動物体内運命試験成績から、親化合物と2，6－D仙1に変換されると推測され  

る代謝物の合計に対する親化合物と代謝物Dの推定最大割合と推測される0．2～0．3の  

係数（家畜について0．3、家きんについて0．2）を乗じ、一律基準以上の値について、  

端数を切り上げて、メタラキシル及びメタラキシルM相当の基準値（代謝物Dを含む）  
として設定した。  

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、農産物中の  

暴露評価対象物質として、メタラキシル及びメタラキシルM（親化合物のみ）を設定し  

ている。  

（2）基準値案  

別紙のとおりである。  
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（3）暴露評価   

各食品について基準値実の上限までメタラキシル及びメタラキシルM（畜産物にお   

いては、代謝物Dを含む）が残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき   

試算される1日当たりに摂取する農薬の量（理論最大一日摂取許容量（TMDI））の   

ADIに対する比率は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参頗。   

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全く   

ないとの仮定の下に行った。  

TMDI／ADI（％）▲注）   

国民平均   31．6   

幼小児（1～6歳）   64．4   

妊．婦   2 7．0   

高齢者（65歳以上）   2 9．0   

（4）暴露評価   

本農薬については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品   

一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、   

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

メタラキシル及びメタラキシルMの国内作物残留試験一覧表  

試農  試験条件  最大残留暮（pph）  

農作物  圃場数  【メタラキシル  
剤型   使用t・使用方法   ／メタラキシルM】   

水稲   メタラキシル  500ppm種子浸漬  
25％水和剤＋  ＋育苗箱処眉   134日  圃場A：く0．01（＃）   

2  メタラキシル  2回  

（玄米） 2％粒剤   80g／箱  142日  圃場B：く0．01は）   

メタラキシル  500pp血種子浸清  
水稲  25％水和剤＋  ＋育苗箱処理  93日  圃二黒人：く0．01  

2  
メタラキシ／レ  ＋湛水散布（2回）   

2％粒剤十  
4回  

（玄米）  
メタラキシル  80g／箱＋  

2％粒剤  12．5kg／10a（2回）  70日  圃場B：0．02   

水稲  メタラキシル 0．5％粉剤十  一瞥日  圃場A：0．【略（＃）  

2  

メタラキシル  湛水散布（2回）   

‡  

4％液剤＋  
J回  

メタラキシル  きg／箱＋  
（玄米）  2％粒剤  500■L／箱（ク回）＋  一昔日  開場B：0．028（‡）   

帥g／108（2回）  

だ、ず   
2   

メタラキシル   粉衣   143日  圃場A：く0．005   

15％水和剤   
1回  

（乾燥子実）  種子王土？0．5％  130日  圃場8：く0．005   

だいず   
2   

メタラキシル   500倍散布   21日  圃場A：く0．仙5   

10％水和剤   
3回  

（乾燥子実）  200L，100L／10a  21日  圃場B：く0．005   

あずき   
2   

メタラキシル   500倍散布   
21日  圃場A：0，014   

3回  

Ⅰ  

（乾燥子実）  10％水和剤   120，2DOL／10a  21日  紬斗8：0．028   

ぱれいし上   
2   

メタラキシル   1000借散布   
ββ  h場Å：く0．05（＃）   

す虐7  

Ⅰ  

（塊茎）  
ガ％水和剤   100，500L／10さ  14日  胃場B：0．06は）   

ばれいし上   
2   

メタラキシ／ル   1000借散布   7日  圃場A：0．11（＃）   

ガ％水和剤   
β厨  

（塊茎）  100．500L／10a  7日  円場B：0．16（＃）   

ばれいし上   メタラキシルM  7．14，21日  圃場A：／く0．01（‡）   
2  42％水和剤   3回  

（塊茎）  （フロアプル）   150L／108  7，14，21日  圃場8：／0．01（＃）   

こんにやくいも   
2   

メタラキシル   作条処理   139日  圃場Å：0．01   

1．5％粉剤   
l回  

（球茎）  10，20kg／10a  168日  囲場B：0．02   

こんにゃくいも   
2   

メタラキシル   全面土壌混和   139日  圃場A：0．01   

1．5％粉剤   
l回  

（球茎）  20kg／108  168日  周場8：0．06   

こんにやくいも   149日  圃場Å：く0．008   
1回  

Ⅰ  

（球茎）  

2   メタラキシソレ   
植付時全面土壌混和  

15kg／10a  158日  声場B：く0．008   

こんにゃくいも  棟付時柾溝処理  149日  圃場A：く0．008  

（球茎）   3   メタラキシル  
2％粒剤  5kg／10a   1回  158日  圃場B：く0．008  

141日  陣場C：く0．008   

こんにやくいも   
2   

メタラキシル   植付時植溝処理   149日  開場A：く0．008   

2％粒剤   
l回  

（球茎）  10kg／108  158日  圃闇拍：く0．008   

こんにやくいも  種付時植溝処理＋  ＝4日  圃場A：く0．008（‡）  

（球茎）   
3   メタラキシ／レ  

2％粒剤  培土時株元散布  2回  133日  陶場B：く0．∝）8（‡）  

5kg／10a＋5kg／10a  103日  市場C：く0．㈹8（‡）   

こんにやくいも 15l．158，165日  圃場Å：く0．05   

2   メタラキシ／レ   

培土時土壌表面散布   
1回  

（球茎）  5kg／10a  99，106．113日  葦場B：く0．05   

さとうきび   メタラキシル   植藩士壌混和   243日  圃場A：く0．01   

0．5％粉剤   
l回  

（茎紡）  5kg／10a  243日  印場8：く0．01   Ⅰ  
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試験  試験条件  
農作物  

最大残留t（pptl）  

圃場数  剤型   使用▲・使用方法   
【メタラキシル  

／メタラキシルM】        回数  経過日数   

だいこん   
2   

メタラキシ／レ   粉衣   47日  開場A：く0．04   

25％水和剤   
1回  

（根知）  種子重tの0．5％  64日  細場8：〈0．04   

だいこん   メタラキシル  播種時作粂土壌混和処理   53日  飯場Å：0．03   

2  2％粒剤   1回  

（根部）  9kg／10a  50日  圃場B：0．05   

だいこん   
2   

メタラキシル   粉衣   47日  圃場Å：く0．04   

25％水和剤   
1回  

（葉部）  種子重量の0．5％  64日  圃場B：く0．04   

だいこん   メタラキシル  播種時作粂土壌温和処理   53日  圃場A：0．04   

2  2％粒剤   ll司  

（葉部）  9kg／10a  50日  圃場B：0．05   

かぶ   メタテキシル  播種時全面土壌混和処理   91日  圃場▲：く0＿1   

2  2％拉剤   】r可  

（根部）  10kg／10a  85日  圃場Bこく0．1   

かぶ   メタラキシル  播種時全面土壌混和処理   91日  圃儲虹：く0．l   

2  2％粒剤   1回   

（葉部）  10kg／10a  85日  陶場B：〈0．1   

わさびだいこん  
（西I羊ワサビ）   2   

メタラキシル   500倍散布   14日  臨場Aニく0．02   

10％水和剤   
3回  

（根部）  400．2〔粕L／10a  14日  圃場B：0．03   

はくさい   
2   

メタラキシソレ   1000借散布   7．14，21日  ㈲場人：0．20（＃）   

25％水和剤   
2回  

（茎葉）  200，500L／10a  ナ，14，21日  珊場B：0．148（＃）   

はくさい   メタラキシ／レ   10拍倍散布   7，14，Zl日  圃場Å：0．07Ⅰ（葺）※   

25％水和剤   
4【司  

（茎葉）  200，500L／10a  7，14．21日  圃場B：0．21（ヰ）   

はくさい   
2   

メタラキシル   1000倍散布   7．14，21日  圃場Aこ 0．14（諸）   

25％水和剤   
6回  

（茎葉）  200，500L／10a  7．14，21日  圃場B：D．159（＃）   

／さぐきい   メタラキシル  粉衣（1回）＋800倍散布（3回）   7日  圃場Å：0．020   
2  4回  

（茎兼）  β％水和剤  種子重tの0．5％＋200L／10a  7日  圃場B：0．088   

はくさい   メタラキシルM  500倍散布   7，14日  圃欄h：／0．02（‡〉   
2  33ウ（水和剤  3回  

（茎葉）  （フロアプル）   220，250～300L／10a  7，14日  圃場B：／0，03（ゴ）   

キャベツ   
2   

メタラキシル   粉衣   83日  開場A：く0．01   

Z5％水和剤   
l回  

（葉球）  種子重量の0．5％  115日  圃場B：く0．01   

キャベツ  
2   

メタラキンル   1000倍散布   
30日  臨場A：0．02   

10％水和剤   
3回  

（菓球）  200，200～250L／10a  30日  圃場B：0．06   

こまつな   メタラキシル  播種前全面土壌混和処理   21日  圃場A：0．20   

2％粒剤   
l回  

（茎葉）  10kg／10a  21日  臨場B：0．44   

みずな   
2  メタラキシル   

全面土壌混和処理   21日  圃場A：1＿02   

2％粒剤   
1回  

（茎葉）  10kg／10a  21日  閂揚B：0．40   

チンケンサイ   
2   

メタラキシル   全面土壌混和処理   25日  圃場A：0．52  u   

2％粒剤   
l回  

（茎葉）  9kg／108  25日  圃場B：0．16   

ブロッコリー   
2  メタラキシル   

1000借散布   21日  圃場A：く0．1   

10％水和剤   
3回  

（花書）  300，100～280L／10a  21日  圃場8：くb．ol  

ひろしまな  

（その他のアブラナ科野菜）  2  メタラキシル   
600倍散布   7日  圃場A：0．26   

8％水和剤   
1回  

（茎葉）  150L／10a  7日  圃場B：0，25  

タテサイ  
（その他のアブテナ科野菜）  2   メタラキシル   全面土壌混和処理   28日  圃場Å：0．26（‡）※   

2％粒剤   
1回  

（茎葉）  9kg／10a  28日  声場B：く0，05（‡）  

一  

3      一  
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試験  相集件  最大残留t（pp■l）  

農作物  ¶場数  【メタラキシル  
剤型   使用暮・使用方法   ／メタラキシルM】  

たまねぎ   
2   

メタラキシソレ   1000倍散布   
7，14，21日  祉♯Aニく0．01   

25％水和剤   
5回  

（鱗茎）  1（氾，200L／10且  7，14．21日  胃場B：0．028 ※   

たまねぎ 
2   

メタラキシル   湿粉表   166日  圃場▲：く0．01   

25％水和剤   
1回  

（鱗茎）  種子重tの0．5％  245日  圃場B：く0．01   

たまねぎ   メタラキシル  7．14日  圃場A：く0．01   

2  ㍑％水和剤＋   4回  

（隼茎）  
8％水和剤   種子重量の0．5％＋  

100，150L／10a  7．1－1日  印場B：く0．01   

たまねぎ   
2   

メタラキシル   8倍空中散布   
7日  圃場▲：く0，Ol   

10％水和剤   
3回  

（鱗茎）  1．5・－1．8L／108  7日  印場B：く0．01   

たまねぎ   メタテキシルM  珊鱒布  7日  渾場▲：／く0．01（‡）   
2  3：i％水和剤  

（鱗茎）  （フロアプル）   3∞，208L／108  
3回  

7日  印場B：／く仇01（＃）   

ねぎ   メタラキシルM  棚散布   14日  圃場▲：／0．02（射   
2  3：l％水和剤  

（茎葉）  （7ロアブル）   3（札200L／10a  14日  円場B二／0．03（弟   

根深ねぎ  
（ねぎ）   2   

メタラキシソレ   l000借散布   14，21，30日  臨場人：く0．∝略   

10％水和剤   
3回  

（葉）  150L／10a  14，21，30日  閉場B：く0．005 

葉ねぎ  
（ねぎ）   2   

メタラキシル   1∝嘲菩散布   14，2l．30日  開場A：く0．01   

10％水和剤   
3回  

（茎葉）  15DL／10a  14，21．31日  崗場B：く0．01  

らっき上う  
（その他のゆり科野菜）   メタラキシル   500借散布   

10％水和剤   
誕訂   21日  崗場A：く0．05（＃）   

（鱗茎）  150L／10a  

らっきょう  
（その他のゆり科野菜）   メタラキシソレ   500倍散布   

10％水和剤   
3回   186日  圃場A：く0．05   

（鱗茎）  150L／108  

らっき上う  
（その他のゆり科野菜〉   メタラキシル   750倍散布   

10％水和剤   
3回   186日  胃場A：く0．05   

（鱗茎）  150L／108  

らっきょう  
（その他のゆり科野菜）   メタラキシル   500倍散布   

10％水豹】剤  
現夢   30日  宙場A：0．17（＃）※   

（鱗茎）  300g／10a  

らっき上う  
（その他のゆり科野菜）   2   

メタラキシル   500倍散布   30日  円場Aニく0，1   

10％水和剤   
3回  

（鱗茎）  150．250L／10a  30日  鋼場B：く0．1   

にんじん   
2   

メタラキシ／レ   粉衣   107日  用場A：く0．01   

25％水和剤   
1匝】  

（根部）  種子王暮の0．5％  120日  圃場B：く0．01   

パセリ   
2   

メタラキシソレ   株元散布   22，32，41日  圃場人：0．22   

2％粒剤   
3回  

（展開葉）  10kg／10a  22，32，41日  圃場8：0．46  

パセリ   
2   

メタラキシル   抹元散布   28日  圃場A：0．40   

2％粒剤   
3回  

（展開葉）  20kg／108  22日  圃場B：0．56   

みつば   
2   

メタラキシル   800倍散布   
14日  印場A：0．74   

8％水和剤   
1回  

（茎葉）  150．100L／10a  14日  陣場B：く0．05  

せり  
（その他のせり科野菜）   2   

メタラキシル   湛水土壌全面散布   22日  縄場A：0．15   

2％粒剤   
1回  

（茎巣）  6kg／10a  21日  円場B：0．34  
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試験  試験条件  長大残留t（ppn）  

農作物  圃場数  【メタラキシ／レ  

剤型   使用暮・使用方法   ／メタラキシルM】        回数  経過日数   

トマト   
2   

メタラキシル   1（氾0倍散布   1日  圃場A：0，34（＃）   

（果実）  
25％水和剤   300，500L／10a  

5回  

1日  圃場B：0．31（キ）   

トマト   1000倍散布   1，3．7日  圃場▲：0．30（彗）   
2   メタラキシル  

25％水和剤   
7回  

（果実）  300．500Lノ10a  1，3．7日  圃場Bニ 0．30（＃）   

トマト   2  メタラキシルM   826倍散布   1，3，7日  圃場A：／0．Og（＃）   

4．2％水和剤   
4回  

（．果実）  Z69、Z58L／10a  1，3，7日  圃場B：／0．15（＃）   

トマト   ロ  メタテキシ／レM   1000倍散布   

5％水和剤   
3回  l，3，7日  圃場A：／0．12（＃）   

（果実）  190～270．260L／10a   

トマト   l  メタラキシルM   1000倍散布   

5％水和剤   
4回  】，3．7日  圃場A：／0．‖（＃）   

（果実）  190－270，260L／10a   

トマト   メタラキシル   】000倍散布   

10％水和剤   
3回  1．3，7日  圃場A：0．17   

（果実）  190～270，260L／10a   

トマト   メタラキシソレ   1000倍散布   

10％水和剤   
4回  l，3，7日  l司場A：0．30   

（果実）  190～270．260L／10a   

ミニトマト   
2   

メタラキシル   400倍散布   1日  圃場A：0．20   

8％水和剤   
3匝】  

（果実）  200，300L／10a  1日  圃場B：0．66   

ピーマン   
2   

メタラキシ′レ   1500倍株元誰注   1．3，7，14．21日  圃場A：0．86（‡） ※   

25％水和剤   
3回  

（果実）  400mL／株  l，3．7．14日  圃場B：0．44（毒）   

ピーマン   
2   

メタラキシル   1500倍株元濯注   1．3，7日  圃場A：0．40（葺）   

25％水和剤   
5回  

（果実）  400mL／抹  l，3，7，14日  圃場B：0．38（ヰ）   

3  ピーマン   
2   

メタラキシル   抹元散布   7日  廊場A：0．38（封   

2％粒剤   
3回  

（果実）  4g／枕  1日   圃場Bニ，0．05（＃）   

4  ピーマン   抹元散ノ帯   15日  圃場A：0．31（‡）   
2   メタラキシソレ  

2％拉剤   
3回  

（果実）  4g／株  3日  圃場B：D．60（‡）   

ピーマン   2  メタテキシルM   抹元散布   1．3．7日  圃場A：0．11   

1％粒剤   
3回  

（果実）  3g／抹  1．3．7日  圃廃B：0．10   

なす   
2   

メタラキシ／レ   1000借散布   1日  圃場Å：0．20   

10％水和剤   
4回  

（果実）  200，220L／10a  1日  圃場B：0．50   

2  なす   メタラキシルM   500惜散布   l，7，14日  圃場A：0＿08（＃）   

2  

3回  

（果実）  200．130一－150L／10a  1，7，14日  圃場Bニ 0．18（⇒）  

ししとう  
（その他のなす科野菜）   

株元散布   7日  圃場Å：0．08   
2   メタラキシソレ  

2％粒剤   
3回  

（果実）  3g／抹  1日  圃場B：0▼05   

きゅうり   メタラキシル   2000倍散布   1日  圃場A：0，16（‡）   

ガ％水和剤   
（果実）  200．500L／10a  1日  期場B：0．39（‡）   

2  きゆうり   
2   メタラキンル   

2000侶散葡   1，3．7日  圃場A二 0．20（＃）   

25％水和剤   
7回  

（果実）  ZOO．500L／10a  1，3，7日  匪：場B：0．50（＃）   

3  きゆうり   メタラキシノり止   826倍散布   1，3．7日  圃場Å：／0．12（‡）   

2  

3回  

（果実）  3DOL／10a  1，3．7日  閉場8：／0．17（＃）   

4  きゅうり   メタラキシルM   500倍散布   

ロ  3回  1，3，7日  圃場A：／0．18は）   

（果実）  22DL／10a   

5  きゆうり  2  メタラキシルM   10∝〉倍散布   1．3，7日  圃熟信／0．10（＃）   

5％水和剤  
4回  

（果実）  30【）L／10a  1．3．7日  蹄揚8：／0．13（め   

6  きゆうり   
2   

メタラキシソレ   1000倍散布   1，3，7日  圃場Å二 0．12（＃）   

10％水和剤   
4回  

（果実）  300L／10a  1．3，7日  円場B：0．24（＃）   
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試験  幹験条件  最大残留t（pp血）  
農作物  圃場数  【メタラキシ／レ  

剤型   使用暮・使用方法   ／メタラキシルM】        回数  経過日数   

かぼちゃ   
2   

メタラキシル   2000停散布   
14，21，30日  圃場A：0．01（＃）   

25％水和剤   
3回  

（果実）  300L／10a  14．21．30日  圃場8：0．01（＃）   

かぼちゃ   
2   

メタラキシル   1000停散布   
7日  圃場A：0．05   

10％水和剤   
3回  

（果実）  300．293L／10a  7日  輌場B：0．03   

すいか   
2  メタラキシル   

800倖散布   7日  鴇場九：く0．0l   

8％水和剤   
3回  

（果実）  250，300L／1（la  7日  宙場B：0．02   

メロン   
2   

メタラキシ／レ   2000借散布   
3日  閂場A：0．23（ゴ）   

ガ％水和剤   
3回  

（果実）  200L／10a  3日  陣場B：0．04（＃）   

メロン   2  メタラキシルM   占00倍数布   7，14日  丼場▲：／く0．01（＃）   

3．3％水和剤   
3回  

（果実）  300，25DL／10a  7，148  曙場B：／く0．01（＃）   

ほうれんそう   
2   

メタラキシル   粉衣   40，47日  圃場A：く0．01   

25％水和剤   
1回  

（茎葉）  種子王霊の0．5l  31，38日  廓場Bこく0．01   

ほうれんそう   メタラキシル  播種時全面土壌混和処理   59日  圃場A：く0．1   

2  2％粒剤   1回  

（茎葉）  9kg／10a  1ユ3日  陣場B：0．32   

オクラ   
2   

メタラキシル   土壌表面散布   1日  h場A：D．10   

2％拉剤   
3回  

（果実）  10kg／108  7日  鶏場B：0．34   

しょうが   
2   

メタラキシル   土壌表面散布   由日  囲場A：0．30   

2％拉剤   
3回  

（塊茎）  20kg／108  46日  臨場B：0，31   

葉しょうが  
（しょうが）   2   

メタラキシル   土壌表面散布   45日  圃場A：0．23   

2％粒剤   
3甲  

（茎軌塊茎）  20kg／108  30日  圃場B：0．19   

だいず   
2   

メタラキシル   粉衣   108日  圃♯A：く0．005（＃）   

15％水和剤   
l回  

（えだまめ）  種子重tの0．5％  100日  加場B：く0．005（‡）   

たらのき  
（その他の野菜）   メタラキシ′レ   土壌表面散布   

2％拉剤   
1回   217日  一戦場人：く0．01   

（茅部）  20kg／10a   

たらのき  
（その他の野菜）   2   

メタラキシル   土壌表面散布   186日  圃場A：く0．01   

2％鱒剤   
2回  

（井部）  20kg／10a  229日  開場B：0．D15   

たらのき  
（その他の野菜）   メタラキシル   土壌表面散布   

2％拉剤   
Z回   229日  圃場A：く0．008   

（井部）  20kg／1Da   

たらのき  
（その他の野菜）   メタラキシル   土壌表面散布   

2％粒剤   
2回   229日  圃場▲：0，046   

（茅部）  30kg／10a   

うど  
（その他の野菜）  メタラキシ／レ  

8％水和剤   800倍根株瞬間浸漬   l回   25日  圃場A：0．26   
（茎葉）   

うど  
（その他の野菜）  メタラキシ′レ  

8％水和剤   800堆根株瞬間浸漬   l回   25日  圃場B：0．26   

（茎葉）   

うど  
（その他の野菜）  メタラキシル  

8％水和剤   400倍根株瞬間浸漬   1回   25日  圃場A：0．48（＃）   
（茎彙）   

うど  
（その他の野菜）  2   メタラキシル  

8％水和剤   800倍根株瞬間浸膚   l回  20，30日  圃場A：0．02  
（茎葉）  

うど  
（そわ他の野菜）   2   

メタラキシル   根株瞬間浸潰   25，35．45日  舛場A：0．2   

8％水和剤   
l回  

（茎葉）  800倍  25，35，45日  ■場8：く0．1  

くわい  
（その他の野菜）   2  メタラキシル   

湛水散布   21日  陣場▲：く0．05   

2％粒剤   
2回  

（塊茎）  6kg／108  30日  胃場針 0．12   
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農作物   試験  試験条件  最大残留量（pphl）  

圃場数  剤型   使用土・使用方法   
【メタラキシ／レ  

／メタラキシルM】        回数  経過日数   

†且州みかん   
2   

メタラキシル   御許散布   14日  圃場A：0．04（＃）   

8％水和剤   
2回  

（果肉）  400，500L／10a  14日  圃場B：0．02（＃）   

いちご   定植前畝面土壌混和処理＋  89日  圃場Å：0．13（＃）   

］  

2   メタラキンル  マルチ前土壌表面処理  2回  

（果実）  
10kg／10a（1回）＋  
10kg／10a（1回）  63日  圃場8：0．25（＃）   

いちご   メタラキンル  定植前畝面土壌混和処理   

2％粒剤   
1回   118日  圃場A：0．03   

（果実）  10kg／1Da   

いちご   メタラキシソレ  1000借散布（3回）＋  

2  

土壌混和（1回）   77日  圃場A：0．026   
10％水和剤十  4回  

（果実）  2％粒剤   1000，300L／10a＋10kg／10a  86日  圃場B：0．146   

ぶどう（小粒種）   

2   
メタラキシル   1250倍散布   45，60．80日  圃場A：0．11（＃）   

25％水和剤   
1回  

］  

（果）  300L／10a  44，5！），75日  圃場B：0．14（‡）   

ぷどう（大粒種）   メタラキシ′レ   1250借散布   

25％水和剤   
1回  49，64，83日  圃場A：0．16（＃）   

（果実）  300L／10a   

ぶどう（小粒種）   
2   

メタラキシル   1250借散布   45，60．80日  圃場A：0．37（‡）   

25％水和剤   
2回  

（果実）  300L／10a  44．59，75日  廊せB：0＿08（⇒）   

ぷどう（大粒種）   メタラキシル   1250借散布   

25％水和剤   
21司  49，64，83日  餉場A：0．ヰ0（‡）※   

（果実）  300L／10a   

ぶどう（止進達）   メタラキシル   2500倍散布   

25％水和剤   
2回   60日  圃場∧：0．15（考）   

（果実）  300L／10a   

ぷどう（太拉珪）   メタラキシル   2500倍散布   

25％水和剤   
2回   49日  圃場B：0．14（キ）   

（果実）  300L／10a   

ハツションフ／レーツ   

2   
メタラキシ／レ   1000借散布   30日  圃場A：く0．05   

10％水和剤   
3回  

（果実）  300L／10a  30日  圃場B：く0＿05   

ホップ   
2   

メタラキシル   株元処捜   122日  圃場A：1．0   
1回  

1  

（乾花）  

2％粒剤   
20g／株  113日  圃場B：0．6   

ホップ   メタラキシソレ  
枕元処理（‖司）＋  
500倍散布（4回）   17日  閻場A：5．8（‡）   

2  2％粒剤＋  

1  

5回  

（乾花）  
15％水和剤   20g／珠＋  

300～600L／10a  12日  圃場B：20，0（＃）※   

ホップ   枕元処理（1回）＋  

メタラキシル  500借散布（3回）   14．21．30，44日  圃場A：5＿45（＃）   

2  2％粒剤十  4回  
15％水和剤   2Dg／株寸  

（乾花）  150～200，350～700   14，21，30，44日  圃場B：8．63（‡）   

L／10a  

l且州みかん   
2   

メタラキシソレ   ∂♂q仔散布   14日  圃場A：1．26（＃）   

（果皮）  8％水和剤   
2回  

（その他のスパイス）  
400，500L／1Da  14日  圃場B：l．66（＃）  

みょうが  
（その他のハープ）   ロ  メタラキシル＊   土壌表面散布   

2回  30．37日  圃場A：1，02（＃）   

）  

（花書）  

2％粒剤   
30kg／1Da  

み上うが  
（その他のハープ）   ロ  メタラキシル＊   土壌表面散布   

2％粒剤   
2回   

（花書）  10およぴJクkg／10a  

み上うが  
（その他のハープ）   ロ  メタラキシソレ＊   土壌表面散布   

2％粒剤   
1回  30．37日  圃場Aニ0．60は）   

（花蒼）  30kg／10a  

み上うが  
（その他のハープ）   ロ  メタラキシル＊   土壌表面散布   

2％粒剤   
1回  30．37日  閉場A：0．44   

（花蕾）  20kg／10a  

みょうが  
（その他のハープ）   2  メタラキシル＊   土壌表面散布   

2％粒剤   
4回  28，47．62日  圃場A：1，16（＃）※   

（花書）  20kg／1Da  

みょうが  
（その他のハープ）   2  メタラキシル＊   土壌表面散布   73日  圃場Å：0．35   

2％粒剤   
2回  

（花書）  20kg／10a  28日  圃場A：0．30   
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試験  試験条件  最大残留1（pp血）  
農作物  帥場数  【メタラキシル  

剤型   使用t・使用方法   ／メタラキシルM】        回数  経過日数   

水稲   メタラキシル  500p叩種子浸漬＋  
25％水和剤＋  育苗箱処理   ′134日  胃♯A：く0，04（＃）   

2  メタラキシル  2回  

（稲わら）  2％粒剤   80g／箱  142日  ■揚8：く0．04（＃）   

500p叩種子浸潰＋  
水  メタラキシル  育苗箱処理＋  93日  声場A：0．01（＃）  

25％水和剤十  湛水散布（2回）   
2  メタラキシル  4回  

（稲わら）  2％粒剤  80g／箱＋12．5kg／10a（2回）  70日  胃場B：仇22（‡）   

水稲  メタラキシ／レ 0．5％粉剤＋  イ∫日  圃場A：0．2（＃）  

2  
メタラキシル  満水散布（2回）   

4％液剤十  
J回  

メタラキシル  8g／籍＋  
（稲わら）  2％粒剤  500nL／箱（g回）＋  イ∫日  圃場B：0．1（＃）   

60g／108（2回）  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※印た、基準設定根拠となった作物残留試験成績を上回る別の作物残留試験の残留値。  

メタラキシルMに係るみ上うがの作物残留試廟（＊印）は、既登録のメタラキシ／レと同じ剤型（粒剤）であり、投  
下薬量がメタラキシルの範囲内であるとして、メタラキシルの試験成績で代替されている。  

食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（案）「メタラキシル及びメタラキシ′川」に記載されている作物残留試験成績は、  
各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、  
上雷己の最大残留量の定義と異なっている 
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（別紙1－2）  

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）  

農作物   
試験  試験条件  
圃場数  剤型  使用土・使用方法   

最大残留値（ppm）           回数  経過日数   

インゲン  メタラキシル  

（種実）  25．2％乳剤   
圃場A：く0．05＊（＃）  

メタラキシル  
○小豆類   5％乳剤  

圃場B：く0．05＊（＃）  

5  

90  

25．2％乳剤   
圃場C：く0．05＊（＃）  

メタラキシル  

5％乳剤  
圃場D：く0．05＊（＃）  

メタラキシル  108  圃場E  
25．2％乳剤   圃場E  

メタラキシル  66  圃場A  
エンドウ  25．2％乳剤   圃場A  

（種実）  2♂Ibs．ai／A播種時、全面土壌散布  囲場B  

○えんどう   4♂Ibs．ai／A播種時、全面土壌散布  54  

7  

0．25Ibs．ai／A播種時、全面土壌散布  
0．25Ⅰ  

0．5Ibs．ai／A播種時、全面土壌散布  圃場E  

Z♂Ibs．ai／A播種時、全面土壌散布  圃 F  
89．  

メタラキシル  
5％粒剤   開場G  

リマ豆   メタラキシルM  0．1．Ibs．ai／A播種時   3  圃土A  
（種実）  4．7％水和剤  全面土壌散布  圃場Å  

2  B  
4  虞  圃場B  

4  圃場C  

2  圃場D  
圃場D  

○ばれいしょ   メタラキシル  メタラキシ／レ25．2％   4  圃場A  
（塊茎）  25．2％乳剤、  圃場A  〈0．05＊（＃）  

メタラキシル  圃場B  〈005＊（＃）  
8％水和剤  く0．05＊（＃）  

メタラキシル8％水和剤、生育期、茎葉処理  
メタラキシルM  

3                      圃場C：く0．05＊（＃）  

圃場C：く0．05＊（＃）  45．9％乳剤、  
または  く005＊（＃  

メタラキシルM  圃場D  く0．05＊（＃）  
タ  

3．96％水和剤   4  圃場E：く0．05＊（＃）  

2％乳剤  6ga．iノ10001inearfoot、  面惑豆  く0．05＊（＃）  

1回および  圃場F  く0．05，l＃  
メタラキシルM  面惑  く0．05＊（＃）  

3．96％水和剤、生育期、茎葉処理  
0．2Ib．a．i．／A、す回  

3                      圃場G：く0．05＊（＃）  

く0．05＊（＃）  

く0．05＊（＃）  
16  圃豪再  く0．05＊（＃）  

メタラキシル8％水和剤、生育期、茎葉処理  
0．2Ib．a．iノA、4回  

3  圃場Ⅰ＝くOtO5＊（＃）  

合計αβIb．a．iノA   圃場Ⅰ  く0．05＊（＃）  

圃場  く005＊（＃）  
く0．05＊（＃）  

4                        く005＊（＃  

く0．05＊（斡  

〈005＊（＃  

J  圃場L  〈0．05＊（＃）  
メタラキシルM  厘星軋  
3．96％水和剤、生育期、茎葉処理  
0・2I中一a二i・／A、4回、合計αβIb・乱i・／A  

3   圃場M   

開場Ⅳ  く0．05＊（＃  

4 
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農作物   試験  試験条件  
圃場数  剤型  使用量・使用方法   最大残留値（ppm）           回数  経過日数   

だいこん   メタラキシル  メタラキシル25．2％乳剤1．0Ib．ai／A   

（根部）  25．2％乳剤  
凰熟  024＊（＃  

こい」  およぴ   
（根部）  メタラキシル  ∫   7  

8．9％水和剤   

こい」  

（根部）  圃場C  0．28＊（＃）   
だいこん  メタラキシル  メタラキシル25．2％乳剤1．0Ib．ai／A   

（美都）  25．2％乳剤  
腰揚A  99＊ ＃）■  

13．3＊（＃）   

こい」  および   
（菓部）  メタラキシル  

5  

∫   
6  

7  

8．9％水和剤   

こいしん  
風教；  

（美都）  圃場C   

だいこん  メタラキシル  メタラキシル25．2％   

（葉部  25．2％乳剤  16  圃場A  ：0．16＊  
および  生育期、茎葉訝房  
根部）  2％乳剤   

乳剤、1．0Ib．a．iノA  16  圃場B：0．08＊  
生育期、茎葉訝有  
メタラキシル25．2％  
乳剤、1．0Ib．a．iノA  34   圃場C：0．09＊   
播種時⊥畝間散布  

トマト   メタラキンル  メタラキシル25．2％乳剤0．99Ib．ai／A   
（成熟果実）  25．2％乳剤  5  圃場A：0．18＊（＃）  

およぴ  

メタラキシル  匪揚A  
8．9％水和剤  4  腰湯B  

合計Z5げIb．ai／A  面惑云  
メタラキシル25．2％乳剤2．97Ib．ai／A  
2匡【土壌表面散布  5  圃場C：0．44＊（＃）  

6  

およぴ  
β  

メタラキシル8．9％水和剤0．75Ib．ai／A  圃場C  
廻築鼓露静痴  4  度盛D  
合計aタゼIb．ai／A  画豪6  

メタラキシル25．2％乳剤4．95Ib．ai／A  

2回土壌表面散布  5  圃場E：1．8＊（＃）  
および  
メタラキシル8．9％水和剤1．25Ib．ai／A  圃場E  

僻有  4  度数三  
合計ノ4タ▲Ib．ai／A  圃場F  

スナップ   メタラキシルM  メタラキシ／レM  圃場A  
エンドウ  49％乳剤  4粥乳剤、定植前、＝土壌表面散布  7  

（鞠および  串よぴ  0・5Ibs・ai／ん1回  圃場C  
種実）  メタラキシルM  およぴ  6  圃場D  

4．7％水和剤  7  圃場E  
○未成熟えんどう  

7  

2％乳剤   0  厘易F  
0，1Ibs．ai／A、2回  

∫  
‾‾‾  

合計α7Ib5・ai／A i㌻  面蔚  

0  風教≧  
6   厘薮  
圃場G         13  

6  圃嶺拍  
未成熟   メタラキシル  2♂Ibs．ai／A、   
インゲン  25．2％乳剤  全面散布  圃場Å：0．86＊（＃）   

（青刈）  メタラキシル  

ロ  62  
4  

25．2％乳剤   
圃場C：0．81＊（＃）  

メタラキシル  

5％粒剤  
圃場D：0．60＊（＃）  度堤む 圃場B：  ●●・ 0．52＊（＃）  



試験  
農作物  

圃場数   
試験条件  

剤型   使用量・使用方法   
最大残留値（ppm）           回数  経過日数   

未成熟   メタラキシル  ZβIbs．ai／A、   
大豆  25．2％乳剤  全面散布  

圃場A：0．11（＃）  

（青刈）  イ．♂Ibs．ai／A、  
65  

全面散布  
圃場B：0．11（＃）  

○えだまめ  6  
2βIbs．ai／A、  ロ  
全面散布  

64   

圃場E  
4．0Ibs．ai／A、  

全面散布  
59  圃場F：〈0．05（＃）   

ジンセン   メタラキシル  5％粒剤、0，75Ibs．ai／A   

（根茎）  25．2％乳剤  2回、0．5Ibs．ai／A、3回  
圃場A：2．3＊  

または  圃場A：2．5＊  

○その他の野菜  メタラキシ／レ  

5％拉剤   
圃場B：6．7＊（☆）  

2％乳剤  合計6．0Ibs．ai／A散布  開場B：1．2＊  
5％粒剤、0．75Ibs．ai／A  
2回、0．5Ibs．ai／A、3回  

圃場C：0．79＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場C：0．96＊  

圃場C           凰揚D          圃墓転  

5％粒剤、1．5Ibs．aiノA  
2回、1．0Ibs．ai／A、3回  9  

合計6．0Ibs．ai／A散布  

25．2％乳剤、0．75Ibs．ai／A  
2回、0．5Ibs．ai／A、3回  

圃場E：0．49＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場E：0．40＊  
5％粒剤、0，75Ibs．ai／A  
2回、0．5Ibs．ai／A、3回  

圃場F：0．40＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場F：0．54＊  
25．2％乳剤、0．75Ibs．ai／A  
2回、0，5Ibs．ai／A、3回  

圃場G：0．50＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  開場G：0．38＊  
5％粒剤、0．75Ibs．ai／A  

14  2回、0．5Ibs．ai／A、3回  ∫  圃場H：0．77＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場H：0．66＊  
5％拉剤、1．5Ibs．ai／A  
2回、1．0Ibs．ai／A、3回  圃場Ⅰ：1，2＊  

合計6．0Ibs．ai／A散布  

25．2％乳剤、0．75Ibs．ai／A  
2回、0．5Ibs．ai／A、3回  

圃場J：0．71＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場．丁：0．82＊  

5％粒剤、0．75Ibs．ai／A  
2匝Ⅰ、0．5Ibs．ai／A、3回  

圃場K：  

合計3．0Ibs．ai／A散布  7                                      画蕩k：   

5％粒剤、1．5Ibs．ai／A  
2回、1．0Ibs．ai／A、3回  圃場L：0．68＊  
合計6．0Ibs．ai／A散布  

25．2％乳剤、0．75Ibs．ai／A  
2回、0．5Ibs．ai／A、3回  
合計3．0Ibs．ai／A散布25．2％乳剤、0．75  圃場M：0，30＊  
Ibs，ai／A  

2回、0．5Ibs．ai／A、3回  
合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場M：0．30＊  
珊粒剤、0．75Ibs．ai／A  
2回、0．5Ibs．ai／A、3回  

圃場N：0．18＊  

合計3．0Ibs．ai／A散布  圃場N  0．22＊   

○も も   メタラキシル  8．0Ibs．ai／A   0  圃場A  〈005＊（＃）  
（果実）  25．2％乳剤  全面土壌散布3回  0．21＊（＃）  

2％乳剤  合計朗．♂Ibs．ai／A  14  
0，07＊（＃）  

26  
圃場A  

0■  

14  
0．07＊（＃）  

29   

4  
3  圃場B  0．11＊（＃）  

0  

0．48＊（＃）  
14  

0．23＊（＃）  

27   
16．0Ibs．ai／A  

0  

全面土壌散布3回  圃場D  0．90＊（＃）  

合計イ＆βIbs．ai／A  14  
0．42＊（＃）  

27   
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農作物   試験  試験条件  
圃場数  剤型   使用量・使用方法   回数  経過日数   

○あんず   メタラキシ／レ  8．0Ibs．ai／A   
（果実）  25．2％乳剤  0．52＊（＃）  

2％乳剤   14    058＊ ＃  
2  3   圃場  0．58＊（＃）  

16．0Ibs．ai／A  
全面土壌散布3回  

0    082＊ ＃  
0．76＊（＃）  

合計4＆♂Ibs．・ai／A  14    077＊ ＃  
圃場  0．55＊（＃）   

○すもも   メタラキシル  8．0Ibs．ai／A   
（果実）  

0  圃揚  
25二2％乳剤  全面土壌散布3回  

合計盆♂Ibs．ai／A  14  

30  
2  3  圃場  

16．0Ibs．ai／A  0  圃撮  

0  圃揚  

全面土壌散布3回  

合計4＆♂Ibs．ai／A  14  

30  
圃場  

○おうとう   メタラキシル  8．0Ibsai／A   
（果実）  25．2％乳剤  

0  

2％乳剤   合計朗．♂Ibs．ai／A  13  
く0．05＊（＃）  

30  
圃場A  く0．05＊（＃）  

15  間接B  012＊ ＃  
0．17＊（＃）  

31    012＊ ＃  
圃場B  0．12＊（＃）  

16．0Ibs．ai／A  
全面土壌散布3回  

15  圃場C：0，32＊（＃）  

合計4＆♂Ibs．ai／A  31  圃場C  0こ25＊（＃）  
8．0Ibs．ai／A  

全面土壌散布3回  
0  

0．24＊（＃）  
合計24♂Ibs．ai／A  14  

7  
3  

28   
圃場D  

16．0Ibs．ai／A  

全面土壌散布3回  
0  

合計尋＆βIbs．ai／A  14  

28   
圃場E  

8．0Ibs．ai／A  14  阻揚F  
全面土壌散布3回  

合計βま♂Ibs．ai／A  
2年            圃場F  

16．0Ibs．ai／A  14  圃場G  
全面土壌散布3回  

合計イ＆βIbs．ai／A  28  
圃場G：く0．05＊（＃）   

○いちご   メタラキシル  1．0Ibs．ai／A   

（果実）  25．2％乳剤  
圃場A：4．1＊（＃）  

2％乳剤   

合計ヱβIbs．ai／A  

メタラキシル  
50％水和剤   

圃場C：  2．6＊（＃）  

生育期2回散布  

合計ユβIbs．ai／Å  

3 3 0  

8  

25．2％乳剤  
圃場E：  3．2＊（＃）  

2％乳剤   

合計ヱ♂Ibs．ai／A  

メタラキシル  
50％水和剤   

圃場G：3．1＊（＃）  

生育期2回散布  
合計ユβIbs．ai／A  



試験  農作物  
圃場数   

試験条件  
剤型  使用量・使用方法   最大残留値（ppm）        回数  経過日数   

○ブルー   メタラキシル  3，62Ibs．ai／A   
ベリー  25．2％乳剤  帯状土壌散布1回  

0  

（果実）  土壌濯注1回  18  
合計スヱ漫Ibs．ai／A  

34  
圃場  

7．24Ibs．ai／A  
帯状土壌散布1回  

0  圃場B：1．53＊（＃）  

土壌濯注1回  ユ8  

合計ノダ，イ♂Ibs．ai／A  34  圃場  
3．62Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  国法  

土壌濱注1回  16  
合計724Ibs．ai／A  

31  
圃場C  

3．62Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1匝】  
0  圃纂l  

圃場  
土壌濯注1回  14  
合計7a≠Ibs．ai／A  

29  
圃場D  

7．24Ibs．ai／A  
帯状土壌散布1回  

0  圃場E：0．10＊（＃）  

土壌濯注1回  14  

合計ノ4尋♂Ibs．ai／A  29  圃場E  
3．62エbs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  

圃場F  
土壌濯注1匝】  14  
合計724Ibs．ai／A  

13  2  

28   
園場F  

7．24Ibs．ai／A  
帯状土壌散布1回  

0  圃場G‥ 0．15＊（＃）  

土壌濯注1回  14  圃場G：0．15＊（＃）  
合計ノダ．4♂Ibs＿ai／A  ．28  圃場G：0．16＊（＃）  
3．62Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  圃場H‥ く0．05＊（＃）  

土壌港注1回  14  

合計72イIbs．ai／A  28  圃場H  
7．24Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  圃場Ⅰ‥ く0．05＊（＃）  

土壌濯注1回  14  

合計ノダ．4♂Ibs．ai／A  28  圃場Ⅰ  
3．62Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  圃場J：く0．05＊（＃）  

土壌濯注1回  14  

合計724Ibs．ai／A  28  圃場丁  
7．24Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  圃場K：〈0．05＊（＃）  

土壌濯注1回  14  

合計ノ4．4βIbs．ai／A  28  圃場K  
3．62Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  圃場L‥1．1＊（＃）  

土壌濯注1回  14  圃場L：0．05＊（＃）  
合計72尋工bs．ai／A  30  蘭場L  
7．24Ibs．ai／A  

帯状土壌散布1回  
0  圃場帖 0．61＊（＃）  

土壌濯注1回  14  

合計カト紺Ibs．ai／A  圃場M  
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農作物 
試験  試験条件  

阻場数  剤型  使用土・使用方法   
最大残留値（ppm）        回数  経過日数   

○アJヒンド   メタラキシル  ＆♂Ibs．ai／A   0  

（子実）  25．2％乳剤  全面散布  

14  

29   

圃場A  

ノ尻βIbs．ai／九  圃場B  
0  

全面散布  

圃場B：0．33＊（＃）  
14  

圃場B：0，36＊（＃）  

29  

圃場B  

＆♂Ibs．ai／A  圃場C  
0  

全面散布  

14  

些雛：  
28  

陣場C：   

6  ノaクIbs．ai／Å  圃場D  
0  

全面廠布  

14  

28  

圃場D  

皮βIbs．ai／A  圃場E：0．15＊（＃）  
0  

全面散布  圃場E：0．19＊（＃）  

14  

29  

圃場E  

ノよ♂Ibs．ai／A  圃場F  
0  

全面散布  

14  

29  
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試験  農作物  
圃場数   

試験条件  
剤型  使用量・使用方法   回数  経過日数   最大残留値（ppm）  

○クルミ   メタラキシル  及クIbs．ai／A   0  圃場A：0．08＊（＃）  
（子実）  25．2％乳剤  全面散布  15    007＊ ＃）  

30  

圃場  
ノ尻♂Ibs．ai／A  0  圃場B：0．08＊（＃）  
全面散布  

15  

30  

圃場  
＆クIbs．ai／A  圃場C：く0．05＊（＃）  

0  

全面散布  圃場C：く0．05＊（＃）  

14  

〈0．05＊（＃）  

30                        く0．05＊（‡）  
圃場C  く0．05＊（＃）  

ノ尻♂Ibs．ai／A  圃場D  く0．05＊（＃）  
6  

0  

全面散布  

圃場D：0．05＊（＃）  
14  

圃場D：〈0．05＊（＃）  

30    〈0．05＊（＃）  
圃場D  〈0．05＊（＃）  

＆♂Ibs．ai／A  0  圃場E  〈0．05＊（＃）  
全面散布  く0．05＊（＃）  

16  

30  軍勢し  
圃場E：   

ノ尻クIbs．ai／Å  
0  圃場F  

全面散布  

16  

（如 これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  
（☆）棄却検定での外れ値’（p＜0．01）により、評価対象から除外。  
上記のほか、1982～83年にかんきつ類（オレンジ、レモン、グレープフルーツ）について、試験が実施されている。  

＊‥メタラキシルおよぴその代謝物を加水分解して生成した2－6－ジメチルアニリンを定量し、換算係数2．305をかけてメタラキシル  
当量の値として示したもの。  
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メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（EU）  

2．5％拉剤1ga．iノ樹株元処理2回  
290ga▼i・／ha茎葉散布2回  

2．瑚杜剤1‥00g／sqn土壌処理2回  

58  
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農作物   試験  試験条件  
臨場数  剤型   借用書・停用方法   

最大残留値（ppn）           恒】数  経過日数   

○りんご   メタテキシルー  10kga．i．／ha   ク  印旛A  
2．5％粒細  （4ga．iノtree）  イ    02（‡  

7  四搬  
歯場A   

2  

♂  国難   
B   

7    02（＃  
4  

ノイ  圃j象B  02 （＃）  
21  圃場B  02  

メタラキシルu  ♂  圃 C  02（＃  
2．5％粒剤   7    02（＃       ノ4  圃場C  02 （）  

＃  

2                                     21  圃場C  02  

♂  圃 D  02 （＃  
7    02（＃  
ノイ  圃場D  02（＃）  
21  圃場D  02   

は）これらの試験は、適用範囲内で行われていない。   

＊：全果（fruit）は、全果を分析した残留値。全果換算（frult Subspecimen）は、果実と果皮に分けて分析し、全果の濃度に換算した値。  
平均値の算出においては、全果又は全果換算のPHIの値を全果として算出に供している。   

＊＊：EUでは、Garlic and shallotの基準値設定に係る代替を兼ねて、bulbonionsの試験成績が記載されている。  
garlicの残留試験は実施されていないが、bulb onionsの試験成績をGarlicおよびshallotsに外挿可能とされている。  
（また、Spring onionsの試験成績はWelsh onionsに外挿可能とされている。）  
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農薬名：メタラキシル及びメタラキシムⅥ  （別紙2）  

食品名  基準値  
案ppm   外国基準値※）  残留試験成績  

PPm  DDm   PPm  DDm  

米   0．1   0．1   U・甲   く0・．01，0．02   

0．05   CodexCereaトgrains●  
0．1   米国Graincereal  

小麦   0．05  0．05  0．05   CodexCerealgrains  
0．2  

大麦   0．05  b．05  0．05  CodexCerealgrains  
0．1  

ライ麦   0．05  0・5  0．05  CodexCer8algrains  

0．1  

トウモロコシ   0．05  0．噂  0．05  Codex Cerealgrains 
0．1  

ソバ  0．05  0，05  CodexCerealgr8ins  
0．1  

その他の穀類  0．05   0．05  CodexCerealgrains  
0．1  

大豆   0．05  0．05   ○   0．05  CodexSoyabean（dry）  
く0．005，く0．005   

ロ  
′ト豆類（含インゲン、ササゲ、レンズ）   0．2   P．I   ○  0．014，0．025（あずき）  

02＊  【米国】く0．05～0．06（＃）（n＝軍5）（インゲン）   

エンドウ   0．2  0．1  0．2＊  米国 Vegetablelegume   【米国】く0，05～0．11（＃）（n＝7）  

そら豆  0．1  0．2  米国 Vegetablelegume   

ラッカセイ  0．1  0．1  0．1  Codex Peanut 

0．2   米国Peanut   
その他の豆類   0．2   0∴1  0．2＊  米国 Vegetablelegume   【米国】く0．05（n＝＝4）（リマ豆）  

ぱれいしよ   0．3  0．3  ○・申  〈0．05（＃LO，06（軋0．11（＃L－0．16（＃）  

0．05   Codeよ Potato  

0．5＊  【米国】く0．05（＃）（n＝16）  

さといも類（やつがしらを含む）  0．5  

かんしょ  0．5  0．5   

やまいも（長いも）  0．5  0．5  

こんにやくいも  0．3  0．5  ○  0．01．0．06  

その他のいも類  0，5  0．5，   

てんさい  0．05  0．05   CodexSugarb8et  
ロ   カナダSugarbeets   

さとうきび   0．05   0．1   ○  く0．01，く0．01   

だいこん類（含ラディッシュ）（根）  0．2  2  ○  0．03，0．05  
0．5＊  【米国】＊0．23～0．57（＃）（n＝3）  

だいこん類（含ラディッシュ）（葉）  

0．2  2  ○  0．5＊   0．04，0．05 【米国】＊1．4～13．3（＃）（n＝3）   

■ニ：  
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食品名   基準値  参考基準値  

案p叩   外国基準値※）   残留試験成績   

PPm   PPm  PPm   PPm  

かぶ頬（根）  0．3  2  （〕  
〈0．1，く0．1  

0．5  

かぶ類（薬）  0．3  2  （⊃   
〈0．1，く0．1   

0．5  

西洋ワサビ   0．2  2   ○  く0．02，0．03（わさびだいこん）  

。．5l   
クレソン  5  米国 vegetableleafy   

はくさい  0．3  2  ○・申  0．020，0．088  

0．3  

キャベツ  0．5  0．5  ○  0．5  CodexCabbageshe8d  
0．02，0．06  

2  

芽キャベツ  0．2  0．2  0．2  CodexBrusselssprouts  
2   

ケール  2  
0．3  豪州 Leafyvegetables   

こまつな  2  ○  0．20，0．44  

0．1  

きょうな   3   2   ○  1．02，0．40（みずな）   

0．1  

チンゲンサイ   2   2   ○  0．52，0．16  

0．1  

はなやさい（カリフラワー）   0．5   0．5  0．5  CodexCauliflower  
2  

はなやさい（ブロッコリー）   0．5   2  ○  0．5  Codex Broccoll 
〈0．1．〈0．01  

2  

その他のアブラナ科野菜   0．7   2   ○  0．26，0．25（ひろしまな）   

5   

ゴボウ   2 0．5  米国 Vegetablerootandtuber  

サルシフイー  0．5  米国 Vegetableroot8ndtuber   

アーティチョーク  2  
0，5  米国 Vegetablerootandtuber   

チコリ  2  EU ScaI・01e   

エンダイブ  2  巳  米国 Vegetableleafy   

しゆんぎく  2  巳  カナダ Garlandchrysanthemum   

レタス（含チシヤ、サラダナ）  2   2  2  CodexLettucehead  
5   米国Lettueehead   

その他のきく科野菜  2  5  米国 Vegetableleafy   

たまねぎ  2  2  ○・申  2  CodexOnionbulb  
く0．01（＃）．く0．01（＃）  

3  

0．5  【EU】く0．02（n＝4）  

ねぎ（含リーキ）  0．2  2  ○・申  0．02（軋0．03（＃）   

田  

ニンニク   0．5 2  
0．5  【EU】たまねぎを参照   

にら  2  

アスパラガス   0．05   0．05  0．05  Codex Aspardgus 
7   
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食品名   基準値  参考基準値  
案・ppm   外国基準値※）  残留試験成績  

PPm  

ワケギ  
ロロm   PPm  PPm  

0．2   10  米凶 Oniongreen   
0．2  EU Springonions（Welshonions）   ねぎを参照（EU）  

その他のゆり科野菜  0．3   ○  〈0．1，〈0．1（らっきょう）  

にんじん   0．05  く0．01，く0．01  

0．05   Code元 Carrot  
0．5  

パースニップ  2  0．5  

パセリ  
2  2  ○  0．40，0．56  

5  

セロリ  2  5  

みつば  2  2  ○  0．74，く0．05  

その他のせり科野菜   2   ○  0，15，0．34－（せり）   
5  

トマト   2  2   ○・申  0．20．0．66（ミニトマト）  
0．5   Codex Tom8tO  

ロ  【米国】く0．05′、一2．5（＃）（n＝＝6）  
ピーマン  2  2  ○・申  038（射（）（  

Codex Peppers 
l  

ナス  2  ○・申  0．20，0．50  
ロ  

そ 2  Codex Peppers 

0．08．0．05   

l  

きゆうり（含ガーキン）   2   ○・申   0，20（＃L o．50（＃），0．16（軋 0．39（＃）   
0．5  Codex Cucumber，Gherkin  

ロ  
かぼちや（含スカッシュ）   0．2  2   ○  0．05，0．03  

0．2  CodexSquashsummer，Wintersquash  
ロ  

しろうり （野菜）  2  

スイカ （果実）  0．2   0．2  0．2  Codex Watermelon   

く0．01，0．02  
ロ  

メロン類 （呆実）   0．7   ○・申  0．23（軌0．01（＃）  
0．2  CodexMelonsexceptYatermelon   

ロ  
まくわうり （果実）  0．2  

その他のうり科野菜  l  米国 Vegetab18CuCurbit   

ほうれん草   2  2   ○  2   Codex Spinach   
く0．1，0．32  

たけのこ おくら  
ロ     ○  10  0．10，0．34  
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食品名   基準値  参考基準値  

案ppm   外国基準値※）  残留試験成練  

PPm  Pl〕m   PPm  PPm   

しょうが   2   U   0．30，0．31   

0．5  

未成熟えんどう   0．2   0．05  0．05  CodexPeasshelled（succulentseeds）  
0．2＊   【米国】く0．05～0．531（＃）（n＝8）   

未成熟インゲン   0，2   2  0．2＊  米国 Ve卵tablelegume   【米国】＊0．52↑〉0．86（＃）（n＝4）   

えだまめ   0．2   2  0．2＊  米国Vegetablelegume  【米国】く0．05～0．11（＃）（n＝6）  
く0．005（軋く0．005（＃）   

マッシュルーム  2  

しいたけ  2  

その他のきのこ類  2  

その他の野菜   3   2   ○  3＊  【米国】0．18～2．5（n＝13）（ジンセン）  
0．26．0．26（うど）   

5   

みかん  0．2  ○  0．04（＃），0．02（＃）  
（暫定基準値の1ppmは、以前設定されていた登録  

保留基準を参照したもの（類型3－1））  

なっみかんの果実全体  （カナダのCitrusfruitsは残留データはなく、  
他の国からの輸入品に使用されうることに配慮し   
たものとされる。）  

レモン‘  0．7   2  

ロ  米国 FruitcitruS  
0．5  EU Le皿OnS  【EU】0．08～0．41（n＝4）   

オレンジ（含ネーブルオレンジ）   0．7   
ロ  米国 Fruitcitrus   
0．5  EU Oranges  【EU10．02～0．11（n＝4）   

グレープフルーツ   0．7   2  

ロ  米国 Fruitcitrus   
0．5  【EU】レモン、オレンジ、マンダリンを参照  

ライム   0．7   
ロ   
0．5  EU Limes  【EU】レモン、オレンジ、マンダリンを参照  

その他のかんきつ類果実   0．7   
ロ  
0．5   【EU】マンダリン0．08～0．17（n＝4）   

りんご  0．2  

【EU】く0．02（＃）（n＝4）  l  EU Apples         0，2  （＃）EU基準値との開きを考慮  
（暫定基準値は、以前設定されていた登録保留基  

準を参照したもの（類型3－1））  

日本なし  0．2   
EUPears  【EU】りんごを参照  

0．2  

西洋なし   0．2   
EUPears  【EU】りんごを参照  

0．2   
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食品名   基準値  参考基準値  

案ppm   外国基準値※）  残留試験成練  

PPm  DPm   PPm  PPm   

マルメロ   0．2   
1 EU Qulnces 【EU】りんごを参照  

0．2  

びわ   0．2   
EULoquat  【EU】りんごを参照  

0．2   

もも  0．2 1 1＊  米国 Fruitston   【米国】＊く0．05～＊0．90（＃）（n＝4）  
0．2  豪州 Stonefruits   （＃）G肝の4～8倍の処理を考慮  

ネクタリン   0．2   1＊  【米国】もも、アンズ、すもも、おうとうを参照   
0．2  

アンズ（含アプリコット）  0．2  1＊   【米国】＊0．49～0．82（＃）（n＝2）  
0．2  豪州 Stonefruits   （＃）GAPの4～8借の処理を考慮  

スモモ（含プルーン）  0．2  1＊  米国 Fruitston8   【米国l＊0．17～0．47（＃）（n＝2）  
0．2  豪州 Stonefruits   （＃）GAPの4～8借の処理を考慮  

ウメ  
おうとう（チェリー）  0．2   1  享＊  米国 Fruitstone   【米国】く0，05～＊0．35（＃）（n＝7）  

0．2  豪州 Stonefruits   （＃）GAPの4～8借の処理を考慮   

イチゴ   7   ○   10＊  米国 Stra正帽rry   【米国】0．93～4．5（＃）（n＝8）   
0．026，0．146  

ラズベリー   0，2   0∴2  0．2  Codex Raspberriesredblack  
2  

ブラックベリー   0．2   0．2  CodexRaspberriesredblack   
2  

ブルーベリー   
2  2＊  【米国】く0．05～1．63は）（n＝13）  

クランベリー  4  米国 Cranberry   
ハックルベリー  2  

その他のベリー類  0．2   0．2  CodexIRaspberriesredblack  
2   

NZBerriesandothersn）a11fruits   

プドゥ  ○   Codex Grapes   
0．15（＃L O．14（＃）  

2  

かき   1  

バナナ  1 

キウイー   0．1  米国 Kivifruit－M  
パパイヤ  0．1  

0．1  

アボカド  0．2   0．2  0．2  Codex Avocado 

4   米国Avocado   
パイナップル  0．1  

グアバ  
マンゴー  
バッショ．ンフルーツ  

0．2   0．4   
く0．05，く0．05   

ナツメヤシ  

，t巾   
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食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）  残留試験成績  

PPm  PDm   PPm  PPm  

その他の果実  0．2  

0．4   Sapodilla¶M  

ひまわり（種子）  0．05  0．05  X 

。．1s 

ゴマ（種子）  

べにばな（種子）  

綿実（種子）  0．05   0．05   CodexCottonseed  

O，1米国Cottonundelintedseed  

なたね  0．1カナダRapeseed（canola）  

その他のオイルシード  

ぎんなん  

くり  

ペカン  

アーモンド   0．4   0．5＊  米国Almond   【米国】く0．05～0．88（＃）（n＝6）   

ク／レミ   0．4   0．5＊  米国 Walnut   【米国】く0．05～0．13（＃）（n＝6）   

その他のナッツ類  ロ  豪州 Macademianuts   

茶  0．1  0．1  EUTea  
コーヒー豆  

カカオ豆   0．2  0．2   0．2  Codex Cacao beans 

ホップ   10   10  ○  10   codexHopsdry  
1．0，0．6  

20米国Hopdriedcones   

その他のスパイス   2   ○  1．26（＃Ll．66（＃）（みかん果皮）   
0．5  米国 Vegetablerootandtuber  
0．1  

その他のハープ   2   2   ○・申  0．64（＃），0．35（みようが）   

8   

牛の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofcattle   

豚の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofhogs   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofgoats，horses．sheep   

牛の脂肪   0．02   0．4  0．4  米国 Cattlefat  カナダの基準値は米国で実施された試験成績を  
OO5＊＊ カナダ Fatofcattle  基に評価がされたものとされる。   

豚の脂肪  0．02  0．5  0．4米国Hogfat  
0．05＊＊カナダFatofhog占  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪  0．02  0．4  0．4米国Goat，Horse，Sheepfat  
0．05柚カナダFatofgoats．horses，Sheep  

牛の肝臓  0．1  0．3  0．4米国CattleliYer  
0．3＊＊カナダLiverofcattle   
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食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）   残留試験成練   

PPm   Dl）m  ppm   Dpm  

豚の肝評   0．1   0．3  0．4  
0．3＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．1   0．3  0：4  
0．3＊＊   

牛の腎臓   0．3   0．3  0．85＊＊  カナダ Kidneyofcattle   

豚の腎麻   0．3   0．3  0．4  

0．85＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   q．3   0．3  d．4  
0．85＊＊   

牛の食用部分   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofcattle   

豚の食用部分   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofhogs   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分  0．02  0．2  0．05＊  カナダ Meatbyproductsofgoats，horses．sheep   

乳  0，03  0．02  
0．01＊＊   

鶏の筋肉  0．01  0．2  0．05＊＊  カナダMeatofpoultry   

その他家きんの筋肉   0．01   0．2  0．05＊＊  オナダ Meatofpoultry   

鶏の脂肪   0．01   ．5  0．4  

0．05＊＊   

その他家きんの脂肪   0，01   0．5  0．4  

0．05＊＊   

鶏の肝臓   0．06   0．3  0．4  

0．3＊＊   

その他家きんの肝臓   0．06   0．3  0．4  

0．3＊＊   

鶏の腎臓   0．2   0．3  0．4  
0．7＊＊   

その他家きんの腎臓   0．2   3  0．4  
0．7＊＊   

鶏の食用部分   0，01   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofpoultry   

その他家きんの食用部分   0．01   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofpoultry   

鶏の卵   0．01  し0．05  0．05＊＊  カナダ Eggs   

その他の家きんの卵   0 01  0 05  0．05＊＊  カナダ Egg5   

乾燥させたその他のスパイス  5   5  5  Codex Spiceseeds   
みかんの果皮を参照  

「粥  

平成17年11月29日厚生労働省公示第499号において設定さ．れた基準値については、網を付けて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、′適用範囲内で行われていない。   
外国基準値欄は、定量限界以外の基準値を記載している。「～－M」と記載した食品は、メタラキシ皿の基準値であることを示す。   

○作物残留試験の分析対象  
JMPR及びEUではD一鏡像異性休のメタラキシルMを対象とし、米国及びカナダではメタラキシル及びメタラキシルM並びにその代謝物をまとめて加水分解し、   
2，6－ジメチルアニリンを生成させ、その総量をメタラキシル又はメタラキシルMの残留値としている0豪州ではラセミ体のメタラキシルを分析対象としている。  
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＊農産物では、植物体内運命試験成績から、親化合物と2，6－DMAに変換されると推測される代謝物の合計に対する親化合物の推定最大割合の1／1．5≒0．7を換算係数として乗じ、   
一律基準を超える農産物について、下2桁目を切り上げて基準値を設定した。  

＊＊畜産物では、親化合物と2，6－DMAに変換されると推測される代謝物の合計に対する 親化合物と代謝物Dの推定最大割合と推定される0．2～0．3の係数（家畜0．3、家きん0．2）を   
カナダの基準値に乗じ、一律基準を超える畜産物について、端数を切り上げて基準値を設定した。  
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メタラキシル及びメタラキシルM推定摂取量（単位：FLg／人／day）   
高齢者  

食品群   
T岨）Ⅰ   

幼′卜児 （1～6歳）  

妊婦 Tl瓜）Ⅰ   （65歳以上） T抑Ⅰ   

9．8  14．0   18．9   

′ト麦   0．05   5．8   4．1   6．2   4．2   

麦   0．05   0．3   0．0   0．0   0．2   

ライ麦   0．05   0．0   0．0   0．0   0．0   

とうもろ－し   0．05   0．1   0．2   0．1   0．0   

そば   0．05   0，2   0．0   0．1   0．2   

その他の穀類  0．05  0．0  0．0  0．0  0．0   
大豆   0．05   2．8   1．7   2．3   2．9   

小豆類＊   0．2   0．3   0．1   0．0   0．5   

えんどう ＊   0．2   0．1   0．0   0．1   0．1   

らつかせい   0．1   0．1   0．0   0．0   0．1   

その他の豆類＊ 0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

ぱれいしよ   0．3   11．0   6．4   11．9   8．1   

こんにやくいも   0．3   3．9   1．7   3．3   4．0   

てんさい   0．05   0．2   0．2   0．2   0．2   

さとうきび   0．05   0．7   0．6   0．5   0．6   

だい－ん類（ラディッシュを含む）の根   0．2   9．0   3．7   5．7   11，7   

だい－ん類（ラディッシュを含む）の菓   0．2   0．4   0．1   0．2   0．7   

かぶ類の根   0．3   0．8   0．2   0．2   1．3   

かぶ類の菓   0．3   0．2   0．0   0．1   0．3   

西洋わさび   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

はくさい   0．3   8．8   3．1   6．6   9．5   

キャベツ   0．5   11．4   4．9   11．5   10．0   

キャベツ   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

▼まつな   4．3   2．0   1．6   5．9   

きような   3   0．9   0．3   0．3   0．9   

チンゲンサイ   2   2．8   0．6   2．0   3．8   

カリフラワー   0．5   0．2   0．1   0．1   0．2   

ブロッコリー   0．5   2．3   1．4   2，4   2．1   

その他のあぶらな科野菜   0．7   1．5   0．2   0．1   2．2   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   2   12，2   5．0   12．8   8．4   

たまねぎ   2   60．6   37．0   66．2   45．2   

ねぎ（リーキを含む）   0．2   2．3   0．9   1．6   2．7   

にんにく   0．5   0．2  ‘0．1   0．1   0．2   

アスパラガス   0．05   0．0   0．0   0．0   0．0   

わけぎ   0．2   0．0   0．0   0．0   0，1   

0．q   0．0   0．5   

にんじん   0．05   その他のゆり科野菜  0．3  0．3            1．2  0．8   1．3   1．1   

パセリ   2   0．2   0．2   0．2   0．2   

みつば   2   0．4   0こ2   0．2   0．4   

その他のせり科野菜  口  0．1  0．1   0．1   0．3   

トマト   2  48．6   33．8   49．0   37．8   

ピーマン   2   8．8   4．0   3．8   7．4   

なす   4．0   ● ●   3．3   5．7   

その他のなす科野菜   0．2   0．1   0．1   0．3   

きゆうり（ガーキンを含む）   ●   8．2   10．1   16．6   

かぼちや（スカッシュを含む）  0．2  1．9  1．2  1．4  2．3   
すいか   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

メロン類果実   0．7   0．3   0．2   0．07   0．2   

ほうれんそう   2   37．4   20．2   34．8   43．4   

オクラ   0．3   0．2   0．2   0．3   

しようが   0．6   0．2   0．7   0．7   

未成熟えんどう ＊   0．2  0．1  0．0  0．1  0．1   

未成熟いんげん＊   0．2   0．4   0．2   0．4   0．4   

えだまめ＊   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

その他の野菜＊  3  37．8  29．1   28．8   36．6   

みかん   0．2   8．3   7，1   9．2   8．5   

レモン   0．7   0．2   0．1   0．2   0．2   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．7   0．3   0．4   0．6   0．1   

グレープフルーツ   0．7   0．8   0．3   1．5   0．6   

ライム   0．7   0．1   0．1   0．1   0．1   

その他のかんきつ類果実   0．7   0．3   0．1   0．1   0．4   

りん一   0．2   7．1   7．2   6．0   7．1   

日本なし   0．2   1．0   0．9   1．1   1．0   

西洋なし   0．2   0．02   0．02   0．02   0．02   

マルメロ   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

びわ   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

もも ＊   0．2   0．1   0．1   0．8   0．0   

ネクタリン＊   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

アンズ アプリ’コットを含む）＊   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

すもも（プルーンを含む）＊   0．2   0二0   0．0   0．3   0．0   

おうとう（チェリーを含む）＊   0．2   0．0   0．0   0、0   0．¢   
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幼小児  
食品群   

（ppm）   基準値案   国民平均 TⅦ）Ⅰ   （1～6歳） TMDI   

いちご＊   7   2．1   2．8   0．7   0．7   
ラズベリー   0．2   0．0   0．0   0．0   
ブラックベリー   

0．0  
0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

ブルーベリー＊   2   0．2   0．2   0．2   

その他のベリー類果実   
0．2  

0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

ぷどう   5．8   4．4   1．6   3．8   

アボカド   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   
ハツションフルーツ   0．2   0．0   0．0   0．0   0．0   

ひまわりの種子   0．05   0．0   0．0   0．0   0．0   

綿実   0．05   0．0   0．0   0．0   0．0   

アーモンド ＊   0．4   0．0   0．0   0．0   0．0   

クルミ ＊   0．4   0．0   0．0   0．0   0．0   

カカオ豆   0．2   0．1   0，1   0．1   0．0   

ホップ   10   1．0   1．0   1．0   1．0   

その他のスパイス（乾燥させたその他のスパイス）   5   0．5   0．5   0．5   0．5   

その他のハープ   2   0．2   0．2   0．2   0．2   

陸棲哺乳類の肉類＊＊   0．3   17．3   9．9   18．2   17．3   

家禽の肉類＊＊   0．2   4．0   3．7   3．2   4．0   
0．3   0．4   

370．8   223．鋸  330．8   
ADI比（％）  31．6   64．4   27．0   29．0   

ノ  

高齢者及び妊婦については魚介類の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximun）I）ailyIntake）   

＊印を付した農産物は、暴露量を推計する際に、米国又はカナダの基準値又は残留値を参照した箇所であり   
代謝物が含まれているため、親化合物換算を行ったことを示す。  

＊＊印の畜産物については、代謝物を含む基準設定としている。  
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（参考）  

これまでの経緯  

昭和59年 2月 3日 メタラキシル（ラセミ体製剤）初回農薬登録  

平成17年11月29日 残留農薬基準告示  

平成19年 5月10日  農林水産省から厚生労働省へメタラキシルMの農薬登録申請に  

係る連絡及び基準設定依頼（新規：ピーマン等）  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

（厚生労働省発食安第0522004号）  

食品安全委員会（要項事項説明）  

第16回農薬専門調査会確認評価第一部会  

第46回農薬専門調査会幹事会  

食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

農薬専門調査会座長から食品安全委員会委員長へ報告  

第276回食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会から厚生労働大臣あてに食品健康影響評価  

について通知  

薬事・食品衛生審議会へ諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成19年 5月22日  

平成19年 5月24日  

平成20年 6月 9日  

平成20年12月 9日  

平成21年 1月29日  

平成21年 1月29日  
平成21年 3月 3日  

平成21年 3月 5日  
平成21年 3月 5日  

平成21年 8月11日  
平成21年 9月25日  
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●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員］   

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田 りえ子   

山内 明子   

山添 康   

吉池 信男   

由田 克士  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部食生活科学科教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査  

プロジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  鰐渕 英機  

（○：部会長）  
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答申（案）   

メタラキシル及びメフエノキサム  

食品名   基準値案※）  

（ppm）   

米   0．1   
小麦   0．05   
大麦   0，05   
ライ麦   b．05   
とうもろこし   0．05   
そば   0．05   
その他の穀類（注1）   0．05   
大豆   0．05   
小豆類   0．2   
えんどう   0．2   
らつかせい   0．1   
その他の豆類（注2）   0．2   
ばれいしよ   0．3   
こんにやくいも   0．3   
てんさい   0．05   
さとうきび   0．05   
だいこん類の根   0．2   
だいこん類の某   0．2   
かぶ類の根   0．3   
かぶ類の葉   0．3   
西洋わさび   0．2   
はくさい   0．3   
キャベツ   0．5   
芽キャベツ   0．2   
こまつな   
きような   3   

チンゲンサイ   2   

カリフラワー   0．5   
ブロッコリー   0．5   
その他のあぶらな科野菜（注3）   0．7   
レタス   2   

たまねぎ   2   

ねぎ   0．2   
にんにく   0．5   
アスパラガス   0．05   
わけぎ   0．2   
その他のゆり科野菜（注4）   0．3   
にんじん   0．05   
パセリ   2   

みつば   2   

その他のせり科野菜（注5）   
トマト   2   

ピーマン   2   

なす   
その他のなす科野菜（注6）   
きゆうり   
かぼちや   0．2   
すいか   0．2   
メロン類果実  0．7   
ほうれんそう  2   

オクラ   
しようが   

未成熟えんどう   0．2   
未成熟いんげん   0．2   
えだまめ   0．2   
その他の野菜（注7）   3   

みかん   0．2   
レモン   0．7   
オレンジ   0．7   
グレープフルーツ   0．7   
ライム   0．7   
その他のかんきつ類果実（注8）   0．7   

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、  
大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものをいう。  

（注2）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆  
類、えんどう、そら豆、らつかせい及びスパイス以外のも  
のをいう。  

（注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野  
菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の菓、かぶ類の  
根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きような、チン  
ゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハープ以外の  
ものをいう。  

（注4）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう  
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アス／くラガス、わ  
けぎ及びハープ以外のものをいう。  

（注5）「その他のせり科野菜」と，は、せり科野菜のう  
ち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつば、  
スパイス及びハープ以外のものをいう。  

（注6）「その他のなす科野菜」とiもなす科野菜のう  
ち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。  

（注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、て  
んさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり  
科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれん  
そう、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未  
成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハープ  
以外のものをいう。  

（注8）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果  
実のうち、みかん、なつみかん、なつみかんの外果皮、な  
つみかんの果実全体、レモン、オレンジ、グレープフルー  
ツ、ライム及びス／くイス以外のものをいう。  

（注9） rその他のベリー類果実」とは、ベリー類果実の  
うち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルーベ  
リー、クランベリー及びハックルペリ ー以外のものをい  

う。  

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西  
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パプリ  
カ、しようが、レモンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果  
皮及びごまの種子以外のものをいう。  

し（注11）「その他のハープ」とは、ハープのうち、クレソ  
ン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及びセロ  
リの葉以外のものをいう。   
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基準値案※）  
食品名  

（ppm）   

りんご   0．2   

日本なし   0．2   

西洋なし   0．2   
マルメロ   0．2   
びわ   0．2   

もも   0．2   

ネクタリン   0．2   

あんず   0．2   
すもも   0．2   
おうとう   0．2   
いちご   7   

ラズベリー   0．2   
ブラックベリー   0．2   
ブルーベリー   2   

その他のベリー類果実 （注9）   0．2   
ぶどう   
アボカド   0．2   
ハツションフルーツ   0．2   
ひまわりの種子   0．05   

綿実   0．05   
アーモンド   0．4   

くるみ   0．4   

カカオ豆   0．2   
ホップ   10   
その他のスパイス（注10）   5   

その他のハープ（注11）   2   

牛の筋肉   0．02   

豚の筋肉   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉（注12）   0．02   

牛の脂肪   0．02   

豚の脂肪   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．02   

牛の肝臓   0．1   

豚の肝臓   0．1   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．1   

牛の腎臓   0．3   

豚の腎臓   0．3   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．3   
牛の食用部分   0．02   

豚の食用部分   0．02   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の食用部分（注13）   0．02   

鶏の筋肉   0．01   
その他家きんの筋肉（注14）   0．01   

鶏の脂肪   0．01   
その他家きんの脂肪   0．01   
鶏の肝臓   0．06   
その他家きんの肝臓   0．06   

鶏の腎臓   0．2   

その他家きんの腎臓   0．2   

鶏の食用部分   0．01   
その他家きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0，01   

0．01   

その他の家きんの卵    乾燥させたその他のスパイス   5   

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲  
哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外のものをいう。  

（注13）「牛、豚、鶏等の食用部分」とは、牛、豚、鶏等  
の食用部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓を除いた部  
分をいう。  

（注14）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外  
のものをいう。   

※）今回基準を設定するメタラキシル及びメフエノキサムとは、農  
産物においてはメタラキシル及びメフエノキサムをいい、畜産物に  
おいてはメタラキシル及びメフエノキサム並びに2－［（2，6－ジメチル  
フェニルト（2岬ヒドロキシアセチル）アミノ］プロピオン酸をメタラキ  
シル及びメフエノキサムの含量に換算したものの和をいうこと。  
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